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			サラリーマン中二病①

			山南葉

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・松田マサヨシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			　

			第一章　転移☆成功

			　

			第二章　サラリーマン・ミーツ・Ｎｅｋｏｍｉｍｉ！

			　

			閑話　第一回幸貴捜索会議

			　

			第三章　エルフと鬼とボディーガード

			　

			閑話　その頃の彼ら

			　

			第四章　劇的☆ビフォーアフター

			　

			第五章　幸貴さんの鬼退治

			　

			第六章　縁があったらまた会いましょう

			　

			エピローグ

		

	
		
			プロローグ

			　

			「おれ、異世界に行こうと思うんだ」

			　なにか、とっておきの秘密を打ち明けるように。

			　いかにも誇らしげな様子で、少年はそんなことを言った。

			　どこかの家のリビング。家具は少ないが、一目で高級品と分かるようなソファやローテーブルがセンス良く配置された部屋。そこに三人の子供がいた。

			　少年が二人と、女の子が一人。放課後に友人の家に集まって、学校の宿題でもしているのだろうか、ローテーブルの上には筆記具がばらばらと置かれている。

			　冒頭のセリフを発したのは、日本人らしい黒い髪、そして真っ黒な瞳をキラキラさせた少年である。今しがた自分が口にした素晴らしいアイデアに、興奮を抑えきれないとばかりに、口元が自然と緩んでいた。

			　顔立ちそのものはこれといって特徴のない、強いて言えば愛(あい)嬌(きよう)のある顔立ちがチャームポイント、といった程度の少年である。

			　だが、自分に不可能はないと信じる根拠のない万能感――少年期特有の、自分自身に対する絶対の信頼と自信が、この平凡な少年に妙な魅力を与えていた。

			「――はぁ？」

			　だが、しかし。その不思議な魅力も、万人に通じるものではないらしい。

			　彼の言葉に怪(け)訝(げん)な色を浮かべたのもまた、彼と同年代の少年だった。といっても、近いのはせいぜい年齢と性別だけ。

			　先の少年が平凡を絵に描いたようであるのに対し、今度の少年はまるで人形のように整った容姿をしていた。肌は白く、髪と瞳(ひとみ)はごく薄い茶色で、時折、陽の光にあたるとキラキラと輝いていた。その綺(き)麗(れい)な顔立ちを少しでも衆目から隠すためか、あるいはこの歳ですでに純粋に視力が悪いのか、ちょこんと眼鏡をかけている。

			　これだけ整った容姿だと（特に幼い時分だと）男女の区別がつけづらい――というか、普通に少女にしか見えないが、年齢のわりに声は低く、なによりその態度というか、性格的な部分に女性らしさが欠片(かけら)もなかった。

			　口調もあくまでつっけんどんで、全身全霊で相手を馬鹿にしているのがよく分かる。

			「お前、何言ってんの？　アホか、アホなのか？　漫画やアニメじゃねーんだから、異世界なんて本当にあるわけねーだろうが」

			　年齢のわりに妙に達(たつ)観(かん)したセリフであるが。どっこい相手はそんなことでは諦(あきら)めなかった。

			「いや、むしろ明(あき)のほうこそ何言ってんだよ。異世界とか普通にあるに決まってるじゃん。日本人のくせに、お前はラピュタを見たことがないのか？　かぐや姫だって浦島太郎だって、あれはようするに異世界の話だろ？　おむすびころりんだって、お爺(じい)さんがネズミの国に迷いこむし。こんな異世界ファンタジー小説が大昔から世間にあふれてるってのに、肝心の異世界がないわけないじゃないか。常識で考えろよ」

			「いや、お前こそ、もう少し真面目に常識でものを考えろ。今ファンタジーって自分で言っちゃってるだろうが。だいたい、それ全部ただのフィクションだろ。現実として考えるほうが間違ってるだろ」

			「そんなことないさー。信じるものは掬(すく)われるっていうだろ？　あれ、巣(す)食(く)われるだっけ？　どっちだ？」

			「どっちにしても間違ってるとは微妙に言いきれない、嫌な覚え方だな……」

			　正しくは、信じるものは救(すく)われる、である。

			　と、そこへ、明(あき)と呼ばれた少年の袖に手が伸びた。少年たちの手と比べても、さらに一回り以上は小さい手。リアルな紅葉の葉と同じぐらいのサイズしかないその小さな手の先には、ちんまりとした女の子がいた。

			　二人が少年と呼ぶべき年齢なら、彼女は少女というより、幼女と呼ぶべき年齢だろう。せいぜい三歳ぐらいか。つるりと桃のようなほっぺが愛らしい。

			　小学生のくせに妙に口が達者な二人を前に、仲間はずれにされてはならないと、一生懸命自分の存在をアピールしてくる。

			「あのねーあのねー。ゆきくんたちが行くなら、はるちゃんも一緒に『いせかい』に行きたいのー」

			「ええー。でもはるちゃんはまだ小さいから行けないよ。異世界に行くのって大変なんだぜ？　幼稚園行くのとはわけが違うんだぜ？」

			「いや、はるちゃんだけじゃなくてお前だって行けないよ。遊園地のアトラクションじゃないんだから。年齢身長関係なく、大人になっても行けないよ」

			「やだー、はるちゃんも行くのー。はるちゃん、もうウサギ組さんだから、ちっちゃくないよ。大きいおねえさんだよ。おばあちゃん家にだって、ちゃんと車に乗っていけるよ」

			「あのねー、遊びで言ってるんじゃないんだよ。異世界っていうのは、そう簡単に行ける場所じゃないんだ」

			「おばあちゃん家よりとおい？」

			「うーん、どうだろう？　美(み)春(はる)のばーちゃん家って確か京都だったっけ？　それよりは遠いと思うけど」

			「とおくてもちゃんと頑張れるー」

			「いやいやいや。頑張ってどうにかなるもんでもないだろ。ていうか、所在地どころか実在さえ怪しい場所を現実の距離と比べるなよ。そもそも比較対象が間違ってるから。むしろ比較する行為そのものが間違ってるから」

			　京都―東京間であれば、一般的な交通手段での移動が可能だが、異世界への転移ともなれば、いったい何を使って行けばいいのか分からない。

			「まあ、確かにどのぐらい遠いかは地図がないから分からんけどさ、少なくとも天空の城は京都より遠いだろ？」

			「だから天空の城がさも実在しているような前提で語るな。どんなに名作でも、あれはフィクションだ」

			「そんなことねーよ。だって俺、前に一度異世界に行ったことあるもん」

			　この時の。

			　明(あき)と呼ばれた少年の表情をなんと言おう。

			　友人の口から飛び出した、突然の異世界行ってきました発言に対し、彼が浮かべたのは諦(てい)観(かん)と諦(てい)念(ねん)、悲哀と悲痛、沈(ちん)痛(つう)と沈(ちん)黙(もく)だった。

			　心の底から痛々しいものを見るような、世にも残念なものを眺(なが)める眼差しで友人を見つめる。

			「えっとな、幸(ゆき)――」

			「だから間違いなく異世界は実在する！　誰がなんと言おうと、それはもう確実に！　だから、もう一度異世界トリップをするために研究をしようと思う！　だって異世界って言ったらそれはもう、全人類の夢！　男のロマン！　この世に男の子として生まれた以上、ドラゴンボールを探しに行かないなら、せめて異世界ぐらいは目指しておかないと、まともな大人になれないだろう！」

			「どんな理屈だ……」

			「少年老い易(やす)く学成りがたーし！　諦(あきら)めは人類を衰(すい)退(たい)させる第一歩だ！　ライト兄弟だって諦(あきら)めず空を飛ぶっていう妄想を現実に成功させたし、今はまだ無理でも、大人になるまで諦(あきら)めず挑戦し続ければ、いつかきっと夢は叶うさ！」

			「授業で習ったばかりのことを自慢したいのは分かるが、お前の妄想に歴史の偉人を持ち出すな！」

			「あのねー、はるちゃんはねー、ごはん作るのが上手だから大きくなったらごはん屋さんになるのー」

			　状況が分かっているのかいないのか、美(み)春(はる)――はるちゃんは、にこにことご機嫌な笑顔で、会話の流れを完全に無視したセリフを突っ込んできた。が、当然のごとく無視する。

			「だいたい、異世界異世界って馬鹿みたいに騒いでるが、いったいどうやってそんなところに行くつもりだ？　言っとくけど、異世界なんてもんは車や自転車で行ける場所じゃないぞ」

			「うん、そのことなんだけどさ。とりあえず、まずは思いつくだけの方法を書き並べてみたんだ。もちろん、これだけがすべてだとは思ってないし、そもそもそんな簡単に成功するとは思ってない。なんで、今後はこのノートに記録を取りながら実験と研究を繰り返していこうと思う。俺が司会進行するから、明(あき)は記録をとってくれ」

			　待っていましたとばかりの会心の笑みを浮かべ、「オレのかんがえたいせかいへのいきかた」というタイトルのノートを見せる。

			　明(あき)の顔がハッキリと引きつる。その表情を一言で表すならば、まさに「うわぁ」だ。

			　そんな友人の様子には気づかないのか（あるいは気づいていてもどうでもいいのか）嬉(き)々(き)とした様子で、おそらくは十年後に見たら確実に黒歴史になるであろう痛々しいノートの解説を始める。

			「はるちゃんはー？」

			「美春は邪魔だから、そのへんで床(ゆか)と仲良く遊んでて」

			「はーい」

			　元気良く手をあげ返事をする妹分を放置し、真っ黒な瞳をキラキラと期待にきらめかせ、少年は声高らかに宣言した。

			「それでは！　これより『第１回異世界トリップ実践研究会』を始める！」

		

	
		
			第一章　転移☆成功

			　

			「――ではこれより第３５８２回『異世界トリップ実践研究会』を始める！」

			　力強い宣言とともに幸(ゆき)貴(たか)が、黒マジックペンででかでかと『第３５８２回　異世界トリップ実践研究会』と書かれたホワイトボードに手の平を叩きつける。

			　毎度のことながら、その熱意についていけず（そもそもついていく気も最初からないが）ソファに腰掛(か)けながら、逆(さか)木(き)明(あき)道(みち)はため息をついた。

			　明道は、幸貴にとって唯一無二の大切な親友である。小学校からの付き合いで、実の兄弟のように気の置けない仲だ。

			　黒目黒髪、中肉中背でどちらかというと大人しめな見かけの幸貴に対し、明道はすらりとした長身で、男のくせに肌は滑(なめ)らかでまつげも長い。銀縁の眼鏡がこれ以上なく似合う、文句なしのクール系美男子だ。

			　明道はホワイトボードに歩み寄り『３５８２』の上に二重線を引き、回数を訂正する。

			「……あれ？」

			「先週の連休に二連チャンでやっただろ。だから今日は３５８３回目だ」

			「そっか」

			　そう断言されれば、納得するよりない。明(あき)道(みち)は再びソファに戻り、iPadを広げる。議事録兼(けん)メモ用だ。

			　幸(ゆき)貴(たか)は気を取り直して、再びホワイトボードの前に立った。

			「今回はちょっと初心に返ってみようと思う。なんつーかこう、異世界トリップは、偶発的な場合を除くと、たいていの場合は転移陣による移動がセオリーだ」

			　言いながら、手馴れた様子でホワイトボードに『トリップ』『転移陣』『セオリー』とキーワードを書いていく。無駄に達筆だ。

			「だがここで言う『転移』というのが、対象者の魂(たましい)なり肉体なり――つまり、なんらかの輸送手段を備えたバイパスを通す、という意味だと解釈すると、当然のことながらその逆も行えるはずだ。もちろん、異世界から通されるバイパスには、いわゆる安全弁のようなものがついていて、指定対象しか通さないような構造になっているのかもしれないが、対象先と方法論を特定することができれば、充分に再現可能な手段であると思う」

			「ほほう。――と、いうことは、もう天空の城は探さなくてもいいわけだな。委員長」

			　相(あい)槌(づち)を打つ明道の声は、口調とは裏腹に怒りに満ちており、眼鏡横のこめかみのあたりもひくついているが、空気を読まない男、幸(ゆき)貴(たか)のスルースキルは健在だった。

			「うん。もちろんラピュタ探索を諦めたわけじゃないけど、ぶっちゃけあれ、俺らが頑張って探すより、気象レーダーかグーグルアースで見つかる可能性のほうが高いじゃん？　というわけで、ラピュタ対策は発見後に考えよう。――というわけで、今日の本題はこれ！」

			　じゃーん！

			　お前いったいいくつだよ？　と思わず突っ込みたくなるような。

			　満面の笑みで幸(ゆき)貴(たか)が取り出したのは、やけにボロボロの小汚い一冊の本だった。まるで街角の古本屋で、一〇〇円のワゴンセールで売っていそうな。

			「……なに？　それ」

			「よくぞ聞いてくれました！　そして聞いて驚け！　これぞ、かの有名なグリモワール『ネクロノミコン』だ！」

			「偽物じゃねーか」

			　大いばりで告げられた題名を聞いた瞬間、明(あき)道(みち)はきっぱりと断言した。

			「そんなことない！　クトゥルフだって、現代ではニャル子さんになったりもしてるし、あれほどの壮大なストーリーが、はたして一個人の創作だと本当に断言できるだろうか!?　というわけで逆説的にアレは実話！　同じ流れでこれも本物だ！」

			「もうどこから突っ込みを入れていいかすら思い浮かばないんだが……とりあえずそれ、いったいどこで買ったんだ？」

			「ん？　ネトオクで。見た瞬間にビビッとこう、俺の第六感に閃(ひらめ)くものがあってさー。これは絶対手に入れなきゃなんないぞってことで、五〇万でゲットした」

			「アホかっ!!」

			　叫びながら明道がぶん投げたiPadが、見事幸(ゆき)貴(たか)の頭部に激突した。

			「馬鹿だ馬鹿だとは昔からというか、実は初めて会った時からずっと思ってはいたが、まさかここまで馬鹿だとは思わなかったよ！　なんなんだよ五〇万って！　どう考えても振込み詐(さ)欺(ぎ)以上に完璧な詐(さ)欺(ぎ)だろうが！　だいたいお前、そんな金がいったいどこに!?」　

			「いや、夏のボーナスで」

			「アホがっ!!」

			　再び明道がどつき倒す。その勢いで、殴られた頭ごと幸(ゆき)貴(たか)が床にめりこんだ。

			「お前の人生だしお前の稼いだ金だから、本来なら俺がこんな文句をいう筋合いもないんだが、それにしたってお前、お前……だいたい！　お前の給料じゃボーナスにしたって五〇万なんて大金、払いきれないだろ!?　貯金にまで手を出したのか!?」

			「そ……んなに大声で怒鳴るなよ、ここ壁薄いんだから。正確には、ボーナス払い込みの一〇回ローンだから大丈夫だよ」

			「いったい、何が、どう、大丈夫な・ん・だ!!」

			　ギリギリと歯を鳴らし――目の前の馬鹿の首を締(し)め上げる。

			「あー、くそ……頭痛ぇ……どうせ無駄遣いなら、せめてもうちょっとこう、実のあるものにしろよ。そのニャル子さんとやらの限定プレミアフィギュアとか」

			　そのほうがまだ一般的に理解されるレベルでの金の使い方ではないだろうか。貴重なフィギュアは、マニアの間では冗談とも思えるような値がつくと聞く。

			　だが、そんな至極常識的な指摘に対し、幸(ゆき)貴(たか)は『やれやれ』という、実に分かりやすく相手を馬鹿にするボディランゲージを披露した。

			「おいおい、明(あき)しっかりしてくれよ。いい歳した大の男にお人形さん薦(すす)めてくるとか、えー、お前ちょっとそれ本気で言ってんの？」

			「よりによってお前が言うか!?」

			「ていうか、本物のニャル子さんならともかく、大量生産の人形程度に、次元跳躍させるようなパワーまでは秘められてねーだろ、さすがに。言われなくても分かれってそれぐらい。俺の崇(すう)高(こう)なる第一目標はあくまで異世界転移なんだよ。二次元なんかどーだっていいの。なにが一番大切かを考えて」

			「だからよりによってお前が言うか！」

			　首根っこを掴(つか)んでがっくんがっくん振り回す。

			「い……いや待て！　明(あき)、落ち着け！　お、お前はまだこの本の本当の価値を知らないから、そんなことが言えるんだ！」

			「……なんだよ、本当の価値って」

			　必死に声を張り上げる幸貴に、なにやら明(あき)道(みち)が胡(う)乱(ろん)な眼差しを向けるが。

			　馬鹿な幼(おさな)馴(な)染(じみ)はニヤリと格(かつ)好(こう)よく笑うと、なにかとっておきの秘密を打ち明けるように、胸を張って叫んだ。

			「よく見ろよ。実はこの魔法書――なんと、中身が日本語なんだ！」

			「阿(あ)呆(ほ)か、お前こそよく見ろ！　その時点ですでに間違いなく偽物の証明じゃねーかっ!!」

			「そんなことない！　ちゃんと裏表紙にISBNもついてるし！」

			「虚(きよ)偽(ぎ)性(せい)がますます上がったわ！」

			　必死に言い募る馬鹿を殴りつける。先ほどから、怒鳴って殴ることしかしていない。

			「だいたい、一〇〇年だか二〇〇年前だか知らんが、そんな大昔に作られた魔法書とやらにバーコードがついてる時点ですでにおかしいだろうが！　バーコードが開発されたのは一九四九年でまだ一〇〇年も経ってねえよ！　そしてISBNが導入されたのはその一七年後の一九六六年だ！　その本の古さからして、絶対に辻(つじ)褄(つま)が合わないだろうが！」

			「きっとこれ、写本なんだよ」

			「そういうところにだけもっともらしい正論を持ってくるな。誰が訳すんだこんなパチモン」

			「えー、でも乱歩だって後から見るとものすごい超訳だぜ。当時の情勢から考えたら、色もの翻訳もいいとこだろ」

			「へりくつ捏(こ)ねんな。そうやって無駄に知識をひけらかしたところで、お前が馬鹿なのは変わりない」

			　きっぱりと告げ、ため息をつく。今更ながら肩の上にずっしりと、漬物石のような疲労感が溜まっていく錯(さつ)覚(かく)を覚えつつ、

			「……まぁいい。とりあえずそのインチキ商品はさっさと返却してこい。お前がまだ実験してないってことは、購入したてだろ？　手間取るようなら、後で知り合いの弁護士も紹介してやるから」

			　こっそり拾ってきた子犬を、元の場所に返してきなさいと叱るお母さんのような口調で、うんざり諭す幼(おさな)馴(な)染(じみ)に、しかし幸貴はそれこそ可愛い子犬を手放したくないと駄(だ)々(だ)をこねる小学生のように首を振った。

			「えー、やだよ。せっかく頑張って手に入れたのにー」

			「やだじゃないだろ!?　もういい歳なんだから、頼むからもうちょっと賢くなってくれよ!!　成績だけ見ればそんな頭悪くなかったはずだろ!?」

			「うん。俺、頭いいよ」

			「頭悪いよ!!　たとえ偏差値がどんなに高かろうと、こんな詐(さ)欺(ぎ)にひっかかってる時点で間違いなく頭悪いよ！」

			「おいおい、だから詐(さ)欺(ぎ)って一概に決めつけるなよ。それを検証するためにこれから実験をするんだろ？」

			「勝手に計画を立てるなよ!!　せめて俺の確認を取れ！　というか、そもそも俺がメンバーであることを前提にするな！」

			「お前ね、この世紀の大実験に付き合えるなんて、それはそれは光栄なことだろ。この魔法書の内容が正しければ、今日こそ俺は異世界に行っちゃうんだから。まさに全人類の夢と希望！　その奇跡の瞬間に立ち会えるんだから、もっとお前も誇りを持って真剣に、取り組んでもらわないと」

			「お前こそ社会人としての常識と良識と誇りを持って真剣に、自分の人生に取り組んでくれよ。こんな中二病じみた真似はやめて！　さっさとその本返品するぞ！　増税して家賃上がったって嘆(なげ)いてたくせに、こんなもんに五〇万もつぎ込みやがって」

			「あ、でもこれネトオクで買ったから、消費税対象外なんだよ」

			「だからどうした!?」

			「ちっちぇ男だなぁー。いいじゃねぇか、男のロマンのためなら五〇万ぐらい。言っとくけど、金で夢は買えないんだぜ？」

			「夢は買えなくても人生は金で賄(まかな)えるよ！　五〇万ありゃいったいどれだけ暮らしていけると思ってるんだ！　お前、自分の家の光熱費いくらか知ってんのか!?」

			「先月は九六五〇円」

			　一人暮らしなので、一応金額は把(は)握(あく)している。自宅よりもだいぶ低かった金額申(しん)告(こく)に、明(あき)道(みち)が忌(いま)々(いま)しそうに舌打ちした。

			「だったらなおさら、どれだけ無駄かが分かるだろ。まったく……せっかくの休日に無駄な時間を使わせやがって」

			　ぶちぶちとしつこく文句を言う気苦労の多い友人に軽く同情しつつも、せめて傷が深くならないうちにと、決定的な真実を教えてやる。

			「それはいいんだけどさ、明(あき)。お前に一つ、言っておかなきゃならんことがある」

			「……なんだよ？」

			「実はこの本、二週間前に購入した物で、レシートはとっくに捨てちゃったんだ」

			　てへぺろと舌を出しながら、きゃはっ☆っと器用にウインクをかまし。ヘリウムガスのような軽さで自己申(しん)告(こく)する幼(おさな)馴(な)染(じみ)を、明(あき)道(みち)は即座に殴り倒した。と、同時――

			「そこまでよっ！」

			　聞き覚えのある声とともに、どばんっ、と勢いよくアパートの扉が開(あ)けられた。

			「明(あき)！　またそーやって幸(ゆき)を苛(いじ)めて！　なんでもかんでもすぐに暴力に訴えるの、やめなさいって言ってるでしょ！」

			　キンキンと甲高い声に諌(いさ)められる。

			「――美(み)春(はる)。なにしに来たんだよ、お前」

			　望(もち)月(づき)美(み)春(はる)、彼女もまた二人の幼(おさな)馴(な)染(じみ)だ。幼(おさな)馴(な)染(じみ)とはいっても、幸貴と明道が同年代で社会人なのに対し、美春は少し年が下で、現在二〇歳。花の大学生である。

			　くりくりとした大きめの瞳。少し赤の混じった茶色のショートボブには、布製の柔らかなカチューシャをつけている。顔立ちは整ってはいるが本人の童顔とあい、美人というよりは可愛い印象を与えるタイプだ。

			　ついでに体型もスレンダーなほうなので、実年齢より年下に見られやすい。本人も微妙に気にしているらしいが、すでに二次性(せい)徴(ちよう)期(き)を過ぎ去った今、さらなる進化の予兆はみられない。

			　服装のほうも大学生らしくカジュアルで、白のブラウスに、黒のショートパンツ。肩に大きめのトートバッグをさげたその姿は、まさに目にも優しい女子大生ルックだが、なぜか右手には抜き身の和包丁を持っていた。

			「何しにって、今日は私、もともと幸(ゆき)と約束してたのよ。明(あき)こそなんでここにいるの？」

			「そうだったのか？」

			「そうだったっけ？」

			　情報の真偽を確認してみると、尋ねられた本人も首を傾(かし)げてみせた。駄目だこいつ、早くなんとかしないと。

			「どうも約束した本人、忘れてるみたいだぞ」

			「いーわよ別に。気にしないから。今日は私のリベンジマッチなの」

			　言いながら、招(まね)かれもしないのに勝手にすたすたと部屋の中に入ってくる。

			「リベンジって何の？　俺、なんか春に恨まれることしたっけ？」

			「だってこの前、せっかく手料理でも作ってあげようとしたら、この家、和包丁がないんだもの！　料理好きとか言ってるくせに、まともな包丁もないなんて信じられない！　西洋ナイフみたいなステンレス製の包丁で、ちゃんと食材が切れるわけないじゃない。日本は刀の国なのよ？　料理するっていうぐらいなら、やっぱりちゃんとした和包丁を使わないと」

			「なんか誤解があるようだけど、あの包丁は立派な日本製だぞ？」

			「だとしても駄目よ！　和包丁なら鋼を使わないと！　切れ味全然違うんだから」

			「あれ手入れが面倒臭いんだよなぁ……いちいち砥(と)石(いし)で研(と)がなきゃいけないし」

			「手間を惜しんで美味しい料理は食べられないのよ」

			　もっともなことを言いつつ、トートバッグの中から次々と食材を取り出す。肉、じゃがいも、人参、玉(たま)葱(ねぎ)……。幸(ゆき)貴(たか)が驚く。

			「え？　嘘、何？　お前ひょっとして、食材まで自前で持ってきたの？」

			「そうよー。おかげでずいぶん鞄(かばん)が重くなっちゃって。幸(ゆき)の家に何があるか分からなかったから、とりあえず必要なもの全部持ってきたけど、おかげで包丁入らなくなっちゃって。あーもー、肩痛い」

			「いや、常識的に考えて、まず何よりも先に包丁を鞄(かばん)に入れてから来いよ……」

			　明(あき)道(みち)が常識的な指摘をするが、美春は顔をしかめて首を振った。

			「やーよ。だって包丁用のケースなかったし。こんな荷物だらけの鞄(かばん)に入れて、刃こぼれでもしたら嫌じゃない」

			「絶対にそんなことより先に気にするべきポイントがあると思うんだが……せめて布なり何なり巻いてくるとかあるだろ」

			「えー、それって二股男の家に討ち入りするみたいで、怖くない？」

			　警戒心を抱くポイントがなぜか激しく間違っている。

			「抜き身の包丁片手に街を歩く以上に、怖いこともないと思うが……」

			「つーか、よく捕まらなかったな美春。確実に銃(じゆう)刀(とう)法(ほう)違(い)反(はん)だぞ、それ」

			　こんな危険人物を見逃すなんて、街のお巡りさんはいったい何をしていたのだろう。

			「ちなみに、その包丁で今日は何を作る予定？」

			「カレーよん。しかも市販のルーを使わない本格カレー。なんとカレー粉(こ)から作るのよ。凄(すご)いでしょ」

			　くるんっ、と振り向き、ドヤ顔で胸を張る。誇らしげな顔は愛(あい)嬌(きよう)があって充分可愛らしかったが、振り返った拍子に、突きつけられた包丁の切っ先が、そのすべてを台無しにしていた。無駄に刃物の似合う娘である。

			「へー、いいな。甘口にしろよ甘口に。明(あき)も食べてくだろ？」

			「どうしてこの状況で、俺だけ食べないって発想が出てくるんだ？　お前ら見てると、つくづくリア充爆発しろって思うよ」

			「えー、やーよ私。こんな奴の相手とか」

			「うん。俺もツルペタには興味ないな。Ｄ以上だったら考えるけど」

			「幸(ゆき)の性(せい)癖(へき)ってそういうところだけは普通なんだよな……」

			　ストレートにカミングアウトする幸(ゆき)貴(たか)に、明(あき)道(みち)は複雑そうに苦笑した。

			　

			「――で、あんたたち今日はまたなんで集まったりしてるわけ？　あっ、またあのいつもの馬鹿っぽいやつ？」

			　切れ味にこだわりを持つだけあって、美(み)春(はる)の手並みは見事だった。三徳包丁をまるでぺティーナイフのように操り、するする器用にじゃがいもの皮をむいていく。

			「確かに馬鹿だが俺まで一緒にすんな。俺は、こいつに付き合わされてるだけだ」

			「あ、ひでー。なんだかんだで明(あき)も毎回参加してくれてんじゃん。記録だってとってくれるし」

			「逃げるタイミングを逃(のが)しただけだよ。ちなみにこの記録は、お前がいつか正気に返って、うっかり結婚したあげく一児のパパにでもなった時に、ありし日の過(あやま)ちとして、お前の嫁さんと子供に見せてやるために残してある」

			「うわ、ひっで」

			「ざけんな、せめてそれぐらいの意(い)趣(しゆ)返(がえ)しがないとやってられるか！」

			「でも残念だったな。俺が異世界行きを諦(あきら)める日は永遠に来ない！　なんで、お前のその陰険な計画も所(しよ)詮(せん)は机(き)上(じよう)の空論だ！」

			「そんな残念なことを断言するなよ！　お前が真人間に戻るなら、俺の計画なんて正直どうでもいいから！」

			「無駄よ、無駄。幸(ゆき)のは年季入ってるもん。むかーしから、異世界異世界って騒いでるわよねー。本当、馬鹿みたいで痛いけど」

			　何がそんなに楽しいのか、お気楽に笑いながら美(み)春(はる)が明(あき)道(みち)に忠告する。

			「痛いとか言うな！　お前らはそーやって信じてないかもしれないけど、異世界ってのは本当にあるんだよ。俺だって一回しか行ったことないけど、行けたのは確かなんだからな!?　だからこうやって、検証を重ねていけば、また必ず――」

			「その話はもう何回も聞いたよ」

			「何回話しても信じないからだろ。もういいよ。明(あき)、とっとと始めるぞ」

			「まあ別にいいけどさ……」

			「よし、さっき見せた魔法書に魔方陣が載ってたから、今日はそれを試してみようと思う。陣は俺が描くから、間違いがあったら指摘してほしい」

			　そう言って、例のカビ臭い本を押し付けてくる。明(あき)道(みち)は、可能な限り本との物理的接触点を減らそうと、指先で摘み上げながら付(ふ)箋(せん)の張られたページを開く。

			「ひょっとしてお前、床(ゆか)に直接描く気か？　敷(しき)金(きん)が戻ってこなくなるぞ」

			「大丈夫。ちゃんと準備してあるから」

			　自信満々に取り出したのは、大きなレジャーシートだった。床いっぱいに広げると、コピーした本の写しを片手に、油性ペンでせっせせっせと陣を書き写す。傍(はた)から見ると馬鹿そのものの図だが、やっている本人の表情はいたって真剣だった。

			「…………………」

			　ソファの上から眺(なが)め、どうしたものかと明(あき)道(みち)は悩むが。しかし結局いつもどおり、馬鹿の作業が無駄なく画面に収まるように録画機材をセットした。

			　待つことしばし。いや、かなり。キッチンから美春が作るカレーのうまそうな匂(にお)いが漂い始めた。

			「カレーできたよー！　ってあれ？　なに、まだやってんの？」

			「ああ。俺の経験則によると、あと数分で終わるから、もうちょっと待ってろ」

			「……人生でまったく役にも立たなさそうな経験則よね、それ」

			「言うな……」

			　年下の少女から指摘されるには、悲しすぎる現実だったが。そんな友人たちの心境など露(つゆ)知らず、幸(ゆき)貴(たか)は一人熱心に落書き（魔法陣）を完成させた。

			「よし、ひとまずこんなもんか」

			「……相変わらず、無駄にいい仕事してるわね。コイツ」

			「この器用さをもう少し建設的な方向に向けられれば、コイツの人生もだいぶ変わるんだろうけどな……」

			　床いっぱいに広がったシートの上には、フリーハンドで描いたものとは思えない、綿(めん)密(みつ)な紋(もん)様(よう)が描かれていた。

			「お、春の支度も終わったのか？」

			「うん。とっくにね。お腹空いたし、早く食べよう」

			「あー、悪い。もうちょっと待ってくれ。やっぱ今調子いいんで、このまま最後まで実験するわ。先に二人は食べててくれ。食器とか飲み物とか適当に出していいから」

			「だって。どうする、明(あき)？」

			「どうせだったら、このまま待とうぜ。大して変わるわけでもねえし」

			「そうかなー。そうだね」

			　一方の幸貴は、そんな二人の友情には気づかず、嬉(き)々(き)として準備に取りかかった。

			　最初にクローゼットから靴(くつ)を取り出す。まだ外では一回も履(は)いたことのない、新品の登山靴だ。慣らしのために部屋の中ではよく履(は)いていたので、足にはもう馴(な)染(じ)んでる。

			　次いで、登山用のバックパックを背(せ)負(お)う。中に入っているのは、非常食やら毛布やら――いわゆる、遭難用の装備品一式だ。もしも近い将来、大災害が関東を襲っても、この装備があれば少なくとも幸貴は余裕で生き残れるに違いない。

			　それらの装備を慣れた様子でてきぱきと素早く身につける。いったい彼が何をしているのかというと、『もしも』転移陣が本物で、異世界転移に『成功』した時のために、あらかじめ装備を身につけているのだ。未知の世界に飛び込もうというのだから、用心するに越したことはない。

			　やがて一通りの準備を終えた幸(ゆき)貴(たか)は、足を広げ魔法陣の前に立つと、すっと真っ直ぐに両腕を掲げた。どこか神聖さすら感じる厳(おごそ)かな表情で、朗(ろう)々(ろう)と呪文を紡ぎ始める。

			　平凡な都内の賃貸アパートの一角に、奇妙な静(せい)寂(じやく)が生まれた。休日の昼下がり。カーテンの隙間からわずかに差し込む陽光。そこにただ一つ、朗(ろう)々(ろう)と響く幸貴の声音。

			「天と地の間(かん)隙(げき)、現の夢、常世と幻の狭(はざ)間(ま)より、遠く聞こえる鳥の声。此方より彼方へ、彼方より此方へ。地を歩く鳥。空泳ぐ魚。渇いた水は空を望まず、帰りきたる海の底。祈り願う乞い望む。進む道の先閉ざされた門開け」

			　そして、最後にたった一言。彼の口から紡がれた、鍵となる音階。偉大な力ある言葉。　

			「ひらけーゴマ」

			　微(そよ)風(かぜ)一つ生まれず、異界への扉は――開かれなかった。

			　静(せい)寂(じやく)が、物理的な圧力さえ伴って、室内を支配した。光も、闇も、なにも生まれない。

			「うーん」

			　両腕を掲げた姿勢のまま、幸貴が不思議そうに首を傾げた。

			「なんか今回は駄目だったみたい」

			「いつもだろ」

			　ひどく冷めた眼差しで、明(あき)道(みち)が素っ気なく言い放つ。

			「終わったの？　じゃあ私、カレーよそってくるねー」

			「くっそー、なんで失敗したんだろ……今回は絶対うまくいくと思ったのに」

			「終わったんならそのシート、邪魔くさいからとっとと片付けろ。反省会なら、飯の後に聞いてやるから。――おい、美春。俺の分、ルー多めにな」

			「はーい」

			　元気な美春の返事を聞きながら、怒られた幸貴はしぶしぶと片付けに取り掛(か)かった。シートを畳(たた)もうと、陣に手をかけた瞬間――

			「っへ？」

			　かっ――と視界いっぱいに閃(せん)光(こう)が走り、アパートの狭い室内を一瞬で満たした。

			「なっ――!?」

			「え？」

			　発光源は、言うまでもなく幸貴の描いた魔方陣だった。油性ペンの跡をなぞる様に、安物のレジャーシートの上を光の道が走り、光とともに巻き起こった突風が、部屋にふきあれる。そして――

			「――うっわ、」

			「幸!!」

			　叫ぶ。手を伸ばす。が、間に合わない。

			　始まりと同じく終わりもまた唐突だった。時間にすれば一秒にも満たないほんの一瞬。人の知覚が届かない、刹(せつ)那(な)の領域。

			　暴(ぼう)虐(ぎやく)な光と風が収まった後、痛みすら感じる瞳を恐る恐る開く。そこには、古い知(ち)己(き)であり、掛(か)け替(が)えのない親友であり、愛すべき大馬鹿野郎――幸貴の姿がどこにもなかった。

			　

			　この日、一人の青年がこの世界から姿を消した。他ならぬ彼自身の意志によって。

			　自発的な異世界転移に、なぜかうっかり成功してしまった在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)。

			　そして。取り残された二人の幼(おさな)馴(な)染(じみ)たちは――

			「……馬っ鹿野郎」

			　掴(つか)み損ねた手。擦(す)り抜けてしまった存在の重みを、痛いほどに噛(か)み締(し)めながら、明道が呟(つぶや)く。

			「一人暮らしだってのにこの大量のカレー、いったい誰が食うんだよ……」

			　主人を失った室内に、カレーの香りだけが漂っていた

		

	
		
			第二章　サラリーマン・ミーツ・Ｎｅｋｏｍｉｍｉ！

			　

			　あれはうだるような炎天下。とおい遠い夏の日の夜。

			　彼は彼女に出会った。

			　その年は、例年にも増して暑さが酷(ひど)かった。

			　灼(しやく)熱(ねつ)地獄に耐性のない子供たちは、熱中症でわらわらと病院に搬送されていき、一方子供時代から夏の暑さを気合で乗り越えてきたはずの歴戦の老人(ゆうしや)たちも、過去の栄光(こんじよう)尽(つ)き果(は)て、やはりぞろぞろと病院へ運ばれていた。

			　そんなわけで、老いも若いも関係なく、皆仲良く入院(シヨートステイ)を強制される気温の中で、なぜか彼は一人呑(のん)気(き)に夕暮れの道を歩いていた。

			　当時幼かった自分が、なぜそんな時間に一人で外をふらふらしていたのか。そのあたりの事情は彼もさっぱり思い出せない。

			　大方、夏で日が延びていたせいで、家に帰る時間を間違えたとか、そんな理由だろうか。まあそのあたりはどうでもよい。　

			　日が暮れても――夏の夜空はまだ明るかった。　

			　鮮やかな朱(あけ)に染まった空に、徐々に濃(のう)紺(こん)のグラデーションが混じる、昼と夜とが交(こう)錯(さく)する時間帯、逢(おう)魔(ま)が時(とき)。

			　そんなこととは露(つゆ)知らず、一人呑(のん)気(き)に家路を歩いていた少年は、ふいにその足を止めた。いや、止めたというよりも、自然とその足が止まった。

			「――――」

			　灼(しやく)熱(ねつ)の暑さの中、意識が凍(こお)りつく。

			　目の前の奇跡に、その妙(みよう)なる存在に、己のすべてが奪われる。

			　黄金のごとき金の髪。

			　夕暮れの朱(あけ)に染まる、絹のような白い肌。

			　美という概念を人型に押し込めたような、完成されきったその姿が、見る者の意識を奪い取る。

			　夕暮れの月に照らされた足元には、しかし黒い影はない。

			　運命でも必然でもなく、ありふれた偶然として。

			　誰の意思も意図も絡まない、何者の思惑も存在しない、単なるありふれた日常の一コマとして。

			　あの夏の日の夜。

			　在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)は『家に帰れない』と涙する、一人の美しい吸血鬼に出会った。

			　それは今となっては思い出すことも少なくなった、遠い過去の記憶である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　気がついた時、最初に知覚したのは匂いだ。コーヒーの香ばしい香り。

			　視覚より先に反応した嗅覚に、自分らしさを感じて苦笑しつつも、その香(こう)気(き)を胸いっぱいに吸い込む。

			　挽(ひ)きたての豆だけが出せる芳(こう)ばしい匂いが鼻(び)腔(こう)をくすぐり、優しく肺を満たしていった。

			　幸貴はゆっくりと目を開けた。まるで見覚えのない場所。嘘ではない。そこは確かに、まったく見覚えのない場所だった。

			　最初に目についたのは、見上げる天井から下げられた、硝子(がらす)製の吊りランプ。部屋の中央ではなく、いくつかに分かれて吊るされており、真ん中には古風な木製のシーリングファンが、ゆったりと廻(まわ)っている。

			　どうやらどこかの店内らしい。

			　さして広くもないフロアに、いかにも年季を感じる木製のテーブルセットが五つ。それとカウンター席。その奥には様々なカップとソーサーが綺(き)麗(れい)に並べられた棚があった。サイフォンやエスプレッソマシンなども置かれている。

			　フローリングも同じく木製だ。明るい木肌ではなく濃い茶色。おそらくは樫(かし)材(ざい)だろうか。木目のハッキリした、硬質な感触。

			　真(しん)鍮(ちゆう)製の取手が黒くくすんだ扉には大きなドアベルがついており、自分はそこから一番遠くの席――店奥に一脚だけ置かれたソファに横たえられていた。

			「あら、気がつかれましたか？」

			　聞こえてきたのは耳慣れない女性の声。

			　だが彼女の姿を目にした瞬間、幸(ゆき)貴(たか)は己の意識が再度彼(ひ)岸(がん)へと遠のきそうになるのを自覚した。自覚し――油断すれば途切れそうになるその意識を、必死で繋ぎとめた。

			　――これは夢だ。

			　たった一つ。正気を保つために必要となる言葉を、呪文のように繰り返す。

			　――これは夢だ。これは夢だ。これは夢だ。これは夢だ。だって――

			　夢でなければ――なんなのだ？

			「あの……大丈夫ですか？　まだ少し具合が悪そうですが……」

			　茫(ぼう)然(ぜん)とするこちらへ声をかけながら、目の前の彼女が、コップに入った水を差し出してくる。

			「駄目ですよ。気分が悪い時は素直に休まないと。ご自分のお名前は言えますか？　もし入用ならば救急車も呼びますけど……いかがです？」

			「け……」

			「はい？」

			「ケモミミだああああああああああ！」

			「ひっ!?」

			「うおおおおおおおお、マジかマジかマジか！　ケモミミだよ！　猫耳だよ本当に頭から生えてるよ！」

			「へっ？　いえ、あ、あのちょっと――」

			「うっわ、本当に動いてる！　生きてる、喋(しやべ)ってる!!　そこに痺(しび)れる憧(あこが)れるぅ!!　しかも尻尾(しつぽ)のオプション付きなんて、もう完璧じゃないですか、最高じゃないですか、エクセレントじゃないですか!!」

			　がばりっ、と一切の予備動作もなく、腹筋の力だけを使い機械人形じみた動きでソファから飛び起きると、幸(ゆき)貴(たか)は女性のすぐ横を通り越し、自宅のような遠慮のなさで、ばたんと目の前の窓を開けた。

			　そこは――知らない場所だった。

			　単に見覚えがないという話ではない。トンネルを抜けるとそこは不思議の町でしたレベルで知らない場所だった。

			　ぱっと見た印象でいうと、窓の外の街並みはドイツに似ていた。

			　ファンタジー小説の設定にテンプレのごとく使用されているような、いわゆる『中世ヨーロッパの街並み』ではなく、現代ドイツの街並みだ。

			　昔から木造建築が主流だった日本と違い、ヨーロッパの建物は基本、石造りがメインだ。そのため耐久性にも優れており、一〇〇年二〇〇年の単位で建物が残っている。ゆえにヨーロッパは現代でも昔ながらの建物が街の各所に残っており、同時にその隙間を縫(ぬ)うように現代建築が立ち並んでいる。

			　窓の外に広がる景色は、ありていにいってそんなドイツの街並みに近かった。現代風の、いかにもモダンな建築が並ぶなかで、一本奥の道を覗(のぞ)けば、童話のごとき世界が広がる。

			　現代日本にはない光景。

			　つまり、そういうことだ。

			　つまり、そういうことなのだ。

			　この地こそは、彼にとっての永遠の楽土。念願の地。憧れの故郷。

			　夢に描いた楽園に、歓喜に魂が打ち震える。湧(わ)き上がる興奮と笑みを抑えきれない。理性を崩壊させるような激しい喜(き)悦(えつ)と愉(ゆ)悦(えつ)を噛(か)み締(し)めながら、幸貴は魂の底から大声で笑った。それはある意味、彼にとって二度目の産声でもあった。

			「――っく、は、はははははは！　あっはははははははははははっ!!　はっはははははははぃいいいいぃぃいやっほー!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)さん、とおっしゃるのですね」

			「はい」

			　先ほどルナと名乗った彼女が、椅(い)子(す)に腰掛けたまま、床上に正座する幸貴をまるで汚物でも見るような眼差しで見下ろす。

			　初対面時の異様なテンションも収まり、一社会人として恥ずかしくない程度の落ち着きを無事取り戻したところで、彼は自己紹介とあわせ、これまでの経緯を説明した。　

			　ちょっとはしゃぎすぎた。

			　もしここに明(あき)道(みち)がいたのなら、確実にその醜(しゆう)態(たい)を映像記録に収められたことだろう。

			　申し訳ないことをした。反省はしている。だが後悔はしていない。

			「……なんか、またロクでもないこと考えていませんか？」

			　ただでさえ冷たいルナの視線が、さらに氷点下近くまで下降する。

			　なにかサトリ的な能力を持っているのだろうか。白眼で睨(にら)みすえる視線に軽くぞくぞくしながら、誤解を解くべく必死に謝罪する。

			「いいえ、そんなことありません。猛(もう)省(せい)中です。取り乱したとはいえご迷惑をかけ、誠に申し訳ございませんでした。誠心誠意、謝罪いたします」

			　その猛(もう)省(せい)を示すべく、取った姿勢がこれだ。床の上に直接正座で座り、誠心誠意の謝意を示す。古来より日本に伝わるＤＯ・ＧＥ・ＺＡ！ スタイルである。

			「なるほど……まあ、納得するかしないかはともかくとして、話はだいたい分かりました。つまり、あなたは異世界から来た、とおっしゃるわけですね」

			「はい！」

			　正に苦虫を噛(か)み潰(つぶ)した、とでも言うべきか。瞳にありありとした困惑と、たっぷりの疑惑の色を浮かべるルナ。優美な尻尾(しつぽ)がたゆんたゆんと不満げに揺れていた。

			　ルナは美しい女性だ。

			　艶(つや)のある黒髪はセミロング。鼻(び)梁(りよう)は高く、口は小さめだが形がよい。眉(まゆ)は細すぎず太すぎず、適度な自然さを保っていた。

			　それになんと言っても魅力的なのは――ここが一番大事なポイントだが――耳だ。

			　ぴょこんぴょこんと頭頂部から可愛らしく生えた髪と同じ色の猫耳。

			　猫耳。

			　猫耳である。

			　Ｎｅｋｏｍｉｍｉだ！

			　何度言っても感動は薄れない。ローマ字表記に変更したところで、その真価は変わらない。

			　なにせ本物なのだ。某テーマパークで売っている、人気マスコットの耳を模(も)したカチューシャのような紛(まが)い物ではない。

			　時折みせるぴくぴくとした微妙な動きも、紛(まご)うことなき本物だけが持つ品格だ。

			　この耳と尻尾(しつぽ)を見られただけでも、二五年の人生を異世界探索に費やした自分の選択に間違いはなかった。そう自信を持って言える。

			　心無い幼(おさな)馴(な)染(じみ)に馬鹿にされようと、いい感じになった異性にドン引きされようと、最近両親の自分を見る目が、冷たいを通り越し悲しげであろうと、誰に恥じることなく断言できる。

			　我が人生に悔いなし、と。

			「まあ、確かに平行多重世界の存在は、半世紀以上前にマルクスによって証明されているので、あながち嘘と断ずることもできませんけど……」

			「え？　ここでは異世界が証明されてるんですか!?」

			　あっさりと納得するルナの一言に、幸貴は思わず驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			「ええ。あなたの世界ではまだ立証がなされていないのですか？」

			「立証もなにも、存在そのものが夢物語だと思われてます」

			　幸貴のセリフに、ルナは不思議そうな顔をした。

			「……？　ならばなぜあなたはそんなあやふやなものを目指して、この世界に来たんですか？」

			「そうですね。まあ強いて言えば俺の場合、ただの趣味です」

			　力強く答える幸貴。

			「――で？　その平行多重世界って？　ちょっとそこのとこ、ぜひとも詳しく話を聞かせてほしいんですがっ！」

			　黒い瞳を好奇心で輝かせ床の上から身を乗り出す幸(ゆき)貴(たか)に、ルナは言わなきゃ良かったと後悔した。

			　

			　世界は一つではない。確認こそされていないが、複数の――いや、無数の世界(ワールド)がこの世に存在する。それを証明するのが『来訪者』『異邦人』『客人』等……様々な名前で呼ばれてはいるが、いわゆる『異世界トリップ者』の存在だ。

			　彼らは時に意味もなく、時に必然としてワールドの境界を超える。本来ならばあるはずのない転移手段を使い、ワールド間の移動を可能にした彼ら。この歴代の『トリップ者』の存在によって、研究者たちはこのワールドが単一でないこと、また同系統のワールドが複数存在するのではないか、という疑問を得た。

			　この疑問に対し、彼(か)の有名な学者マルクス・エルターは一つの考察をまとめた。

			　ワールドは一つではない。

			　そしてこの世界もまた、無数に存在するうちの一つである、と。

			　

			『我々の住む世界はシャーレの中の培(ばい)養(よう)液(えき)だ。しかし、それを不幸と嘆(なげ)くことはない。なぜならば、その真実を知ることによって、我々はあらゆる孤独から解放されるのだから。想像してみたまえ。この数多ある無数の世界の中に、同じ数だけのあらゆる可能性を秘めた自分が存在することを。我々の魂は確かにこの世で唯一のものだが、しかし同時にその器は無限に存在するのだ』

			――以上、マルクス・エルターの生涯より抜(ばつ)粋(すい)。

			　

			「……なるほどね。単純に異世界っていうよりは、平行世界の概念ですか。その発想は面白い。うん、面白い」

			「ええ。マルクス自身の比(ひ)喩(ゆ)で言えば『巨木に茂る木の葉』だそうです。根源世界――無数あるワールドのモデルとなった世界の原型をすなわち『幹』とし、それを元に派生するワールドを葉っぱとする。一見同じ葉っぱ同士に見えても、一枚一枚の葉脈の模様が異なるように、無数のワールドには一つとして同じものはない。どこかは同じかもしれないけれど、しかしどこかは必ず異なる。平行し、互いに想(そう)起(き)しながらも交わらず、根源を同じくしながら、しかし決して同一ではない。これがマルクスの発見した平行多重世界――通称、ワワワワワワワワワールド概念です」

			「なんですかそのネーミングは」

			　発想の非凡さはさておき、残念ながらネーミングセンスは皆無のようだった。

			「というか、今の説明だけで分かったんですか？」

			　多重世界論については、ルナ自身もさほど詳しいわけではないので、ざっくりというかだいぶふんわりした説明になったのだが、幸(ゆき)貴(たか)はそれでも理解したらしい。

			「ああ、分かりやすかったですよ。特に、同一種の存在をキーとして、複数世界が培養実験の場とたとえたのは、最高に面白い。正直、その発想は俺にもなかったけど……うん。確かに言われてみると納得だ。初期値の条件だけを揃えたら、あとの経過派生は流れに任せるって方針なのかな？　これで、俺たちの言語が通じる理由の説明にもなるしな。最初は、異世界トリップ時の異世界パワーでなんとかなってるのかとも思ったけど」

			　異世界パワーという胡(う)散(さん)臭(くさ)さ極まりない単語に関してはスルーしておくことにして、幸貴の見せた聡(そう)明(めい)さにルナは素直に感心した。

			「頭いいんですね……意外に」

			「ん？　ああ。俺って昔から異世界関連の話に関しては、理解度が飛躍的に上昇するんですよ」

			　カウンターの椅(い)子(す)に腰掛けた幸貴が、コーヒーカップを片手にニヤリ、と無駄に格好よく笑う。

			　ルナ本人は、カウンターの中にいる。この店のオーナーでもあるらしい彼女の淹(い)れてくれたコーヒーは、なんというか絶品だった。苦味の中にほんのわずかな酸味があり、だけど決してキツすぎない。そしてわずかに――ほんのわずかだが、そこに甘みが隠れている。

			　これだけの味があって、なぜ他に客がいないのかが謎だったが、正直にそう告げると「まだ開店前です」とあっさり言われた。客がいないわけである。

			「それで結局のところ、在(あり)澤(さわ)さんはいったいなんのためにこのワールドに来たんですか？」

			「幸(ゆき)貴(たか)でいいですよ。というと、ルナさんは俺が異世界から来たってことを信じてくれるんですか？」

			「ええ、まあ正直な話、最初は単に頭沸(わ)いてるのかしら、としか思わなかったですが」

			「そんな印象なんですか、俺……」

			「でも、ただ獣人に会っただけで、在澤さんのように、あれほど異様な反応をする人というのも、おかしな話ですし」

			　名前呼びをお願いしたものの、呼び方は相変わらず名字のままだった。微妙に悲しい。

			「なんでですか？　猫耳は神ですよ」

			「いや、さも常識のようにそんなご自分の嗜(し)好(こう)を語られても困るんですが……このワールドでは獣人の存在はそんなに珍しいものではありません」

			「ですがケモミミフリークは確実にこのワールドにも存在しているでしょう？　ましてや、ルナさんのように若く美しい女性のケモミミともなれば、世のケモニストたちが興奮しないはずありません」

			　したり顔でごく当然のように語る。が、今回はルナからダメ出しはなかった。

			『若い』と『美しい』発言に、気をよくしたのかもしれない。

			「そういったヒトたちであっても、獣人は現実としてどこにでもいるんですから。こんな街中で、あなたのようにはしゃぐヒトというのは――普通ではまあ考えられません」

			「ああ、なるほど」

			　それもそうか、と納得する。

			「獣人の存在が知られていないということは、在(あり)澤(さわ)さんが住んでいたのは、おそらく未加盟のワールドだったのでしょうね。もし連盟に加盟していれば、多重世界の存在は公開されているはずですから」

			「あれ？　ワールド同士の行き来はできないって話じゃありませんでした？」

			「それは昔の話です。確かに、一般人が気軽にいけるような手段ではありませんが、多少なりと交流はあります。情報伝達ぐらいはできますよ」

			「そんなもんですか」

			　だったら俺のワールドにもさっさとコンタクトとってくれりゃよかったのになぁ、などと思いつつ、コーヒーを啜(すす)る。淹れたてはやはり、余(よ)計(けい)な酸味がなく口当たりがよい。

			「それで在(あり)澤(さわ)さん。話を戻しますが、あなたはいったい何の目的があって、この世界にやってきたんですか？　世界の境界を跨(また)ぐなんて、よっぽどの理由があったのでしょう？」

			　そうだ。結局、話はそこに戻る。

			　本来ならば、叶うことのない異世界間の転移。それは、多重世界の存在が証明されたこのワールドにとってさえ、生半可なことではない。ましてや、未加盟のワールドに属するにもかかわらず、単身でその偉業に挑んだ幸(ゆき)貴(たか)に、いったいどれほどの深い事情があったのか……、

			「え？　別にないすよ、そんなもん」

			「は？」

			　だがしかし。予想に反した答えをあまりにもあっさりと口にする幸貴に、ルナの顔がぽかんと呆(ほう)けた。

			「俺ってちっちゃい頃からファンタジー小説とか、物語とかが大好きで、その中でも特に異世界モノをリスペクトしてて。いつか絶対に異世界に行ってやる！　って独力でいろいろ頑張ってたんですけど、行った後で何をしたいのか、まるで考えたことなかったな、そういえば。あえていうなら手段自体が目的だったというか……」

			　何やら抜本的な疑念に触れてしまったのか、うーんと顔を顰(ひそ)めて悩み出す。

			「そうだ！　せっかく晴れて長年の念願叶って異世界に来れたんだから――俺は、この世界の観光がしたい！」

			「そんな夏休みの予定みたいな目標を掲(かか)げられても……。だいたいあなた、観光するにしても持ち合わせがないでしょう」

			　私は払いませんよ、と冷たく告げるルナに、幸貴はゆるりと首を振った。

			「いや、安心して下さい。さすがにそこまでタカる気はありません。一応これでも持ち合わせはあるんです」

			　言いながら、転移前に準備していた例のどでかいバックパックをがさごそと漁(あさ)る。登山用のトレッキングザックとも言うべき、本格的なものだ。背中とザックが密着して蒸れないようにスペースもあり、腰ベルトで固定するタイプ。このサイズであれば、容量的にも五〇リットルは軽い。

			　ザックの中身を確認しながら、ふと疑問に思って幸(ゆき)貴(たか)は尋ねた。

			「ところで、俺をさっきのソファまで運んでくれたのって、いったい誰なんでしょう？　この荷物だけでも、軽く人一人分の重量はあったと思うんですけど」

			「ああ。それはここの従業員ですよ。今は買出しに行ってますけど、機会があったら紹介しますね」

			「なんだ、そうだったんですか。てっきり、ルナさんが運んでくれたのかと思いました」

			「まさか。確かに、私たち獣人族はあなたたち人間種族と比べて力はありますが、道端で行き倒れているような、怪しい男に自ら触ったりはしませんよ。何か病気でも持ってたら嫌ですし」

			　ふんわりとした笑顔でひどいことを言われた。

			「ていうかルナさん、さっきからっていうか、実は最初のほうから言動がかなり厳しいんですけど……よくそれで俺を助けようとか思いましたね」

			「正直、よっぽど見なかったことにしようかとも思ったんですけどね……店の前にいつまでも転がっていられても迷惑ですし、市民の義務として仕方なく、というところでしょうか。常識人な自分を少しばかり恨(うら)みます」

			　と、本当に恨めしげにそういった。

			　予想はしていたが、親切心的なものの存在は皆無だったらしい。

			　ちょっと寂しい気もするが、反面ここまで断言されるといっそ清々しくもある。

			「あ、あったあった。日本銀行券。これが俺の世界の通貨なんですけど、使えますかね？」

			　ザックから発掘した財布を取り出し、福沢氏を見せる。ルナはにっこりと笑顔で答えた。

			「使えません」

			「やっぱり……」

			　乱(らん)麻(ま)を断つ快(かい)刀(とう)のごとくばっさり切り捨てられた。このお方、ケモミミなのにデレ属性がどこにもない。

			　現実はそれほど甘くない。現実世界ではなく、異世界であっても。

			「原型が同じとはいえど、さすがに細かな固有名詞や細部までが一致するものではありませんよ。それだと、多重世界の意味がないじゃありませんか。例えば、この世界の在(あり)澤(さわ)さんがこの時代にいたとして、その在澤さんは人間ではない、という可能性もありえます。どうします？　この世界の在澤さんが、あなたの大好きな獣人だったりしたら？」

			　漆(しつ)黒(こく)の瞳をいたずらっぽくきらめかせるルナに、心底不思議そうに首を傾げてみせた。

			「は？　何言ってるんですか、ルナさん。野郎のケモミミなんぞに、いったいどんな価値があるっていうんです？」

			「………………」

			「はあ……それにしても、せっかく持ってきた通貨が使えないとなると、困ったな……一応、ドル・元(げん)・ユーロ・フラン・ウォン・ペソ……バリエーションも揃(そろ)えてきたんですが」

			「うーん、どれも聞いたことがないですね」

			「そうですか……ちなみに、このワールドっていうか……この国で使われてる通貨って何ですか？」

			「イェンです」

			　ニアミスだった。

			　ため息をついて財布をしまう。

			「じゃあルナさん。このワールドの貴金属の価値ってどんなもんですか？」

			「どうって……金や白金(プラチナ)だとアクセサリーに使われたり、もちろん貨(か)幣(へい)の一部にも使われたりしてます」

			「なるほど。んじゃこいつはいけるかな」

			　そういって幸貴が再びザックから取り出したのは――

			　砂金だった。

			「………………」　

			「すみません、ルナさん。俺、あいにく現金の持ち合わせがないんで、コーヒーの代金はこれでお願いしたいんですけど」

			「いえ、別に代金いただこうとか考えてなかったので、それは別にいいんですけど……」

			　本日何度目かの驚きを味わいながら、申し出をやんわりと断る。

			　そんなことより。そんなことより、だ。

			「あの、在(あり)澤(さわ)さん。いったいなんで砂金なんて持ち歩いてるんですか？」

			「まー俺だって正直、異世界で元の世界の通貨がそのまま使えるとは思ってませんでしたからね。アシタカを見習って、物々交換には現物主義でいこうかと、貴金属や宝石の類も持ってきてるんですよ」

			　狙いが当たって満足なのか、やっぱり鉱物の価値は永遠ですね、などとうそぶくが、ルナが単純な疑問を投げかけた。

			「アシタカって誰です？」

			「……俺の世界で最も偉大な映画監督の作品に出てくる、超有名な主人公です」

			　だいぶ偏(かたよ)った価値観で説明する幸貴に気づいてか気づかずにか、ルナはそうですか、と頷(うなず)いた。

			　ジブリネタが通じなかった。

			　どうやら、このワールドには大宮崎が存在しないらしい。

			　なんということだ。

			　じゃあひょっとして、トトロもまっくろくろすけもいないのだろうか。

			　金曜の夜にバルス！　とツイートしても、ギネスは更新できないのか。

			　悲しい。

			「あー、でもなー。お世話になりっぱなしっていうのも、日本人として義に反するしなあ……あ、そうだ！　ルナさんさえよければ、ここは一つ体で払うっていうのはどうです？」

			　ルナはにっこり微笑(ほほえ)んだ。

			「警察を呼びます」

			「いやいやいや、誤解しないで下さい。体で払うっていうのは、つまり肉体労働ってことです。俺も二十代青年として、それなりに体力はありますし、飲食店の雑用なんていくらでもあるでしょう。さしあたってはもうすぐ飯時ですし、昼飯でも作りましょうか？」

			「在澤さん、お料理できるんですか？」　

			　思ったよりまともな申し出に、少し意外そうな顔で驚く。

			「俺は何でもできますよ。それにルナさん、異世界料理ってちょっと興味ありません？」

			　幸貴の言葉に、ルナは黙って肩をすくめた。

		

	
		
			閑(かん)話(わ)　第一回幸貴捜索会議

			　

			「――ではこれから第一回幸(ゆき)貴(たか)捜索会議を始める！」

			　ばんっ――と。

			　力強い宣言とともに明(あき)道(みち)が、黒マジックペンででかでかと『第一回　馬鹿捜索会議』と書かれたホワイトボード（『馬鹿』と書いて『ゆきたか』と読ませる仕様らしい）に手の平を叩きつける。

			「……なんだかひどく既視感を覚える状況だわ」

			　美(み)春(はる)は完成したばかりの自作インドカレーを食べながら、無感動にそう呟(つぶや)いた。

			　一般家庭にはまず存在しなさそうなマイナーな香辛料をたっぷりと使ったカレーは、我ながら素人の作品とは思えないできで、スプーンがガンガン進む。

			「おいそこ！　呑(のん)気(き)にカレーなんぞ食ってるんじゃない！」

			「何よー。人の食事にいちいち文句つけないでよね。ご飯っていうのは、お腹空いてる時に食べるのが一番美(お)味(い)しいんだから」

			　美(お)味(い)しい食べ物こそ、一番美(お)味(い)しい状態で食べるべきだ。そんな信念を持つ美春は、怒られても懲(こ)りずにせっせとスプーンを口に運んだ。

			「だいたい、あんただってカレー食べてるじゃない」

			「俺はいいんだよ、別に。頭脳労働派だから、脳を動かすためにカロリーを摂取しないと」

			「だったら私だって、料理っていう肉体労働をした後だから、カロリーを必要としているわ」

			　しばし二人は無言のまま睨(にら)みあう。が、すぐにその不毛さに気づいたか、明道が停戦を呼びかけた。

			「……よし。じゃあ先に飯を食ってから会議の続きをしよう」

			「そうね」

			　会議が無事再開されたのは、それから一〇分後のことだった。

			　

			「――で、だ。問題は、今後どうするべきか、なんだが……」

			　食後の一杯にお茶を飲みながら、明(あき)道(みち)が難しい顔を浮かべる。ちなみに、食器も美(み)春(はる)が洗った。実家暮らしのせいか、あまり家事が得意でない明道である。

			「とりあえず小(お)母(ば)さんたちに報告はするべきじゃない？」

			「なんて説明する気だ？　お宅の長男が例によって異世界トリップ実験をしていたところ、なぜか偶然成功してしまったらしく、そのまま失(しつ)踪(そう)しました、なんて言えるか、お前。俺は嫌だぞ、そんな役目」

			「私だって嫌よ」

		

	
		
			[image: p051.jpg]
		

	
		
			　彼女は心外そうにむくれて頬(ほほ)を膨(ふく)らませた。

			「だいたいなー、アイツの家の小(お)父(じ)さんと小(お)母(ば)さんって、奴の例の病気のせいで昔っからいろいろ苦労してるだろ。これ以上の心労をかけるのは俺としても心苦しいっていうか……」

			「そうねー。まだママと同じ歳なのに、なんか疲れた感じだもんねー」

			「あと、もっと重要な問題として、そんな馬鹿げたことを真面目に連絡したりしたら、俺たちまで奴の同類になったと誤解されてしまう。正直、そんな不名誉な事態だけは絶対に避(さ)けたい」

			「確かにそれは嫌ね」

			　美(み)春(はる)も素直に同意した。

			「ていうか、聞いていい？　結局、いったい何がどうなったわけ？　私、まだいまいち状況が理解できてないんだけど。本当に異世界とかに行っちゃったの？」

			「俺もまだ半信半疑なんだが……ていうか、一信九疑ぐらいなんだが……状況から考えて、おそらくそうなんだと思う」

			「冗談でしょ？　そんなの本気で言ってるの？」

			　疑わしげに問いかける美春に、明(あき)道(みち)はホワイトボードをくるりと反転させた。

			「……多分、原因はこれだ」

			　そこには『第３５８３回　異世界トリップ実践研究会』と書かれていた。言わずもがな、幸貴が書いたものである。

			　別にこの字を消して書き直してもよかったのだが、下手をするとこれが幸(ゆき)貴(たか)の残した最後の痕(こん)跡(せき)にもなりかねないので、裏面を利用することにした。

			　ちなみに、明道はけっこうな悪筆である。読めないことはないけど、というレベル。

			　幸貴の最後の一筆（仮）が書かれた面のボードには、磁石で一枚のコピー用紙が、まるで捜査本部における容疑者のような扱いでひっつけられていた。それもまた、幸貴が最後に描いていた魔法陣の写しである。

			「どうせいつもどおり、またロクでもねー詐(さ)欺(ぎ)に引っかかって、偽物掴まされただけだろうと思って、真面目に相手してなかったが……残念ながら、この魔法陣は本物だ。なんらかの原因で、これが作動したんなら、アイツは本当に異世界に行った可能性が高い」

			「え？　それって本当に本物なの？　ていうか明(あき)、いったいどうやって真(しん)贋(がん)判定なんてしてるの？」

			　なにやら複雑な文様で構成された魔方陣（仮）を、胡(う)散(さん)臭(くさ)そうに眺める美春。明道はやつあたりまじりに件(くだん)の魔法陣（あくまで仮）をホワイトボードからひっぺがすと、げしげしと踏みつけた。

			「分かるわけねーだろ、こんなもんっ！」

			「なんでいきなり逆ギレするの!?」

			「だけどいくら胡(う)散(さん)臭(くさ)かろうがいかにも詐(さ)欺(ぎ)チックな商品だろうが、現実として俺たちの目の前でアイツが突然消えた以上、状況的にもそれ以外の結論を思いつかねーんだよ！　なんなんだよ、魔法陣とかっ！　魔法書とかっ！　この科学供給需要過多の時代に、そんな胡(う)散(さん)臭(くさ)いもん、マジで信じるとかありえねぇだろうが！　ドッキリかギャグの二択だろそれって、俺だってそう思うよ正直！」

			「あんたって昔からテンパると、途(と)端(たん)に口数が多くなるわよね……」

			「混乱もするわっ！　幼(おさな)馴(な)染(じみ)の家に遊び来たら相手が異世界にトリップしたんだぞ!?　しかも装備ばっちりの準備万端で！　俺はこんな時のために、奴の部屋の鍵とキャッシュカードの暗証番号と印鑑の場所と会社の連絡先の全部を教えられてるんだぞ……って俺はアイツの彼女か何かかっ！　あと万一帰還できなかった時のためにとかいって、辞(じ)世(せい)の手紙まで託(たく)されてんだよ、しかも家族分全部！　そんなもんマジで渡せるかああああああっ!!」

			「まー、それまたずいぶんと重いもの託(たく)されてるわね……」

			　やや壊れかけてきている明道のテンションに、美春は若(じやつ)干(かん)引き気味だった。

			「――で、現実的な話として、結局この先どうするわけ？　幸(ゆき)の実家のほうはちょっとぐらい顔出さなくてもごまかせるとして、一応社会人の端くれでしょ？　会社って夏休みとかないんだよね？」

			「あのアホのために、そこまで俺らが気づかってやる筋合いもないとは思うんだがな。まあ、このまま奴が無断欠勤したら家族の下にも連絡が入るだろうし、そうなったら遅かれ早かれ俺らの下にも捜査の手が伸びるのは時間の問題だ。仕方ないので、とりあえず会社のほうには、季節外れの突発性インフルに罹(かか)ったと、俺が身内のふりして連絡しておく」

			「うーん、一見ナイスな計画に見えるけど……そういう時って診断書とかが必要なんじゃないの？」

			「大丈夫だ。学生時代の友人に医者がいるからな。頼めば診断書ぐらい偽造してもらえる」

			「いや、たかが学生時代の友人なんかのために、犯罪行為に手をかしてくれはしないと思うけど……しかも、その理由が会社をサボるためだし。それはそうと、社会人って確か休みの数が決まってるんでしょ？　勝手に使っちゃったりしたら、幸が困るんじゃないの？」

			「そんなもん知るか。それに、アイツが実際有休とるったって、またぞろ今回と似たようなことするだけだろ。仮に今後なんか予定があったとしても、今回の俺たちにかけた迷惑分でチャラだ。せいぜい反省するがいい」

			「鬼だ……」

			　こうして幸貴の社会人にとって貴重な有休は、本人の知らぬうちに病欠という名の休みで消費されていった。

			「でさ、当面の対処はそれでいくとして、この先『本当』に幸が帰ってこない場合はどうするの？」

			「それなんだよな……」

			　美(み)春(はる)の質問に、明(あき)道(みち)も難しげに腕組みする。

			「いきなり目の前で人体消失された時は、さすがの俺といえど少し混乱してしまったが、とはいえ幸(ゆき)が俺たちの目の前でいなくなった以上、少し冷静に考えてみれば、同じ手段を使えばアイツと同じ路(みち)を辿(たど)ることはできると思うんだ。幸(さいわ)いにも、奴が使った魔法陣はそのまま残ってるしな。でも、それだと最悪、ミイラ取りがミイラになって、俺たちまで行方不明扱いになる可能性もある。とりあえず、いったん家に帰ってどうするかを考えてこよう。仮に幸(ゆき)の後を追うにしても、なんの準備もしてないし」

			「そうね」

			　その意見には異論はないのか、美春も頷(うなず)いた。と、思い立ったように困った顔で尋ねる。

			「ねえ、ところでこの大量のカレーの残り、どうしよう？」

			「……冷凍しておけば？」

			　明道の返事は素っ気なかった。

			　

			　家主の帰りが分からないなら、と冷蔵庫の生ものやら、賞味期限の怪しい食料、生ゴミの類をまとめ、水回りまで綺(き)麗(れい)に掃除した美春が先に帰った後で。

			　一人幸貴の部屋に残った明道は、ソファに腰掛け眼鏡を外しため息をついた。色の薄い瞳をゆっくりと閉じる。

			『――さま』

			『――サマ』

			『――様！』

			　そよぐ風のような。

			　ともすれば、ただの錯(さつ)覚(かく)と勘違いしそうになる、小さな囁(ささや)きが耳に届く。その声に、明道は再びゆっくりと目を開けた。

			「……そうか。やっぱり幸(ゆき)はもう、この世界にはいなかったか」

			　小さき者(フエアリー)たちは、はるかなる昔、人間種族の発展とともにこの地上から姿を消して久しい種族だ。感知能力に優れているが、存在力が弱く『自分』のような者の庇(ひ)護(ご)がなければ生きていけない。今はまだなんとか存続しているが、そう遠くない未来、滅(ほろ)びに向かう種族だろう。

			「くそっ……あの馬鹿、本当にいったいどこのワールドに行きやがった」

			　くしゃりと髪をかきあげて、苛立たしげに呻(うめ)く。窓から差し込む陽光に照らされて、髪がきらきらと陽の色に輝く。

			『――？』

			『…………！』

			「ああ……悪い。お前たちに怒ったわけじゃないんだ。ありがとう、手伝ってくれて」

			　主(あるじ)を気づかう姿なき者たちに礼を言うと、喜びの波動が返って来た。人間種が『精霊』あるいは『妖精』と呼ぶ『彼ら』は、とても無(む)垢(く)で素直だ。

			（あの陣には見覚えがある……もしあれが、俺の推測と同じものだったとしたら……多分、奴が行ったのはあのワールドのはずだ。だとすれば、そこまで焦(あせ)る必要はないか……）

			『あそこ』は数あるワールドの中でも、比較的安全度の高い世界だ。この世界の次ぐらいには安全だろう。

			　とはいえ、この先をどうするべきか。命の危険がないとはいえ、このまま放っておくわけにもいかない。早急に対策を練(ね)らなければならない。

			　誰に何をどこまで話すか、それを含め、最悪の場合は自分が迎えに行ってやらねばならないだろう。

			（まったく……ガキの頃からお前は、本当に迷惑ばかりかけやがって）

			　どこかにいるはずの友人に、声には出さず毒づく。

			「くっそ……こんなことになるんだったら、取引だったとはいえ、こんな本書くんじゃなかった」

			　ソファの上の薄汚い本を投げ捨て、何十年か前の自分に対し、ありったけの呪(じゆ)詛(そ)を吐いた。

		

	
		
			第三章　エルフと鬼とボディーガード

			　

			　そういえば、とキッチンに立ちながら、ふと思う。

			（美(み)春(はる)のカレー、食いそこねたな……）

			　幸(ゆき)貴(たか)も料理をするほうだが、美(み)春(はる)の料理は飛びぬけて美味い。幸貴が普通の家庭で食べるには、ちょっと美味しいな、ぐらいのレベルだとしたら、美春の料理はその日からすぐ店を出せるレベルである。

			　先ほど、ルナにはなんでもできる、などとうそぶいた幸貴だが、彼の場合はオールラウンダーというより、むしろ器用貧乏だ。何事もそつなくこなすが、飛びぬけて得意なものはない、といったタイプ。趣味としてはかなりのレベルだが、しかしプロには遠く及ばない。

			（つーか、明(あき)とかは一緒に『こっち』に来なかったみたいだけど……大丈夫かな、あいつら）

			　一見クールなタイプに見えて、実はけっこうパニック体質な気がある友人のことを思う。美春は存外――というか、キャラどおりに図太いタイプなので、あまり心配いらないが（多分、自分がいなくなっても呑(のん)気(き)にカレー食ってそう）明(あき)道(みち)はあれでけっこうな心配性なので、軽くパニくってるかもしれない。現実には、二人で仲良くカレーを食べた後に、パニくったわけだが。

			　半分正解、半分外れ。

			　とはいえまさか自分自身、こんなあっさり異世界トリップに成功するとは思ってなかった。努力が実ったといえば確かにそうなのだろうが、個人的な感想を言わせてもらうなら、もう少し前触れというものがあってもいいんじゃないかとも思う。

			（うーん……戸締りに関しちゃ、明(あき)に鍵を渡してあるから心配ないとして……つーか時間の流れとかどうなってるんだろうな。ま、あっちには明がいるから、その辺の処理は適当にどうにかしといてくれんだろ）

			　いったいどのように取り繕(つくろ)ったら、社会に対して有効な失(しつ)踪(そう)理由になるのかは甚(はなは)だ疑問だが、そのことについては明道の采配を信じるので考えない。

			　単に全投げしているだけだという説もあるが、断じてそんなことはない。これは彼らの信頼の証(あかし)なのだ。決して、考えるのが面倒なわけではない。　

			　まあ、その結果として幸貴の有休は消滅する結果となったわけだが、その辺は自業自得である。

			　幸貴はルナの許可を受け、店のキッチンに立っていた。

			　喫茶店、ヘキセンハウス。ドイツ語でお菓子の家を意味する、それがこの店の名前である。異世界なのにドイツ語とか、翻訳いったいどうなってんだよと思いはしたが、細かいことは気にしない。そんなことを気にしても、誰も幸せにはなれない。少なくとも、ここには彼が理想とする猫耳天使がいる。それがすべてであり、それだけでもう充分じゃないか。

			　だが名前に大いなる謎を抱えているとはいえ、そこはさすが飲食店。独り暮らしの幸貴のアパートとは違い、間取りも広く、コンロは四つ口だ。調理器具も充分以上に揃(そろ)っている。ここでなら、美春も道具を持参する必要もないだろう。

			　借り物の黒無地のエプロンは若(じやつ)干(かん)サイズが小さめだったが、それに文句をつけるほど、彼も空気が読めない男ではない。

			　白いふりふりレースのエプロンだったらどう断ろうかとも思ったが、幸いにもノーマルなデザインだったので、ありがたく拝(はい)借(しやく)することにした。個人的には、白レースエプロンのルナも大いに見てみたい気もするが。

			「……在(あり)澤(さわ)さん、またなんか変なこと考えてません？」

			「いえまったく。俺は今、どうして世界から戦争がなくならないのかと四(よん)色(しよく)問題の定義について考察していました。ところでルナさんって、何か食べれないものとかあります？」

			「そこに常備されているものならば、基本的に何でも食べられますよ。在澤さんは人間種族ですよね？　種族によっては、確かに食べられないものも存在しますが、獣人は基本、人間種と同じものを食べられますから」

			　まさかお客様に、自分の食べられないものをお出しするわけにはいきませんからね、と笑うルナに、それもそうかと思いつつ誤解を解く。

			「すみません。聞き方を間違えました。ルナさんて、何か嫌いな食べ物はありませんか？」

			「ああ、そういう意味でしたか。ありませんよ。大丈夫です」

			　本人に確認も取れたので、はて何を作ろうかと早速冷蔵庫を物色する。ああ、冷蔵庫である。冷蔵庫だった。店の内装といい、ガスコンロといい、さらにはこの冷蔵庫といい、ぶっちゃけ設備や技術レベルだけみると、ここが本当に異世界なのか分からない。

			　正直、なんらかの理由でうっかり気絶でもしているうちに、どこかの喫茶店に運ばれてきたのだとするほうが、よっぽどリアリティがある。それを否定するたった一つの真実は、猫耳が実在するという点だけだ。

			　ばこんっと業務用の大型冷蔵庫を開け、中を覗(のぞ)く。

			「すみませーん。この中で使っていい食材ってどれですかー？」

			「特に制限はありませんよ。まだ買出し前ですからね。そこに残ってるものはもともと廃(はい)棄(き)予定なので、別に食べられなくなっても大丈夫です」

			　失敗を前提とした話しぶりに、少しばかりカチンとくる。ツンデレというかクーデレというか、もう彼女の場合、単純に性格が悪いだけとしか思えない。

			　いや、別に現時点でルナが幸貴を信頼する理由はまったくないのだが――どころか、こんな超がつくほど怪しい男を、嫌(いや)味(み)つきとはいえ、介抱してくれた上に食事まで提供してくれたのだ。本来ならば感謝こそすれ、とうてい文句を言える立場ではない。

			　だが、一応素人(しろうと)とはいえ料理の腕にはそれなりに自信がある幸貴のプライドは傷ついたらしい。

			（絶対に美(う)味(ま)いって言わせてやる）

			　必要以上にやる気を漲らせた彼は、密かに闘志を燃やして食材の吟(ぎん)味(み)に入った。

			　

			「――あら。凄く美味しい」

			　一口食べて、ルナは意外そうに言った。

			　その感想に、向かい合わせに座って相(しよう)伴(ばん)していた幸貴は満足して頷(うなず)く。

			「お口にあってよかったです」

			「これ、なんてお料理なんですか？　初めて食べますけど」

			「プーリア風ブロッコリーに似た物体ソースのコンキリエと、付け合わせは玉(たま)葱(ねぎ)っぽいもののアグロドルチェにトルティージャモドキです」

			「なんですか、その微妙に不安感を煽(あお)るネーミングは……」

			「いや、あくまで俺の世界の食材名に合わせると、です。名前が分からなかったので代用しました。他意はありません」

			　そこはかとなく不安そうなルナを安心させるように、幸貴はきらりと歯をきらめかせて微笑(ほほえ)んだ。

			　もちろんフラグは立たなかった。

			　テーブルに並べられた料理は、目にも鮮やかなグリーンの、煮崩したブロッコリー（らしきもの）のソースで和えられた、貝のような可愛らしいショートパスタに、バルサミコソースでさっぱりと味付けされた、飴色の玉(たま)葱(ねぎ)（ぽいもの）のマリネ、そしてベーコンとアスパラとじゃがいもがたっぷり入ったオムレツ（多分）である。

			　異世界料理と名乗ったからには、何か珍しいものを食べさせたい。

			　とはいえ、あまり時間をかけたくもない。というか、そもそもこの世界には彼の知っている食材がどれほどあるのだろうか。先ほどルナから出されたコーヒーは幸(ゆき)貴(たか)の知っているそれとさして変わらなかったので、食文化的にそう遠くないと踏んでいたのだが……。

			　そんな感じで、面白半分、どきどき半分で冷蔵庫を開(かい)扉(ひ)したのだが、中に入っていたのはバター・チーズ・ハム・牛乳（瓶入り）や卵にホールのケーキ、そして野菜庫を覗(のぞ)けば人参や玉(たま)葱(ねぎ)など、見覚えのある野菜のオンパレード。

			　よくよく見てみれば細部がどことなく違うのだが、少なくとも味と匂いはニアピンだったので、地球と同じ使い方をした。それ以外の見覚えのない食材――青い肉とかピンク色の茸(きのこ)とか――については、見なかったことにした。

			　世の中には知る必要のないこともある。

			　ルナの振る舞いや様子などから、都合のいいことに（本当にご都合主義なことに）このワールドは比較的、現代日本と近しい文化を持っていると予想をつけた幸貴は、ならばということで、あまり日本で馴染みのないメニューをセレクトした。

			　同じ材料を使っていても、調理法や使う調味料が異なれば、まったく新しい料理にもなる。

			　得意料理の欄(らん)に肉じゃがでもハンバーグでもなく、多国籍料理と書く幼(おさな)馴(な)染(じみ)に感謝である。

			「――ご馳走様でした」

			「お粗末様でした」

			　お世辞ではなく本当に味が気に入ってくれたらしく、ルナは出された料理をぺろりと完食してくれた。単に空腹だっただけの可能性もあるが、まあ悪い気はしない。

			「これで無事コーヒーの対価もいただいたわけですが……在(あり)澤(さわ)さんは、これからどうなさるおつもりです？」

			「そうですね……」

			　食後にルナが淹(い)れてくれたアイスコーヒーを飲みつつ考える。アイスの名がつくが氷は入っていない。水出しを冷蔵庫で冷やしたもので、アイス系によくある薄まった味がしない。

			「やっぱり、あの砂金をどこかで換金して活動資金にしてから、軽くこの世界を観光してみたいと思います。どこか換金してくれる場所を知ってたら、教えてもらえませんか？　ついでに一緒に来てもらえると助かるんですが。ほら、俺この世界での身分とかないし」

			「いえ、私が聞いているのはそういった短期的視野というか、目先の目標ではなく、もっと長期的に、今後もこのワールドに留(とど)まるのか、ということです。在(あり)澤(さわ)さんが、どうやってこのワールドにいらしたのかは知りませんけど、そもそも、帰る気はあるのですか？」

			「ああ、そのことですか。もちろんです。一応、俺にも生活がありますからね。ある程度観光して、満足がいったら今回は帰りますよ。帰る方法についても、心配は無用です。来る時に使った転移陣を使えば、そのルートを使って元のワールドに戻れると思うんで。陣の写しもちゃんとここに――」

			　言いながら、ポケットに手を突っ込みごそごそと探し、何も掴(つか)むもののないまま、手だけが出てきた。

			「……ありませんけど」

			　ポケットの中身はカラッポだった。

			「あっれー？」

			　もう一度確認し、大(おお)袈(げ)裟(さ)なくらいに首を傾(かし)げる。だが現実は何も変わらなかった。空のポケットは空のままだ。ぱたぱたと上から叩いてみてもビスケットは増えないし、ないはずの紙も出現しない。

			　他のポケットも含め、ザックの中など可能性のある場所を丁寧に探してみるが、結果は惨敗だった。

			「……ルナさん、非常に申し上げにくいんですが、実は予想だにしない事態が発生しまして」

			「大丈夫です。皆まで言わずとも予想はつきます。帰り方が分からなくなったんですね？」

			「はい」

			　まるで名探偵に追い詰められた真犯人のように、ガックリと頷(うなず)く。彼なりに精一杯の反省を態度で示したつもりだが、ルナの追及は容(よう)赦(しや)なかった。

			「――で、どうするんですか？」

			「どうしましょう？」

			　問われたところで名案は浮かばない。ルナは仕方なさそうに、はぁ、とため息をついた。頭の上の猫耳が呆(あき)れたようにへにゃり、と倒れる。

			「……えーとですね。一応ここでは、偶然によって突然異世界にトリップしてしまった被害者のために、公的な窓口があります。そこで申請すれば、帰還方法が見つかるまでの、仮の身分証や仕事の斡(あつ)旋(せん)、住居の紹介などが受けられます。ただ、あくまで偶発的なトリップ被害者救済のための措(そ)置(ち)なので、自発的にトリップしてきた人までが対象になるのかは分かりません。それでも念のために、行ってみますか？」

			「はい、ぜひともお願い致します」

			　幸貴は一瞬の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく土下座で懇(こん)願(がん)した。それは、とても綺(き)麗(れい)な土下座だった。

			　

			「あの、俺が聞けた義理でもないんですが、お店のほうって大丈夫なんでしょうか？」

			「本当に言えた義理ではないですね」

			　くすりと微笑(ほほえ)みながら、てきぱきと出発の準備をする。

			「いや、これでもちゃんと反省も感謝もしてるんですよ。俺ももうちょっと空気読んで、せめて飯時は外して来ればよかったな、と」

			「え？　在(あり)澤(さわ)さんて、自力で異世界トリップできるだけじゃなく、転移時の時間都合まで自分で調節できるんですか？」

			「いや、できませんけど」

			「じゃあ、仕方ないじゃないですか」

			　できないことを言わないで下さい、とルナは珍しく嫌(いや)味(み)成分のない口調で言った。

			「でもご迷惑かなーと。よく考えればお店もあるのに、わざわざ付き合ってもらっちゃって」

			「そりゃ、迷惑じゃないとは言いませんけど」

			　言(げん)外(がい)に何を今さらという雰囲気だ。

			「でも、ここで私があなたを見捨てたら、在澤さん困りますよね？」

			「はい。そりゃもう、ものすごく」

			「ですから、そういうことです。まあ確かに、場所だけ教えて一人で行ってもらってもいいんですが、それもなんとなく後味悪いですし……それに最近は、お店を開けてても閉めてても同じようなものですし」

			「え？　今なんて言いました？」

			「なんでも。まあ、困った時はお互い様、ですよ」

			　そう言って微笑(ほほえ)むルナは、猫耳がなくても十二分に魅力的だった。つまり猫耳がある分、当社比一二〇％増しで魅力的だった。

			「ありがとうございます！　ルナさんて本当にいい人ですね！　俺、今は持ち合わせがありませんけど、このお礼はいつか必ずします！」

			「あらあら。いいんですよ、別に。そんなお礼だなんて」

			「いえ、これでも俺も、礼と義を重んずる日本男子の端くれ。恩を受けたならば、それを蔑(ないがし)ろにはできません。俺の国では亀や鶴どころか、その辺に突っ立ってる石像のような無機物でさえも恩返しを欠かしませんからね！　そんなわけで、たとえルナさんが迷惑がろうと遠慮しようと、是(ぜ)が非(ひ)でも、問答無用でお返しはさせてもらいます！　ええ、ぜひとも返させていただきますとも、具体的には体で！」

			　鼻息も荒く断言する幸貴に、ルナはいかにも困ったような顔を浮かべて、

			「そうですか……そこまで熱心に言われてしまうと、逆に何か失礼というか……こちらとしても断りづらいですね。まあ、在澤さんがどうしても、とおっしゃるなら私としても病院を紹介するのはかまいませんが……ところで在澤さん、お酒や煙草(たばこ)はやりますか？」

			「ん？　酒はほどほどですね。煙草(たばこ)は吸いませんけど、何でです？　ていうか、病院？　俺、別に悪いところなんてありませんけど」

			　頭の中身以外は特に。

			「あ、別に治療のためではないんです。若い人間種の臓(ぞう)器(き)はそれなりに需要がありますから。肝(かん)臓(ぞう)や腎(じん)臓(ぞう)あたりなら、減っても問題ないでしょう。もちろん、その後の健康管理には気をつけなければいけませんが――」

			「すいません、本当に絶対にお礼はしますから、そしてもう下品な冗談は言いませんから、できれば肉体労働の方向で勘弁して下さい、お願いします!!」

			　にこやかなルナの笑顔が、逆にどこまでも怖かった。

			　

			「その……登録所？　までって遠いんですか？」

			「んー、遠いというほどじゃありませんが、歩いて行くには少し距離がありますね」

			「じゃあ走って行きましょうか」

			「なんで移動手段が人力限定なんですか。まあ、在(あり)澤(さわ)さんが走りたいというなら止めませんけど、病み上がりなのに走ったりしたら、また倒れますよ」

			「いや、俺は別に病気で倒れてたわけじゃないんですけど……」

			「あいにくとマゾな在澤さんと違って、私にはそんな自(じ)虐(ぎやく)趣味はありませんからね。移動には『浮(うき)船(ふね)』を使います」

			「浮(うき)船(ふね)？」

			　なんだろう？　その地球で一〇〇〇年ほど前に書かれた、薄(はつ)幸(こう)の女みたいな名前は。

			　私一人ならスカイボードでもいいんですけどね、と当然そうに言うルナに「すみません、意味が分かりません」と素直に言えず、大人しく彼女のあとについていく。そして、

			「……マジで舟だし」

			　ついて行った先にあったのは、紛(まぎ)れもない舟だった。どれをどの角度から見てみても、マジものの舟だ。店裏の、普通であれば駐車場に該当するような場所に、どーんと置かれていた。けっこう凄い光景だ。

			　あえて述べておくが、別にここは海辺ではないし川辺でもない。

			　一瞬渾(こん)身(しん)のギャグかと思ったが、当のルナは、スカートが皺(しわ)にならないよう、裾(すそ)を上手に捌(さば)き、そつなく座っている。涼しげなその顔は、突っ込み待ちには見えない。

			「どうしたんですか？　早く乗って下さい」

			「……えーと。ルナさん、念のため聞きますが、マジですか？」

			　困惑気に問う様子に、ようやく思い当たったか、ルナが納得の表情を浮かべる。

			「ああ、なるほど。在澤さんの世界では『浮舟』がないんですね。この世界では、移動は基本的にこの舟を使うんですよ。大丈夫ですから乗って下さい」

			「はぁ……まあ、ルナさんが乗れって言うなら、たとえ泥舟でも乗りますけどね。俺は」

			「あら、そうですか。それはそれで興味深いので、またの機会ということで」

			　またの機会に泥舟に乗せられるのか、と思いつつ、促(うなが)されるまま隣に腰掛ける。

			　舟といっても帆(はん)船(せん)のようなものではなく、池とかでよく見るボートサイズ。櫂(オール)はなく車輪も何もついていない。他に動力らしき物も見当たらず、これでどうやって移動するのかは、甚(はなは)だ謎だったが、なぜか舵(かじ)だけはついていた。

			「では飛びますよ、在(あり)澤(さわ)さん。多分、大丈夫だと思いますけど、一応気をつけて下さいね」

			「へ？」

			　不吉な言葉が聞こえた。が、聞き返す余裕はなかった。

			「――ぅおっ!?」

			　周囲の空気が、ざわりと揺(ゆ)らぐ。船底から生まれた風が一気に土(つち)埃(ぼこり)を舞い上げる。同時に、船体自体がふわりと宙(ちゆう)に浮き上がり、ゆっくりと高度を上げていく――

			　そして、宙(ちゆう)に浮かび上がった舟は、助走もなく突然、疾(しつ)風(ぷう)のように走り出した。

			「おおおおぉぉおっ!?」

			　唐突な加速と反動に、絶叫をあげる。

			　それは、たとえて言うならジェットコースターのようだった。

			　目に映る景色が留まる間もなく、一瞬で後方に置き去りにされていく。なのにシートベルトはない。絶対に必要だと思われるが、なぜかない。幸貴は急激なＧに耐えながら、必死で舟にしがみつく。

			「ルルル、ルルナさん、これって……」

			「あら、喋れる余裕があるなら、どうやら大丈夫そうですね。まあ、死ぬっていうのはさすがに冗談でしたけど、初めてこれに乗るヒトの中には、それこそ死ぬほど気分が悪くなる方が多いですから」

			「そそそ、そんなものに――」

			　乗せるなよ！　ていうか先に一言忠告しろよ！　とつっこみたかったが、あいにくとそんな余裕は欠片(かけら)もない。

			「じゃあ、これからは少し急ぎますから気をつけて下さいね」

			　ルナがにっこりと微笑(ほほえ)む。その笑みは、艶(つや)やかで目が離せなくなるほど鮮やかで、同時にひどく邪悪そうな笑みだった。なんというか、まさに鼠(えもの)を前にした猫のような、彼女の嗜(し)虐(ぎやく)性(せい)が全開になった笑顔。そして、止(とど)めとなる言葉を付け加える。

			「――飛ばしますよ」

			　

			　舟は無事目的地についた。

			　その途中経過はもはや話したくないし、思い出したくもない。ただ、浮舟から降りた幸(ゆき)貴(たか)が真っ先にしたのは、青白い顔で口元を押さえながら、洗面所に駆け込むことだった。結果として、彼の胃はカラッポになった。

			　その様子に、さすがにやりすぎたと思ったのか、ルナがお茶を奢(おご)ってくれた。ありがたくそれで口をゆすぎ、残りを一気に煽(あお)る。ちなみに、この時彼女がお茶を調達したのは自販機だったが、もはやこの時の幸(ゆき)貴(たか)には突っ込む気力もなかった。いいじゃん別に。自販機があったっていいじゃん。

			「……具合はどうですか？」

			「なんとか生き返りました」

			　生き返ったと言いつつも、その顔色は人類より若(じやつ)干(かん)ゾンビに近かった。

			「すみません。私も少し悪ふざけがすぎました」

			「いやいや、謝らないで下さい。このワールドでは普通の乗り物なんでしょう？　だったらそれに乗れない俺のほうが悪いんですから……」

			　しかしルナは沈(ちん)痛(つう)な顔で首を振る。

			「違うんです。本当はもっと安全で快適な乗り物もあったんですが、それでは面白くないので、できるだけ安全かつ平和に、より在(あり)澤(さわ)さんが苦しむ方法を選んでみたんです。まさかここまで効果があるとは……」

			「うん。その発言を聞いてなお、大丈夫と言えちゃう精神性に、自分でも疑問を感じたりもしますが、大丈夫です。その程度のことでは、俺のケモミミに対する愛は微(み)塵(じん)も揺らぎません！」

			　迷いのない瞳で、きっぱりと断言する。その堂々たる態度は非常に男らしいが、言ってる内容はただの性(せい)癖(へき)暴露にすぎない。

			　

			　ルナに連れてこられたのは、なんとなく役所のようなイメージの建物だった。古ぼけた二階建ての建物で、簡単に書き物をする机や長椅子があり、いくつかに分かれて受付の窓口があった。それぞれの窓口ごとに、受理する内容が違うのか、混雑具合はまばらだった。中には制服を着た人々（中には人じゃない者もいた）が忙(せわ)しなく働いていた。

			　その中で、一際人気の少ない窓口に、ルナは颯(さつ)爽(そう)と歩いていった。

			「なんか、役所みたいなところですね」

			「みたいな、ではなく役所であってますよ。戸籍や新しい住居の登録手続きなどは、全部ここですることになってます」

			「なるほど」

			　ようは区役所のようなものらしい。最初に抱いたイメージで間違ってなかった。

			「でもそんな公共の役所に、異世界人の受付なんてものまであるんですね。ていうか、異世界トリップしてくるなんて相当レアって話じゃありませんでした？　なのに窓口まであるなんて、ずいぶん親切なんですね」

			　親切というより、ずいぶんと気前の良い話だ。ここが役所である以上、費用は税金で賄(まかな)われているのだろうが、来るかこないかも分からない異世界人のために、金をかけるなんて常識では考えられない。事業仕分けがあったら真っ先に対象にされそうだ。

			「言いたいことは分かりますが、どちらかというと親切と言うよりは苦情対策のためですね。異世界の存在が学術的に実証されている以上、政府としてはそこからの移民あるいは移住者の可能性に目を瞑(つむ)るわけにはいきません。可能性としてはごくわずかですけれど、いざその時になって、何も準備していませんでした、では手遅れな場合もありますから」

			「実際にそういうケースもあったんですか？」

			「ええ。それこそ歴史で習うような昔の話ですけれど、こことはまったく文化体系の違うワールドからやってきたヒトの持ち込んだオーバーテクノロジーによって、国に混乱が生じたり、自分たちの勝手な倫理観を押し広げようとした結果、大量の死者を出すことになったり……」

			「あー、ありそう」

			　ネット小説なぞではよく見るありがちな設定である。それこそ、チートを得て無双したり、ハーレム作ったり、現代知識をいかして内政したりだとか。

			「ええ。実に迷惑な話です。ですので、そういう愚かなヒトがロクでもない真(ま)似(ね)をしない様に、こちらのワールドとして鈴をつけておくという目的もありますね。まあ、個人で扱(あつか)う分には問題のある技術であっても、国が管理するならば問題ない場合もありますから」

			「ようは既(き)得(とく)権(けん)益(えき)の確保ってやつですか」

			「そういう面がないわけでもないですけど、救済措(そ)置(ち)というのも嘘じゃないんですから、そう一概に決めつけるものではありませんよ。現に、在澤さんだってこの制度のおかげで助けられるヒトの一人じゃないですか」

			「それもそうだ。与えられた権利とはいえ、それに甘んじる以上、誰よりも俺自身が文句を言えた義理じゃありませんね」

			　言い分は非常に納得のいくところだったので、幸貴は素直に頷(うなず)いた。

			「在澤さんの場合は、話した印象や持ち物などからみても、そう私たちと違う文化レベルの方というわけでもなさそうなので、このシステムは単純にあなたにとってのメリットしかないと思いますよ。――ホラ、あそこです。エルフの女性が座っている窓口のところです」

			「エルフー!?」

			　ケモミミ、魔法に続いて、異世界三大憧れワードでもあるエルフの登場に、幸貴が歓喜の声をあげた。

			　エルフ。それは至(し)高(こう)の存在。異世界トリップを夢見る男ならば――いや、一度でもファンタジー世界に触れたことのある者ならば、その存在に憧れを抱かない者は皆無であろう。

			「エルフキタ―!!」

			　幸貴は走った。幸貴の頭はからっぽだ。何一つ考えてはいない。ただ、わけの分からぬ大きな力に引きずられて走った。

			「あ、在澤さん!?」

			　突然の豹(ひよう)変(へん)に、ルナが驚きの声をあげる。だけど、そんなもので止まる気はなかった。そう、彼の足は止まらない。異世界トリップを夢見る者たち、そのすべての憧(どう)憬(けい)の対象であるエルフが今、目の前にある。その現実の前には、もはや何者も打ち勝つことはできない――

			「いらっしゃいませ。こちらに御用ですか？」

			　幸貴に驚く様子もなく、受付に座った女性が穏やかに声をかける。

			　それは、確かにエルフだった。細く尖(とが)った耳、白(はく)磁(じ)を思わせる雪(せつ)白(ぱく)の肌。長く背中まで届く蜂(はち)蜜(みつ)色の髪。長いまつげに覆われた瞳は、最高級の緑柱玉(エメラルド)を思わせる鮮やかな緑だった。

			　金髪色白エルフとくれば、それだけでもう美人の代名詞である。日本カルチャーに一度でも触れたものであれば、きっと誰もがそう思うはず。当然、幸貴もそう思っていた。目の前の、彼女を見るまでは。

			「………………」

			　色白の肌はあまり手入れがされていないのか、微妙にくすみ肌ツヤが悪い。よくみればニキビやソバカスも浮いている。

			　いい意味で無骨、悪い意味で単純にダサい眼鏡は、レンズが分(ぶ)厚(あつ)過ぎて瞳がほぼ見えない。瓶(びん)底(ぞこ)眼鏡なんて、今時どこで売っているのだろう。それとも、このワールドでは意外と普通なのだろうか。

			　髪は脂分が足りないのか、あるいは洗い切れてないせいで多すぎるのか、艶(つや)がなく色(いろ)褪(あ)せている。ついでに櫛(くし)も通していないのか、だいぶ髪自体がごわついていた。洗え。

			　他の職員たちと同じ制服は、サイズこそあっているようだが、管理に手を抜いているのが丸分かりで、シャツには皺(しわ)が多く、袖(そで)口(ぐち)のボタンもほつれている。

			　にっこり笑った顔は愛想と愛(あい)嬌(きよう)充分だったが、紅色の唇から覗(のぞ)く歯は、微妙に黄ばんでいた。ぜひステイン除去をしてほしい。

			　エルフに対する幻想を、完(かん)膚(ぷ)なきまでに打ち砕きバックステップで踏みにじって後ろ足で砂までかけながら粉々にしてくれる――そんなエルフだった。

			　彼女の姿を見た瞬間、幸貴は深く深く深く打ちひしがれた。

			　四肢(し　し)を床につき、四つん這(ば)いの姿勢で世の絶望を味わっている幸貴に、ルナが怪(け)訝(げん)そうに声をかけてくる。

			「あのー、在澤さん？」

			「うっうっ、ルナさん……俺の山(さん)河(が)がエルフに夢で……」

			「何を言ってるのかは分かりませんが、何を言いたいのかは分かりましたから、とりあえず落ち着いて下さい」

			　幸貴の首根っこを引っつかみ、腕一本で持ち上げながら（獣人が腕力に優れているというのは、マジだったらしい）無理やり立たせ、エルフ嬢の前の椅(い)子(す)に座らせる。

			「やめろよぅ……俺は希望を失ったんだ……もう放っておいてくれよ……」

			　当の本人は、なにやら膝(ひざ)を抱えてメソメソしていたが。そんなことはどうでもいいのか、気にせずルナが口を開く。

			「すみません。異世界トリップ者の登録に来たんですけど……」

			「かしこまりました。では、まずはこちらの用紙にご記入下さい」

			　朗らかに答えるエルフ嬢の胸には『異世界及び意味不明厄(やつ)介(かい)ごと担当　エドナ・タミーニャ』と書かれていた。

			　

			　幸貴には幻想があった。

			　単身自力で異世界を目指すような男である。誰も見たことのない幻想世界の住人、エルフに対して、彼も自分なりの夢というか、イメージというものを持っていた。一言でいうなら、それは『高貴』。

			　線が細く非力ではあるが、弱々しさは欠片(かけら)もない。むしろ、それを補うほどの知性に溢(あふ)れている。澄(す)んだ美(び)貌(ぼう)、涼やかな声音、その振る舞いはたおやかにして凛(りん)。繊(せん)細(さい)さと鋭(えい)敏(びん)さ、清(せい)廉(れん)さと老(ろう)練(れん)さを矛盾なく兼ね備えた存在。

			　幸貴はそっと目を閉じ、そして開く。

			　少なくとも『彼の中の』エルフは、「えっとー」と言いながら左を向いては書類の山をひっくり返しはしないし、「あれー？」と首を傾げながら、右を向いてはマグカップの中身を頭から浴びたりはしない。

			「………………」

			　しばし無言。脳は活動を続けているはずなのに、それが言語領域と繋がらない。

			　幸貴はとりあえず横を向いた。隣にはまったく期待を裏切らない、ルナの美しい顔がある。そしてその頭部には、彼の愛する猫耳がある。

			　周囲を見回す。他の職員たちもある者は忙しげに、ある者は余裕を持って依頼者の話に耳を傾(かたむ)けながら、せっせと己の業務に励んでいる。姿は様々ではあるが、皆それぞれに忙しそうだった。

			　その中でぽっかりと、まるで仲間外れのように、自分たちの周囲の空間だけが空いている。異世界担当の窓口だけが。窓の外では、そんな世の中の喧(けん)騒(そう)とは無関係な優しい風が、ゆるやかに吹き抜けていった。

			　その流れに誘われるように、幸貴はすっと立ち上がり、優美に一礼する。

			「すいません。間違えました」

			「何が間違いなんですか、何が」

			　その場を立ち去ろうとする幸貴の首根っこを、ルナがむんずと掴(つか)む。

			「心配しなくても、ちゃんとここで合ってますよ。いいから余(よ)計(けい)なことをせず、ちゃんと席について下さい」

			「ルナさん！」

			　どう言ったらいいのだろう？　いったいどんな言葉を使えば、彼女にこの気持ちが届くのだろう。

			　幸貴は優しく諭すように、その事実を告げた。

			「俺は、Ｂ専じゃない」

			「真面目な口調でしれっと何最低なこと言ってるんですか、あなた」

			「いやでも、エルフですよ、エルフ！」　

			　幸貴は思わず声を張り上げた。

			「異世界のアイドル、全中二患者の憧れ、僕たち私たちのエルフ様が！　なんでガリ勉眼鏡のダサ子ちゃん仕様なんですか!?　納得いかねえぞ！　そんなので萌(も)えられるほど、俺はマニアックじゃないんだ、むしろ容姿に関してはものすごく正統派の美人好きなんだよ、俺はっ!!」

			「そんな握り拳で血の涙を流すほどに、力強く語られても、正直困るんですが……別に、こんなものですよ。あなた、いったいどれだけ長耳種(エルフ)に幻想抱いていたんですか」

			「だってエルフですよ、森の賢者ですよ、半妖精ですよ、永遠を生きる者ですよ!!　スレンダー美形かロリ巨乳がお約束でしょ、ていうか普通は森の中に住んでるもんでしょ、なんでこんな街中で普通に事務員とかやってんだよ、いやエンカウント率高くなるのは、むしろ歓迎なんだけどさぁ!!」

			「そんなの、一部の自然信仰者(ドルイド)か時代に残された懐古主義者だけですよ。昔は確かに自然の中で暮らしていたらしいですけど、交通の便も悪いですし、いろいろ不便なんですよね。なので、私たち獣人族を始め、昨今では街で暮らす若い人が増えて、けっこう過(か)疎(そ)化(か)が深刻らしいですよ」

			「マジかよ……世(せ)知(ち)辛(がら)いな。世の中」

			「あと、容姿に関しては長年自然食だけの食生活を送っていたのに、最近になって化学調味料やジャンクフードなどに手を出し始めてから、肌荒れや体型変化などに悩むエルフが多くなったそうです」

			「……さいですか」

			　他に言いようもなく、がっくりとうなだれる。

			　と、そこに当の本人が戻ってきた。戻ってくるまでの間に、三回ほど書類の山をひっくり返して、二回ほどお茶をぶちまけ、四回ほど何もない床の上ですっ転んでいたが、なんとか無事に戻ってきた。外見がそこはかとなくずたぼろになっていたが、もうそれに関しては突っ込まないでおく。世の中、開けてはならない禁断の箱もある。中に希望が入っているとは限らない。

			「あったあった、ありましたぁ。異世界人なんて滅多にいませんから、書類捜すのに苦労しちゃいました。見つかってよかったです。それで、どちらが異世界の方ですか？」

			　にっこりと微笑(ほほえ)むエドナに、ルナは黙って隣を指差し、幸貴が挙手した。

			「そうですかぁ。大変でしたねぇ。私、異世界及び意味不明厄(やつ)介(かい)ごと担当のエドナって言います！　困ったことがあったら、なんでも気軽に相談して下さいね！」

			「はぁ……どうも」

			　邪気なく差し出された手を無視するわけにもいかず、握り返す。白魚のような、とはいかないがそれなりに白い手は、なんだかぺらぺらと軽かった。

			「ていうか、意味不明厄(やつ)介(かい)ごと担当って？　なんか、すげェネーミングセンスですね。その役職名……」

			「ふふふー。そーでしょうそーでしょう」

			　明らかに戸(と)惑(まど)いを隠せない問いに、なぜかエドナは得意気に胸を張った。お前いったいいくつなんだよと、思わず突っ込みたくなる仕草だが、幸貴はあえて突っ込まなかった。女性に歳を聞く云々ではなく、単に深く関わりたくなかっただけだ。

			　彼女は、分(ぶ)厚(あつ)い眼鏡をきらりと（脂で）きらめかせ、

			「実はこの仕事はですねー、上司からこの役職につけるのは、君しかいない！　って直々にお願いされたものなんです！　だからこの部署、私以外には誰もいないんですよ。人に頼られるって大変ですよねー」

			　うふふ、と得意げに笑ってみせるが、聞いてる側としては笑えるところなんて、もちろんどこにもなかった。

			「なので、異世界人さんも安心して私に寄りかかって頼りまくって一緒に倒れて気を失うまで、仲良くやっていきましょうね！　大丈夫です、私頑張りますから！」

			　嫌です。と、きっぱり告げたかったが、幸貴の中にある日本人的魂(たましい)が、口を開くことを拒絶した。かわりに曖(あい)昧(まい)な笑みを浮かべ、隣を見やる。

			「ルナさあああああん」

			「大丈夫です。問題ありません」

			「いやさすがにそれは絶対嘘だろ？　本当はちゃんと気づいてるだろ？」

			「何を言いたいのか、あいにくとさっぱり分かりませんが、私に言えることはただ一つ。あなたが現実を受け入れさっさと手続きを終わらせない限り、このやり取りは永遠に続きます」

			「ぐっ……」

			　悔(くや)しいが正論だった。これ以上、己の理想をガラガラと音をたて破壊する人物との会話に付き合いたくない。

			「あの、エドナさん」

			「はい、なんですか、異世界人さん」

			「在(あり)澤(さわ)です。愉快なネーミングはやめて下さい。――えっと、俺は今日、異世界人登録に来たわけなんですが、何をすればいいんですか？　書類書くぐらいなら、いくらでも書きますけど」

			「あー、そうですね。ではではえっとー、この書類に名前を書いて、ここに血をかけて下さい」

			「血？」

			「遺伝子解(かい)析(せき)のためですよ。異世界人には国の保護がつきますから、虚(きよ)偽(ぎ)申(しん)告(こく)を防ぐため血の提供をお願いしています」

			　ルナが横からフォローする。

			「あ、なるほど」

			「そーなんですぅ。とりあえず、異世界から来た方には、当座の資金が渡されたり新しい戸籍が発行されたり、いろいろ特(とく)典(てん)満載なんですが、これみーんな税金ですから。悪い人たちが悪いことできないように、ちゃんと証明材料が必要なんですぅ。あ、血はほんの一滴でいいので、よかったらこれ使って下さい」

			　ささっと、鋭(えい)利(り)なナイフを取り出す。一事務員が持つには些(いささ)か凶悪すぎる刃物のような気がしたが、せっかくなのでありがたく借りた。指先を軽く押し付け、ぷくりと浮かんだ紅い珠(たま)を渡された板に押し付ける。

			「ちなみに、この書類にはなんて書いてあるんだ？　俺、読めないんだけど」

			「あ、大丈夫ですよぅ。大したこと書いてないですから。要約すると『仮にこの世界で死ぬことになっても文句言いません』ていう契約書です」

			「うぉいっ!?」

			「あ、いえいえ、違うんですよぅ。誤解です！　同系統のワールドならいいんですけど、例えばものすごーく生態系の離れたワールドからトリップしてきた場合、水飲んだだけとか、ちょこっと風邪ひいたぐらいでも死んじゃう人がいたんですよ。そういう予期せぬ事故が起こってもノーカンねっていう契約書です」

			「あ、そーゆーことね」　

			　納得したのでサインする。

			　書類と板をセットで受け取ると、エドナは机の脇に置かれた顕(けん)微(び)鏡(きよう)のようなものに、板をセットした。

			「このワールドにおける人族とのパターン一致率、八三・七％。残りのジャンクＤＮＡに関してはコード六六六(トリプルシツクス)。ふわぁ」

			　奇妙な声を上げる。感動なのか驚(きよう)嘆(たん)なのか分からない。

			「異世界人さん、本当に異世界人なんですねぇ。塩基配列にも近(きん)似(じ)値(ち)出てませんし。解析不能パターンなんて、初めて見ました」

			「よく分からないけどよかったです」

			「ではこれで、異世界人さんの登録は終わりですぅ。あと、簡単に保障内容のレクチャーをしますので、よく聞いて下さいね」

			「あ、はい」

			「えーとまず、異世界人さんには今後、暫(ざん)定(てい)ですがこのワールドにおける仮の身分証が発行されます。ちなみに、帰還予定はありますか？」

			「帰り方が分かったら帰ります」

			「はい。では帰還は未定……っと。お仕事や住む場所なんかは決まってます？」

			「寝袋とテント持ってます」

			「じゃあ、これも未定、っと。ええと、もし長期滞在をする場合、希望があればこちらで仕事の斡(あつ)旋(せん)もできます。あと、やりたい仕事に馴(な)染(じ)みがない場合は、職業訓練所などもご利用いただけるので、検討してみて下さいね」

			「はぁ……どうも。ちなみに、職業の斡(あつ)旋(せん)ってどんな仕事があるんです？」

			「トリップ者の保護は公共事業なので、役所関係の仕事になります。つまりここです。一緒にお茶汲(く)みとかしましょう、異世界人さん！」

			「大丈夫です。俺自力で仕事見つけますんで、説明の続きをお願いします」

			　検討の余地すらなく一息で断った。

			「分かりましたぁ。資金ですが、半年間は国で生活費を保障しますので、その間に住居や生活基盤を整えて下さい。当座の宿泊など決まってない場合は、提携の宿をご利用いただくこともできます。それと、どこか民間の施設に泊まる場合でも、一泊五〇〇〇イェンまでなら保証がつきます」

			　職員の質はともかくとして、保障内容はなかなか手(て)堅(がた)かった。

			「と、ゆーわけで説明は以上です！　詳しいことはこのパンフレット読んで下さい！　あともっと詳しいことを知りたくなったら、いつでも遠慮なく来て下さいね！　あ、でも役所の受付時間は九時から六時までなので、その時間内でお願いします！」

			「はぁ……」

			　渡された書類一式を受け取り、困惑気味に頷(うなず)く。

			「それでは、改めまして！　ようこそ、異世界のお客様！　私たちは、あなたの来訪を心より歓迎します！」

			　そう言って、彼女はにっこりと微笑(ほほえ)んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「身分証の発行って、あんがい簡単にできるんですね」

			「それは、あなたが異世界人だからですよ。引越の登録などと違って、今のあなたには、暫(ざん)定(てい)でさえ身分が何もありませんから」

			「なるほど」

			「もし死んだら、身元不明の死体になっちゃいますしね」

			「それは明らかにいらない補足ですよね？」

			　エドナから渡された身分証は、一枚のカードだった。サイズは運転免許証ぐらい。先ほど、血液から採取した幸貴の生体データが登録されており、偽造や悪用は不可能とのこと。なかなかにハイテクである。

			「再発行はお金がかかりますし、失くして悪用されたら困りますので、失くさないで下さいね」

			　と、注意を受けた。サイズもピッタリだったので、カードケースにしまっておく。よし。とりあえずこれで大丈夫。

			　役所を出て、ルナと二人並んで街を歩く。行きの道のりではそんな余裕もなかったが、こうしてのんびり歩きながら見回すと、改めて日常からかけ離れた世界に来たんだなあと実感し、わくわくする。

			「ま、ひとまずこれで一安心ってとこですかね。行政がしっかりしてるところで助かりました」

			「ええ、私も肩の荷がおりた気分です。ところで、在(あり)澤(さわ)さんはこの先どうされますか？」

			「え？　どうって？」

			「せっかく街に出てきたわけですし、もし今夜泊まる場所を探すなら、店の近くよりもここのほうがいいと思いますよ。もうお金もあるわけですから」

			「あ、そっか。んじゃ、ルナさんに今度こそコーヒー代払わないと」

			「いえ、だからそれはもういいんですけど。私はそろそろ帰ろうと思うので、在澤さんが残るなら、ここでお別れしようかと」

			「え、なんでですか？　ルナさんが帰るなら俺も帰りますよ」

			「別に、ついて来なくてもいいでしょう？　もうある程度の目(め)処(ど)はたったんだし、私だって、いつまでも在澤さんのお世話ができるほど余裕があるわけじゃないんです」

			「いや、ていうかルナさんの店に、俺の財産一式置きっぱですし。後から単独で戻るにしても、道が分かりません」

			　ついでに乗り物も持ってない。したがってここで放置された場合、幸貴一人で二度とあの店に辿り着けない。

			　ルナはああ、それもそうですねと頷(うなず)いた。そしてくるりと踵(きびす)を返す。

			「ルナさん？」

			「予定変更です。どうせ在澤さんと一緒なら、せっかくなのでこのあたりの案内でもしましょう。物の相場や買い物の場所なども、知っておかないと困るでしょうし」

			　そうしてすたすたと先を行く黒い尻尾(しつぽ)を、幸貴は慌てて追いかけた。

			　

			　異世界の街並み。

			　初めて見るはずなのに、不思議とどこか郷(きよう)愁(しゆう)を感じるそれは、ルナの店の周囲と同様に、ヨーロッパの街並みと似ていた。色彩・建築方法の統一された建物が、行儀よく並ぶ。赤茶けた屋根に漆(しつ)喰(くい)の壁。道路は舗装されているが、ところどころ踏み固められた地面がそのままのぞいている。

			　知恵があり、それなりの文化を形成した生物の築(きず)く街の構造は、多少の違いはあれど、大まかな造りはさして変わらないのかもしれない。

			　しかし、建築をのぞけば目新しいものがある。

			「やっぱ、けっこういるんですね。人間以外のヒト」

			「一番多いのはやはり人間種ですけどね。ここは住宅地域ではないので、住み分けも特にされてませんし」

			　そう、街を行く『人々』の姿だ。

			　幸貴と同じような人間の姿をしたものを始め、皮(ひ)膚(ふ)に鱗(うろこ)のあるもの、羽の生えたもの、角を持つもの、空を飛ぶもの。獣人にも、ルナのように一部だけに特徴が現れたものや、かと思えば下半身すべてが四足の獣になっているものもいる。ステイツのハロウィンでもここまでの光景は見られないだろう。

			　物言わぬ建物なんぞより、よっぽど心引かれる光景だ。

			「ずいぶんと興味があるみたいですけど、在澤さんの世界では、人外ってそんなに珍しいんですか？」

			「珍しいというより、いないんです。俺の住んでた世界では、知的生物は人間以外に」

			「え？　でも、在澤さんは最初から、エルフや獣人を知ってましたよね？」

			「知ってたといっても、実物は見たことないですよ」

			「絶滅した……ということですか？」

			「いや、本当に最初からいないんです。人間以外の種族は、空想や神話に出てくる想像上の生物ということになっているんです」

			　幸貴の横を、ヒトの体に犬の顔をした青年が、当たり前のようにすぎていく。元の世界では、決して見られなかった光景。それでいて、このワールドでは当然の風景。

			「ま、想像といっても、こうして人外のいるワールドが存在する以上、エルフや妖精も、意外と本当にいたのかもしれませんけどね。俺みたいに、どこぞのワールドから転移してきたのかも」

			「可能性はありますね。でも、人族以外の生き物が存在しないなんて……ずいぶん、おかしな世界なんですね」

			「俺も、そう思います」

			　あなたと会ってからは特に。幸(ゆき)貴(たか)は素直に頷(うなず)いた。　

			　その後、ルナの案内で日用品を買ったり持たされたり持たされたり持たされたりしつつ、二人でデート（？）を楽しんでいたが、噴(ふん)水(すい)のある広場まで来た時、幸貴はある一角が騒がしいことに気づいた。

			「……ん？　なんだありゃ。演説か？　選挙でもあんのか？」

			　その辺の屋台で買った焼き鳥（らしきもの）を食べながら、幸貴はその一角に目を向けた。大道芸の類とはちょっと違う感じである。

			　遅れて気づいたルナが、わずかに顔を強(こわ)張(ば)らせた。

			「……行きましょう。在(あり)澤(さわ)さん」

			「いっ？　え、あ、ちょっとルナさん――」

			　袖を引かれてバランスを崩しそうになり、慌ててついていく。両手がふさがっている状態で、いきなりそういうことするのはやめてほしい。そんな幸貴の事情などには構わず、ルナは足早に去ろうとする。その表情が、心なしか硬い。

			「どうしたんですか？　突然」

			　半ば引きずられるような形で、ずるずると後を追いながら尋ねる。半ばというか、さっきから足が動いていない時点で、完全に引きずられている。

			　人々の姿が薄れ、先ほどの賑わいが完全に視界から消えた時点で、ルナはようやく足を止めた。ついでに掴(つか)んでいた袖(そで)を離す。完全に重心を彼女に預けていた幸貴が、頭からごずっと地面に落ちた。

		

	
		
			[image: p095.jpg]
		

	
		
			「すみません、在澤さん。急に、いそいだりして」

			「個人的にはもっと別の場所についても謝ってほしいんですが、まあ気にしないで下さい」

			　地面と大胆なキスをぶちかました幸貴は、服が汚れるのでよいしょと体を起こした。

			「それより、どうしたんです？　あの街頭演説、そんなに気に入りませんでした？」

			「街頭演説ってわけじゃないんですけど……まあ、気に入らないのは確かですね」

			　獣の耳と尾を持つ彼女が、力なく首を振った。

			「あれは、獣人排(はい)斥(せき)運動です」

			「獣人排(はい)斥(せき)……？」

			　聞き慣れぬ言葉に、怪(け)訝(げん)そうに顔をしかめる。排(はい)斥(せき)、という言葉はあまり穏やかな響(ひび)きではない。

			「ええ。人外に対する弾圧は、けっこう根深いものなんです。今でこそ、こうして同じ地に住んでいますが、昔は種族ごとに暮らす場所も分かれ、過去には戦争もあったりしましたから」

			「だからって、なぜピンポイントで獣人排(はい)斥(せき)に繋がるんです？　人間以外の種族って他にもいろいろいるでしょ？」

			　あの残念エルフとか、街中で見た妖精サンとか。ケモミミが神すぎるとはいえ、世の中趣味はいろいろ。特別に獣人だけが、差別される理由が分からない。

			「確かに人外種族は獣人だけじゃありませんけどね。ただ、彼らは私たちのような『獣の混じりモノ』とは違うそうなんです」

			　形のよい唇(くちびる)を、皮肉げに吊り上げる。彼女はそっと自分の耳を撫(な)でた。

			「不死族や鬼族、長耳種(エルフ)族などは、彼らに言わせると『人族の進化種』。人族にはない能力をその証(あかし)として、自分たちを上位種として位置づけています」

			「アレが上位種……？」

			　ルナの言葉に疑問を感じ、幸貴は先ほど遭遇した『上位種』とやらを思い浮かべた。エルフという種族名からだけならば確かに、そういった印象も受けるのだが、実物を見た後だと激しく違和感を覚える解釈である。

			　幸貴の考えを理解したのか、ルナも「一部には例外もいますが……」と小声で訂正した。

			「でも、それを言うなら獣人族だって同じでしょう？　ルナさん、腕力とかスゲーじゃないですか。絶対俺より力あるでしょ」

			「ええまあ。人族と比べて、筋力や五感が優れているのが獣人族の一般的な特徴ですから。でも、私たちの種族には、獣の特徴が色濃く出ているものもいますので……」

			「……ああ、なるほど。そういうことね」

			　言わんとしていることを理解して、幸貴が不快そうな顔になる。

			　ルナ自身はほとんど人と変わらない外見だが、街で見た獣人の中には、例えば下半身が完全に獣(けもの)のものがいた。人間種が数の勝利を収めるこのワールドでは、人と姿形が異なることが、差別の要因となるのだろう。

			「くだらねー。つまんねえこと考える奴って、どこの世界にもいるんすね」

			「どこの世界にも、ですか……在澤さんの世界にも、そういうことってあったんですか？」

			「似たようなことしてる馬鹿はいましたよ」

			「そうなんですか」

			　ままなりませんね、と彼女は言った。どこか、寂しそうな表情だ。

			「もともと、そこまで派手な活動ではなかったんですが、最近、獣人族から政治犯が出てから、運動が活発になってきて。人族だけでなく、他の種族にも参加者が出てきてるんです。おかげで、この頃は店の売り上げにまで影響してきて、こちらとしてもいい迷惑です」

			　はぁ、とやるせなさそうにため息をつく。

			「そんなわけなので、在澤さんも気をつけて下さいね。あなたは見かけが完全に人族なので、私と一緒にいなければ、下手に厄(やつ)介(かい)ごとに巻き込まれることもないでしょうけど」

			「そんな水臭い。こんなにお世話になった人に、そんなつまらん理由でサヨナラするなんて薄情なマネ、俺がするわけないじゃないですか！」

			「でも、在澤さんは人族ですし、一人でいたほうが安全ですよ？」

			「ケモミミという奇跡を目にしながら、差別運動を行う馬鹿どもを、俺は同族とは認めません！」

			「認めないとか言われても。まあ、事実は事実なのでちゃんと向き合ったほうがいいと思いますが……」

			「ていうか、そんなに心配しなくても大丈夫ですよ、ルナさん。俺、こう見えてけっこう強いんですから」

			「明らかに私より弱い人に、そんなこと言われても」

			　ルナが困ったように顔をしかめる。

			　と、そこに。

			「――へぇ。なァんだ。妙にケモノ臭(くさ)いと思ったら、こんなところに『モドキ』がいるじゃねえか」

			　突然聞こえてきた耳(みみ)障(ざわ)りな声と――それ以上に不快な言葉に、思わず振り向く。

			「ん？　そっちの男は人族か。駄目だろォ？　兄ちゃん。ペットはちゃんと鎖(リード)で繋いでおかないと」

			　三人の、男らしき姿。

			　らしき、とつけたのは別に彼らの性別が不明だったからではない。目の前にいるその生物を、己の知る雌(し)雄(ゆう)という性別で分別していいものか、幸(ゆき)貴(たか)には分からなかったからだ。

			　外見は三人が三人とも恐ろしく美形であり、一見して人族と似ている。というより、ほぼそのものだ。だが、彼らの特徴は『そんなもの』ではなかった。その容(よう)貌(ぼう)よりも何よりも、幸貴の目を引いたのは、角だった。

			　男たちそれぞれの額(ひたい)から、ごく自然に角(つの)が生えている。白く滑(なめ)らかなそれは、禍(まが)々(まが)しさなど微(み)塵(じん)もなく、彫刻のような美しさがあった。石ではなく、象(ぞう)牙(げ)を思わせる。　

			　鬼族……と、ルナが小さく隣で呟(つぶや)いた。

			　鬼族。

			　人族に非常に近しい容姿を持つ彼らの最大の特徴は、その額(ひたい)に生えた角。そして、人族をはるかに上回る怪力だ。

			　外見も非常に整った者が多く、容姿・能力すべてにおいて人族より優れる。

			　そんな鬼族の男たちを、幸貴は食い入るようにじっと見つめた。日本人特有の真っ黒い瞳が、期待と好奇心でらんらんと輝いている。まるでマッドサイエンティストが実験材料を見つけたような、嫌な輝きだ。

			　三人のうち一人、角が二本生えた真ん中の男が、にやにやと笑みを浮かべる。

			「知らねぇのか？　人族のお兄さん。最近じゃ、こういうペットを飼う時は、ちゃんと首輪をつけてやることが常識になってるんだぜ。それともそいつ野(の)良(ら)なのか？　だったら俺たちが飼い主になってやってもいいけどよ」

			「………………は？」

			　新たなる人外を目の前にしたことにより、好奇心へとステータス全振り状態になっていた意識が、耳に飛び込んで来た不快なセリフにより、再び目の前の現実へとアジャストされる。幸貴は今しがた暴言を吐いた相手を険悪に睨(にら)みつけた。

			　ペットだと？　ふざけるな。ルナさんが、俺のペットだと？

			「……オイ。お前、今なんて言った？」

			「在澤さん」

			　ルナが小声でたしなめる。相手にするな、と言いたいのだろう。しかし、ここで譲(ゆず)るわけにはいかなかった。ここで引き下がるわけには、いかなかった。

			「その侮(ぶ)辱(じよく)的(てき)な言葉を彼女に対して二度と使うな！　彼女は俺のペットなんかじゃない……俺の飼い主だ！」

			「人聞きの悪い事実を捏(ねつ)造(ぞう)しないで下さい!!」

			　身内によってより酷(ひど)い侮(ぶ)辱(じよく)を受けたルナが、顔を真っ赤にして全力で反論する。

			「はァ？　お前の飼い主？　正気か、オイ。お前、自分で何言ってるか分かってんの？　こんなケダモノに飼われてるなんて、ヒトとしてのプライドないのかよ」

			「オイ、二度と言うなっつったろうが。二回も言わせんなよ。それに……そっちこそ何も分かってないな。ヒトとしてのプライド？　そんなつまらないもの関係ない。黒髪の猫耳美人がご主人様なんて、単に最高なだけだろうが!!」

			「やめて下さいやめて下さい!!」

			　幸貴の性(せい)癖(へき)暴露に巻き込まれたルナが、魂の底から必死に叫んだ。鬼達も予想外なセリフに、一瞬リアクションに迷う。

			「ご主人サマだぁ？　はっ、分っかんねーなオイ。そんな地味でだせぇ格好した雌(めす)なんかの、どこがいいんだよ？」

			「ふっ、男のくせに美学の分からない奴だぜ。いいか？　ファッションっていうのは、単に露出が高く派手な格好をしてればいいってもんじゃない。誰に対しても乳と尻と太ももを出しているような女なんかに萌えられるか？　どーせ見るだけなら、グラビアの袋とじで充分だろ。むしろ、彼女のように清(せい)楚(そ)で大人しめな格好の中身を想像するほうが、はるかにロマンに満ち溢(あふ)れているだろうが！」

			「さっきからいったい何を言ってるんですか、あなたは！」

			　羞(しゆう)恥(ち)のあまり顔面を真っ赤に紅潮させた彼女が悲鳴をあげるが、しかし幸貴の美学トークは止まらなかった。もう誰も、彼を止めることはできない。

			「見ろ。そして想像するがいい。一見すると扇(せん)情(じよう)的(てき)な部分などない、首元までキッチリと覆(おお)われたシャツ。しかし、そのシンプルで比較的大人しめな服装であっても、隠しきれない豊満な胸！　Ａラインのワンピースによってマークされた、くびれたウエスト！　そして、少し裾(すそ)が長めな膝(ひざ)丈(たけ)のスカートから、わずかに覗(のぞ)くあの美脚！　秘する花を知ること、秘すれば花なり。秘せずは花なるべからず。もちろん、俺は女性の肌見せを否定したりはしない。若くはつらつとした健康美あふれる肢体であれば、それに似合う服装というものもあろう。だが！　だが！　そこにしか注目しないなんて、男としてはしょせん三流！　こういう『いつもは控えめで隠してます。でも私、実は脱ぐと凄いんです』的な服装の奥に隠された身体(からだ)の魅力に気づけてこそ、真の男ってもんだろうが!!」

			　拳を固め、極めて真剣に、極めてアホなことを力説する。

			　鬼たちは、敵の予想外の奇襲によってあわや敗北の危機にさらされた将軍のように、声を詰まらせてたじろいだ。なぜそこでたじろぐのかは分からないがたじろいだ。たじろぐ必要もないのにたじろいだ。馬鹿な奴らである。

			　しかしこうなると、ここで誰よりもいたたまれないのが、話題に挙げられたルナである。彼女は身の置き場がないように身体を縮こませる。だがそのせいで腕の間に挟(はさ)まれた胸が、むしろ強調されてえらいことになっている。かえって逆効果だった。

			　一方で、幸貴の意味不明な理論に圧倒された鬼たちのうち、一際体格のいい一人がなんとか気を取り直したのか、己の失態をごまかすように鼻で笑う。

			「ふ、ふん……なかなかやるじゃねぇか。確かに、お前の言うことは分からなくもない」

			　分かるのかよ、と正直ネタにされたルナとしてはよほど突っ込みを入れたかったが、そこは空気を読んでぐっと我慢した。正確にはこれ以上関わり合いになりたくないので、我慢した。

			「だが、その設定が通じるのは、相手があくまで『自分と対等』の奴だった場合だろうが。飼い犬が飼い主にどんな服着せられてようが、普通は関係ねぇだろ」

			「確かに。対等という意味では相応(ふさわ)しくないかもしれないな。少なくとも今のところ、俺が彼女に一方的によりかかってるだけだし」

			　ペットどころかヒモである。

			　慣れない異世界の土地とはいえ、幸貴は唐突に自らの不甲斐なさを自覚した。きりっとした表情で、ルナへと向き直る。

			「というわけでルナさん。ここはひとつ、お互いの立場をより明確にするために、俺に首輪をつけてみるというのはどうでしょう？」

			「つけませんから！　あなたの性(せい)癖(へき)に私を勝手に巻き込まないで下さい！」

			「いや、でもさすがに鎖(くさり)はちょっと……もちろん、ルナさんがそれを望むっていうなら、俺的にはギリギリオッケーなんですけど」

			「何がオッケーなんですか!?」

			「オイ！」

			　鬼の声に振り向くと、同時――

			「雌(めす)の分際でなに勝手に会話に入ってきてんだっつーの。うるさいよ動物」

			　ルナの顔面めがけ――

			「――あ」

			　無造作に振るわれた拳が――

			「……あ？」

			　咄(とつ)嗟(さ)に割り込んだ幸貴の横面に、命中した。顔面を殴打され、近くの壁へと無様に叩きつけられる。

			　鬼族の一撃。

			　本気ならば、壁をも砕く一撃。無論、相手も冗談半分でやったのだろうし、それなりに手加減はされていたのだろうが、それを差し引いても痛い。かなり痛い。シャレにならないぐらい痛い。頬(ほお)骨(ぼね)が砕けなかっただけマシだが、正直、首から上が吹っ飛んだかと思うような衝撃だった。

			「っ痛――」

			　脳が酩(めい)酊(てい)するような不快感。脳(のう)震(しん)盪(とう)でも起こしかけたのか、がくがくと哂(わら)う膝(ひざ)をなんとか叱(しつ)咤(た)しながら立ちあがる。

			「お前、何のつもりだ？　そんな猫かばって」

			「飼い主様をお守りするのは当然の役目だろ……」

			「ふーん」

			　つまらなさそうに頷(うなず)き。ルナに問答無用で蹴(け)りを放つ。

			　少し遠い。駄目だ。間に入るのも間に合わない。かわりに精一杯に腕を伸ばし、ギリギリのところで思いきり彼女を突き飛ばした。

			　こちらの意図を汲(く)んだのか、その華(きや)奢(しや)な体は力に逆らわずあっさりと後ろに飛んでいく。そして壁にあたる寸前、たたらを踏んで静止した。ナイス運動神経。

			　一方で、無造作に放たれた蹴り足は、幸貴のみぞおちを直撃する。彼がルナを庇(かば)ったのが気に食わなかったのだろう。その威力に思わず胃の中のものをすべて吐きそうになるが、大丈夫。今日はもう胃液以外は入ってない。

			「幸貴さんっ!?」

			　たまらず膝(ひざ)をつく幸貴を見て、ルナが思わず悲鳴を上げる。そんなことよりも早く逃げてくれないかな、というのが正直な本音だった。

			　人ごみを避けるようにして進んできたので、間の悪いことに周囲に人影はない。が、先ほどみせた敏(びん)捷(しよう)性(せい)、彼女自身の力などを考慮すれば、男たちの注意が自分に向いている間に、人(ひと)気(け)のある場所に逃げ出すことは可能なはずだ。

			（でもま、それをしないのが彼女なんだよな）

			　毒舌悪意が標準装備で、基本的に性格が悪いが、実は見ず知らずの行き倒れを放って置けないほどのお人好し。俺の猫耳天使。

			（まあ、そこがいいんだけど）

			　それに、名前で呼んでくれたし。胃の痛みも顔面の痛みも、その一言でチャラにできるぐらいにはご褒(ほう)美(び)だ。　

			「へェ……なるほど、そういうルールね」

			　鬼族の男が、面白がるように肩を竦(すく)めた。

			「最初は目障りな動物見かけたから、ちょーっとからかってやろうかと思っただけだったんだけど……そこまで抵抗されると、うん。少しムカついたわ。とりあえず、その猫はゼッテー殴る。それで、そこのペット殴るためには先にお前を倒せばいいっていうルールなんだろ？　人族のおにーさん」

			「……二度と言うなって、言ったはずだぞ。これで、三度目だ」

			「はァ？」

			「二度と彼女に対して侮(ぶ)辱(じよく)的(てき)な言葉を使うなって、最初に言ったはずだよな？　あんまり俺を怒らせるなよ。俺はキレるのも暴れるのもそんなに得意じゃないんだ」

			　口の中にわずかに広がる鉄の味。殴られた時に、唇(くちびる)でも切ったのだろうか。情けない。幸貴は彼女をかばうように、鬼族とルナの間に立ち塞(ふさ)がった。

			「ゆ、幸貴さん……」

			「王道パターンでいうなら、ここは俺に任せて先に行けってところなんでしょうけどね。いや、本当は逃げてほしいけど、やっぱり逃げる前に、こいつらにやってもらわなきゃならないことがありますよね。つーわけでお前ら、さっきの暴言について、今すぐ彼女に謝罪しろ。そうすれば、今回だけは許してやる」

			「は？　ばっかじゃねーの、お前」

			　多勢に無勢、その上満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の状態でありながら、降参するどころか堂々見栄を切る幸貴に、鬼たちが心底馬鹿にしたような顔を浮かべた。

			「何が許してやるだよ、偉そうに。何様だっつーの。お前みてぇな貧弱な人族風情が、俺らをどうこうできるとでも思ってんのか？」

			「言うじゃねーか。けどな、そういうことをほざく奴が、実際に勝てた例(ためし)はないって、それこそ昔からの王(おう)道(どう)パターンで決まってんだよ」

			「はいはい。おーどーおーどー。なんだよ、お前、実はオタク野郎か？　現実と漫画の区別がつかないってんなら、大人しく部屋にでも引きこもってろ。それともなんだ？　許さないってまさか、そこの雌(めす)のために俺ら三人の相手でもするつもりか？」

			「いや、さっきも言ったとおり、俺もそんなに荒事が得意ってわけじゃないからな」

			　ちらりと男の背後に視線を向ける。男の仲間たちは、二本角を中心に、こちらを挟み込むように行く手を塞いでいた。逃がすつもりも、その意図を隠すつもりもないらしい。

			「まあ、そうだろうな。アンタにその気がないんなら、別にいいんだ。さっさとその女を置いて――」

			「だから、こうしよう」

			　朗(ほが)らかに告げる。と、同時。

			　刹(せつ)那(な)の踏み込みで間合いを詰める。一瞬にして二本角と肉薄した幸貴は、神速の抜き手を放った。正確に顔面を狙(ねら)って伸びる攻撃を、しかし素早くかわす。頭部を後ろにスライドさせるようにして、間合いの外に逃れた男は、だが次の瞬間、頭部に激痛を覚えてうずくまる。

			　幸貴の指が、打ち込んだ時と違い、インパクトの瞬間にだけ伸びていた。

			　フェイント、などという大層なものではない。間合いをごまかし、リズムを崩す。

			　そして伸びた指先は、狙いどおりの一点に届く。大量に引き千切られた髪の毛。地面にうずくまる、頭の一部が見事にハゲになった男を、そのまま無造作に打ち倒す。

			「なっ――テメェっ!?」

			　残り二人が慌てて正気に返るものの、残念ながら幸貴の行動のほうが速かった。股間を容(よう)赦(しや)なく蹴り上げ、振り向きざまに回し蹴りの要領で、残り一人の顎(あご)を砕く。

			　三人の鬼が倒れるまで、ほんの一瞬のできごとだった。

			「あれ？」

			　ルナは首を傾げた。まるで間違い探しのような光景だ。何が起こったのかさっぱり分からない。
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			「あー、びっくりした。ルナさん、大丈夫でした？」

			「え？　いや、あの、大丈夫、ですけど。今、いったい何が……？」

			「え、何がって？　フツーに不意をついてコイツら撃退しただけですけど」

			　急所モロにやっちゃったから、しばらく目ェ覚まさないかもしんないですねー、などと呑(のん)気(き)にうそぶく幸貴を、茫(ぼう)然(ぜん)と見つめる。

			「在(あり)澤(さわ)さんて――」

			「幸(ゆき)貴(たか)です。呼びにくかったらユキでもタカでもいーですよ」

			「……幸(ゆき)貴(たか)さんて、強かったんですね」

			「ん？　言ったじゃないですか。俺は強いって」

			　確かに聞いた。だがこれは強いというレベルではない。人族は確かに、このワールドで主たる種として君臨しているが、それは彼らの強さに由来するものではない。単に繁(はん)殖(しよく)力(りよく)が強く、弱いが明確な弱点がなかったためである。少なくとも、一対一で戦って、鬼族を圧倒する人間など聞いたこともない。ましてや、それが複数など、不意をついたからと言ってできるものではない。

			「幸貴さんのいた世界って、ひょっとしてものすごく危険な紛争地域とかだったんですか？」

			「いんや。夜中に女子が一人で買い物行けちゃうぐらい、ぬるま湯ちっくな平和な国でしたよ。世界一安全な国とまで言われてましたね」

			「じゃあ、なんでそんなに強いんです？」

			「そこはこう見えてもいろいろ昔から頑張ってきたんですよ。いつ異世界に行ってもいいように。ホラ、行った先でどんな危険が待ち受けてるか分からないし、ガキの頃から真面目に道場通いしてたんです。備えあれば憂いなしってやつ。実際、こうして役に立ったわけだし」

			「だからって、あまりに非常識すぎると思うんですけど……」

			　人間が多少訓練した程度で、鬼族との力の差が埋まるとは思えない。

			「違いますよ、ルナさん。敵を倒すのに、腕力なんてそんな必要じゃないんです。柔(じゆう)よく剛(ごう)を制す。中でも特に、俺が通ってた道場は、もともと非力な子供や老人が、武装した男たちをやっつけるために編み出された技術ですからね。力だけの相手とか、そんなに怖くないです」

			「その子供たちは、いったいどういう状況で何と戦っていたんですか……」

			　幸貴の強さが想像以上だったのか、彼の話す胡(う)散(さん)臭(くさ)い由来にも突っ込む気力がないらしい。

			　だが実際、戦いに勝つのに、無駄な力は必要ない。彼が子供の頃から道場に通い、学んできたのは本物の拳法だ。

			　一般的に、洋の東西や流派を問わず、格闘技というものにはルールが存在する。もちろんそれは、試合などをする上で欠かせないものではあるが、中にはごく稀(まれ)に、そういったルールさえも存在しない、言い換えれば反則技が一切『ない』、そんな格闘スタイルがある。

			　殺人という暴力的解決法が意味をなさなくなった現代においては、もはや時代遅れとされるような『本物』の実践格闘術。必殺を旨とする殺人技法。そして、幸貴が身につけた技術は、間違いなく後者に分類されるものだった。

			　急所攻撃・不意打ち・人体破壊は当たり前。正真正銘、ルール無用のバーリトゥード。

			　殺人技能に徹底的に特化しただけあって、その威力は実にえげつない。柔よく剛を制すとはよく言ったもので、彼の道場では、年齢や性別は強さにまったく関係ない。

			　来年には古(こ)希(き)を迎える道場の師範代が、ポールペン一本で、剣道有段者の木刀を捌(さば)く姿を見た時は、さすがに苦笑いしか浮かばなかった。

			「……というか、荒事が苦手だとか言ってませんでした？　いったいどこが苦手なんです？」

			「いや、苦手なのは本当。攻撃にステータス全振りしちゃってるもんだから、昔から俺、手加減とか凄い苦手で。練習とかでもふつうに相手の靭(じん)帯(たい)ぶっ壊しちゃって、道場でもなかなか乱取りとかしてくれる相手がいなかったんですよねー。師範代にも道場以外での戦闘行為は絶対にやめるように言われてますんで。だから、ここで喧(けん)嘩(か)しちゃったの、内緒ね」

			　しー、と子供のように唇に人差し指を立てる。内緒もなにも、そもそも彼の出身が異世界である時点で、密告する術(すべ)はない。

			「それは、はたして苦手って言うんですか？」

			「うん？　でも喧(けん)嘩(か)が得意じゃないって意味ではあってますよね？」

			「なぜかしら……？　会話は通じているはずなのに、さっきからお互い意思疎(そ)通(つう)ができている気がしない……」

			「いやでも、うちの道場ってみんなこんなもんすよ？　昔っから先輩たちとか、平和のためのパトロールと称して、無害なおっさんを装(よそお)いながらカツアゲにきた命知らずな青少年たちをぼっこぼこにしてましたし」

			「平和の解釈が斬新すぎる……」

			「ラブ＆ピース？」

			「黙りなさい」

			　怒られた。冗談だったのに。ルナは頭痛を堪(こら)えるような顔で、倒れた男の傍(そば)にしゃがみこんだ。どうやら、本当に気絶しているか確認しているらしい。

			「本当に……気絶してますね。いくら強いとはいえ、人族の力で殴ったぐらいでは、普通彼らはダメージなど受けないんですが」

			「まあ、俺も本気で殺す気で殴(なぐ)りましたからねー。むしろ人間より丈夫で助かりましたよ。おかげで人生初の殺人罪にならずに済みました」

			「あなた、いったい何考えてるんですか!?」

			　きらりと歯をきらめかせ、サムズアップしながら、誇らしげにウインクをかます幸貴に、ルナが全力で怒鳴りつける。

			「いや、うちの道場って『相手が降伏したらトドメを刺せ』っていうのがモットーなんで」

			「最悪じゃないですか」

			　平和主義、どこに行ったんですかとぼやく。

			「それに俺としても、ルナさんにあんな無礼な発言する奴らに、手加減してやるような義理も情けも持ち合わせてないわけですし」

			「………………」

			　ルナはなぜか顔を紅くして沈(ちん)黙(もく)した。

			「ま、まあそれはいいとして、それよりこのヒトたちどうしましょう？」

			　気絶したままの鬼族を指差す。病院に連れて行ってやる筋合いもないが、かといってこのまま放置するのも気が引ける。

			「そうですね。せっかくの機会ですし、このまま解剖してみましょう」

			「駄目です!!」

			　ルナが真っ青になってとめた。今までの言動から、幸貴のシャレにならないセリフは本当にシャレですまない。

			「や、でもせっかくのチャンスだし。どこまでヒトと違うのか、俺もちょっと確かめてみたいっていうか、目の前の謎は解き明かしてみたいでしょ？」

			「どうしたらそんな猟(りよう)奇(き)的(てき)な発想が出てくるか、そっちのほうが謎です……」

			「じゃあ警察に突き出すとか？　てか、このまま放っておいちゃ駄目なんですか？　自業自得だし」

			「私も正直、それは思いましたけど。通行人に迷惑でしょうし」

			「あーそれもそっかー」

			　幸貴はうーんと考え込むと、やおら鬼族の足をむんずと掴(つか)んだ。そのままずるずるまとめて引きずっていき、ガコンと側(そつ)溝(こう)の鉄格子を外し、どさどさと三人を落とし込む。

			　汚水の流れる溝に、押し寿司のように押しこまれた男たちの姿は、はたからみると、まるで女子のスカートの中を覗(のぞ)こうと隠れ潜む変態のようだった。なまじ全員、顔が美麗なだけに変態度の想像が高まってしまう。

			「………………」

			「これでよし、と。――あ、ところでルナさん。俺、この世界でやりたい仕事を一つ思いつきました」

			「あ、え？　な、なんです？」

			　鬼族たちの哀(あわ)れな末路に動揺していたルナは、慌てて返事をした。

			「どうもこのワールドって、当初に想像してたより物騒なところみたいです。なので、あなたの店でボディーガードをすることに決めました」

			　驚きに目を見張る彼女に、幸貴がにっこりと笑顔を浮かべる。

			「俺を雇って下さい。ルナさん」

		

	
		
			閑(かん)話(わ)　その頃の彼ら

			　

			「なんだかひどく不愉快な予感がするな」

			「は？　何よいきなり」

			　唐突に目の前から聞こえてきた明(あき)道(みち)の呟(つぶや)きに、美(み)春(はる)は怪(け)訝(げん)そうに顔をしかめた。

			　どうやら、ただの独り言だったようで、彼は再び作業に没頭する。無視されたようでカチンときた。

			「ていうか、ちょっとは手伝いなさいよ。アンタ」

			　人が一生懸命働く中で、ソファにふんぞり返る幼(おさな)馴(な)染(じみ)に、半眼で告げる。

			　だが、彼女に睨(にら)まれても、当の本人はそ知らぬ様子だった。憎らしいほど整った顔には、申し訳なさの欠片(かけら)も浮かんでおらず、パソコンをいじる手をとめる気配がない。

			「別にいいけど。俺が手伝っても、余(よ)計(けい)に時間がかかるだけだぞ」

			「台所に立つ男はモテるって加(か)持(じ)さんが言ってたわよ」

			「加(か)持(じ)氏が誰だか知らんが、別に立たないからってモテない理由にはならんだろ」

			「モテない理由にはならないかもしれないけど、モテる要素は減るんじゃないかしら。最近は、夫婦共働きも増えてきてる時代だし」

			「別に相手に無理して働いてもらわなくても、養うぐらいできるし」

			「バリバリキャリア志望かもしれないじゃない」

			「多分、そういう隙(すき)のなさそうな女とは、気が合わないだろうから大丈夫。つーか、宿題の論文を書いてやる代わりに、うちの家事労働を引き受けるって、お前が申し出たんだろうが。俺に手伝いを要求してどうする。契約違反だぞ」

			「あのねー、仮にそうだとしても、こんな可愛い女子大生を一人だけ働かせるなんて、人として間違ってると思わない？」

			「いや、どちらかというと、お前みたいなちんちくりんが大学生だという事実のほうが間違ってる気がする」

			「ちんちくりんーっ!?」

			　ちんちくりんが悲鳴をあげた。よほど心外な言葉だったらしい。くりくりとしたどんぐり眼が、飛び出んばかりに瞠(どう)目(もく)する。

			「ひどくないひどくないひどくないっ!?　ちょっとそれはあまりにも失礼すぎるって言うか、アンタは繊(せん)細(さい)な乙女心をいったいなんだと思ってるのよ。このうっとりうっかり眼鏡野郎！」

			「うっかりはともかくうっとりって何だよ」

			　新しい単語だった。悪口かどうかも分からない。

			「だってお前、俺の知る限りもう十年ぐらい外見変わってないだろ。二次成長がまだっていうより、不老不死かっていうレベルだぞ。お前が成人とか、完全に詐(さ)欺(ぎ)だろ。それこそ、幸(ゆき)の大好きな異世界のエルフじゃないんだし」

			　もちろん彼らは、当の幸(ゆき)貴(たか)が異世界でそのエルフに外見詐(さ)欺(ぎ)にあっていたことを知らない。世界を隔てていても、彼らの絆(きずな)は繋がっていたのである。

			「失礼なこと言わないでよね！　ちょっとずつだけどちゃんと成長してるわよ」

			「そうかい。じゃあそんなご立派な大人相手だったら、別に手伝いはいらないな」

			「ムカつくー！」

			「ていうかな美(み)春(はる)？　お前、本気で俺に手伝いしてほしいか？　もし本当に、どおおおおおおしても手伝ってほしいっていうならやってもいいけど、二次被害の処理はお前の役目だぞ」

			「冗談よ。アンタに手伝わせるぐらいなら、蛇(へび)の手でも借りた方がマシだわ」

			「……蛇って手がねーじゃねえか」

			「つまり何もしないほうがマシって意味ね」

			　彼ら二人がいるのは、逆(さか)木(き)家のリビングだ。正確には、リビングのソファに座っているのは明(あき)道(みち)だけであり、美春はキッチンでせっせと料理をしている。

			　それなりに広い一軒屋なだけあって、キッチン設備もなかなかにしっかりしている。本来ならば幸貴の家はともかく、明道の家のような『家庭』の台所を使うのは、たとえ主婦という主の不在時であってもあまり好きではない。

			　なんとなく、不法侵入というか、他人の領域を勝手に荒らしている気分になるからだ。

			　しかし、この男と一緒にいる時は仕方ない。こと、家事関連における明(あき)道(みち)の使えなさ加減といったら、本当に半端ない。半端ないというより救いがない。犬に包丁持たせたほうが、何千倍もマシだろうというレベルである。

			　食事の支度がひと段落したところで、美春は額(ひたい)の汗を拭(ぬぐ)った。室内は適度に冷房が効いているが、やはり火の傍(そば)にいると暑い。

			「ねー、明(あき)。喉(のど)渇いたんだけどー」

			「冷たいのが欲しいなら、冷蔵庫の中にアイスティーがある。他のがいいなら戸棚漁(あさ)って適当に淹(い)れろ。ちなみに俺はアイスティーがいい」

			　どさくさにまぎれて自分の分まで注文してきた。自宅とはいえ図々しい男だ。

			「あんたってほんっとーに何もしないわよねー」

			　いっそ感心したように呟(つぶや)くが、返ってきたのは画面から顔をあげもしない無精男の素っ気ない言葉だった。

			「だってうちのグラスはバカラだぞ。下手に俺が家事なんぞして、その結果グラスを割ったりしたら、お前弁償できるのか」

			「なんでアンタが割ったものの責任を私がとらなきゃならないのよ！」

			「人間、適材適所があるってことだな」

			　さながら一昔前の大黒柱のごとく、どっかり深く腰掛けた彼には、動く気配など欠片(かけら)もなかった。

			　美春は仕方なくグラスを二つ取り出すと、明道の分も注いでやった。喉が渇いていたので、先に自分の分を一気に煽(あお)る。茶葉の質がいいのか、美味しかったのが逆になんかムカついた。

			「それより明、さっきから何してんの？　また仕事の持ち帰り？　年下の可愛らしい女子大生を酷(こく)使(し)しといて、ゲームとかやってたら、さすがの私もキレるわよ」

			「キレるなよ。正当な取引の結果だろうが。まあ、仕事じゃないけどな。ネットの異世界フリーク掲示板で、幸の手掛りでもないか探そうと思って。奴も例の本をネトオクで落としたとか言ってたし、なんか参考になるかもしれないだろ」

			「ふーん……それで、なんかよさげなのあった？」

			「ああ、これを見てくれ。幸の奴がよく覗(のぞ)いてたサイトなんだ」

			「どれどれ」

			　美春がにゅっと身を乗り出す。

			「このチーム・邪教崇(すう)拝(はい)の掲示板に、異界より彼らが崇(あが)める偉大なる邪神、ダークネスデビルエンペラーの召(しよう)喚(かん)に成功したと書いてある。ひょっとしてこれが幸かも」

			「……どうしよう、予想以上に予想外だわ。いくら幸が本当に異世界失(しつ)踪(そう)したからって、まさか、こいつの精神防御率がここまで落ちてるとは……とりあえず近所の病院につれていくべきかしら」

			「なんでだよ」

			　らしくないギャグだと思いたいが、もし本気だったらそれはそれで困る。心労と疲労のあまり、つい戯(ざれ)言(ごと)をほざいてしまったのだと信じたい。

			　美(み)春(はる)が今後の兄貴分の介護問題の心配をしていると、実際に冗談だったのか、明(あき)道(みち)は投げやりな様子でため息をついた。

			　頭痛でもするのか、眼鏡を外してこめかみを揉(も)み解(ほぐ)す。

			「ある程度、幸の情報を限定して掲載すれば、ひょっとしてそれなりの情報も集まるかもしれんが、それで小(お)母(ば)さんたちに見つかってもことだしなあ……」

			「そもそも、実際に人体消失しちゃった奴の行方をネット探索で探してもねー。その時点で方向性を間違ってる気がするわ」

			「正直、俺もそう思うんだが……まあ、やらないよりはマシだろ？」

			「どちらかというと、やるだけ無駄って気がするけど」

			　あっさりと言ってくる。真実なだけに容(よう)赦(しや)ない。

			「だったら他にどうしろってんだよ。まさか警察に捜索願い出すわけにもいかんし」

			「アンタが探しに行けばいいのよ」

			　あっさりと告げる美春の瞳は、逆になぜそうしないのかと、問いかけるようだった。

			「幸の描いてた魔法陣とやらはまだ残ってるんでしょ？　だったら、大事な大事な幸のためにアンタが迎えに行けばいいじゃない」

			「……そう簡単にはいかねーよ」

			　そう、そんな簡単にはいかない。

			　奴の形見（注・まだ死んでいない）であるところの魔法書によると、幸貴が転移したワールドそのものへは、彼が残した転移陣を使えば、確かに行くことが可能だった。しかし所(しよ)詮(せん)、追跡できてもそこまでである。

			　仮に幸貴が転移したワールドに辿り着くことができても、奴がいつまでもそこに留まっているとは限らない。ワールド内にしても移動はするだろうし、あるいは、そこからさらに別のワールドに転移していないとも限らない。

			　確実に奴を見つけるためには、奴自身に由来する『マーカー』が必要となる。

			（だいたい、俺が書いた原書と比べると、だいぶ書き換えられてるのが問題なんだよな……呪文なんて胡(う)散(さん)臭(くさ)いもん書いた覚えねえっつーの。これらがどれだけ転移先に影響を与えるかは、俺自身にも分からないし……）

			　声には出さず、胸中で呟(つぶや)く。悩んだ結果、最終的に思いついた答えはやはり一つしかなかった。

			「……涼(すず)夏(か)に相談するか」

			「え？　なんで涼(すず)姉(ねえ)が出てくるの？　ていうか幸の家族には内緒にしとくって話じゃなかったの？」

			　涼(すず)夏(か)というのは幸貴の三つ上の姉の名だ。当然、明道たちも面識がある。

			「だが、小母さんたちにだって、いつまで隠しておけるか分からないだろ？　だったらいざそうなった時のために、ワンクッションおいておくっていうか、身内側にも事情を知らせておくべきじゃないかと思って。いくら付き合い長いっていっても、俺たちは結局赤の他人なわけだしな」

			「そうねー」

			　理路整然と説明してやると、美春はあっさりと手の平を返した。

			　理解したというより、馬鹿なので単純に反論が思いつかなかったのだろう。これが幸貴相手だと、それこそ理路整然と反論してくるので面倒くさい。奴は人の揚げ足を取ることに慣れすぎている。

			「でも、涼(すず)姉(ねえ)に知らせるっていうのも、ちょっと博(ばく)打(ち)じゃないかしら。迂(う)闊(かつ)に幸が行方不明なんて話したら、あのブラコンいったい何するか分からないわよ」

			「そうなんだよな……」

			　美春の言うことはもっともだ。だからこそ、明道はこれまでためらっていたわけだが。

			「……なんで俺、こんなことで悩まなきゃいけないんだろう」

			「え？　幸が馬鹿だからじゃないの？」

			「お前も凄くさらっとひどいこと言うな……」

			　そのとおりだけど。

			　たとえそれが真実であろうと、世の中には言っていいことと言うまでもないことがあるというのを、この学生は知らないのだろうか。　

			　社会に出て反省するといい。

			　だがそれよりも、この世間知らずの女子大生よりもなお、反省すべき人間がいる。

			　明道はうんざりとため息をついた。

			「まったく……あいつもそろそろいい歳なんだし、いい加減馬鹿ばっかするの、やめてくんねーかな。最後に尻(しり)拭(ぬぐ)いするのは、いつも俺じゃねえか」

		

	
		
			第四章　劇的☆ビフォーアフター

			　

			「お断りします」

			　ボディーガートとして雇ってほしい。そんな幸(ゆき)貴(たか)の願いは、もちろん反対された。

			　にべもなかった。

			　突然に、（しかも一方的に）働かせて下さい宣言をした幸貴に対して、ルナの反応は冷たかった。取り付く島もないとは正にこのことだ。

			　身元不明で挙(きよ)動(どう)不(ふ)審(しん)、暴力主義な異世界人の異性。確かにそれだけの要素が重なれば――というより、そのうち一つの要素だけでも、断る理由としては充分すぎる。

			　とはいえ、そこで大人しく引き下がる幸貴ではなかった。そもそも、彼がそんなにも物分りのいい男なら、社会人になってまで中二病を罹(り)患(かん)しているわけがない。

			　営業として鍛えあげたプレゼン能力をここぞとばかりに駆使し、ときにおだて、ときに理路整然と、ときに同情を引き、あの手この手で手段を選ばず、彼女の説得にあたった。

			　

			「――というわけで、この店で働くことになりました、在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)です！　本日よりよろしくお願いします！」

			「そっか、異世界からトリップしてきたなんて、在澤さんも大変だったんだね。ルナ姉さんの弟のルトです。慣れないことがあったら、なんでも相談してね。一緒に頑張ろう」

			「ははは、ありがとう、ルト君。でも在(あり)澤(さわ)さんなんて他人行儀だな。これから一緒に働く仲間なんだし、気軽に幸(ゆき)貴(たか)って名前で呼んでくれよ」

			「だったら僕のこともルトって名前で呼んで下さい。僕の方が年下だし」

			「分かったよ。ありがとう、ルト。よろしくな」

			「ちょっと、なんでいきなり仲良くなってるのそこ！　勝手に二人でよろしくしないで下さい！」

			　男同士の友情という奴か、初対面のわりに無駄にフレンドリーにルトと二人、握手を交し合っている。

			　ルナを姉と呼んだことから分かるとおり、ルトは彼女の弟である。義理の弟とかではなく、正真正銘血の繋がった実弟なので、もちろん彼も獣人である。

			　清潔感を心掛けたのか、黒いパンツに白いシャツ。成長過程のためか、肉付きが細いので、そういうユニセックスな服を着ていると、少女にも見えた。

			　世の女が嫉(しつ)妬(と)しそうなぐらい綺(き)麗(れい)な、さらさらとした銀髪に湖(こ)畔(はん)のような蒼い瞳。姉弟揃(そろ)って美形だが、顔立ちはあまり似ていない。それぞれが両親似と言っていたので、察するに両親両方が、タイプの違う美形なのだろう。実に爆発すべき遺伝子だ。

		

	
		
			[image: p128.jpg]
		

	
		
			　そしてルナに似ていないのは、顔の造りだけではない。ルトの頭から生えている耳は、ルナのものより一回りは大きく、尻尾(しつぽ)もふさふさしている。彼は狐(きつね)の獣人だった。

			「しかし銀髪狐耳美人のくせに、少女じゃないとかっ……!!」

			「あの……なんか、ごめんなさい」　

			　彼自身は何一つ悪くないはずなのに、落ち込む幸貴を気遣ってか、とても真(しん)摯(し)に頭をさげてくれた。クールビューティーを地でいくルナとは、外見だけでなく性格も似ていない。非常に人当たりのいい子だった。

			「そんなことより、私が許可もしていないのに、いつのまにか店員が増えているみたいなんですけど……」

			　ルナがじっとりとした眼差しで睨(にら)む。そのセリフは当然だったので、幸貴もそこに乗っかり彼女の不機嫌の原因へと視線を向けた。

			　しかし向けられた当人はまるで気にした様子もない。出会った時と変わらぬ、相変わらず頭のネジが一本抜けたような態度で、ほわほわと首を傾げる。

			「えー、未許可の店員って誰のことですかぁ？」

			「お前だよ！」

			「あなたもです！」

			　幸貴がビシリと指摘してやると、なぜかルナも乗っかってきた。実に心外である。

			「なに言ってんですか、ルナさん。俺はボディーガードとして働くってことで、およそ五時間にも及ぶ土下座の末に、ちゃんと同意をもらったじゃないですか」

			「五時間もよく微動だにせず土下座してられましたよね……あれはもう、一種の脅迫です」

			「はっはっは！　脅迫外交っていうのもまた、一つの交渉手段ですから」

			「頭に脅迫ってついてる時点でもう駄目だと思います」

			「あのあの私は、異世界人さんの担当ですから。やっぱり慣れない異世界で困ったりしないように、そばにいて万全にサポートする必要があるっていうかぁ」

			　うんざりしたようにため息をつくルナの様子に、先ほど突っ込みを食らった残りの一名が、元気に手を挙げながら聞いてもいない事情を説明する。

			「ですがエドナさん。あなた役所のお仕事はどうしたんですか？」

			　エドナ・タミーニャ。

			　呼んでもいないのに、いつのまにか店員として開店前の店に紛(まぎ)れ込んでいたのは、例の異世界登録時に担当をしていた駄目エルフだった。

			　役所でもないのに、業務の一環ということだろうか、きちんと制服を着ている。この場合のきちんとというのは、あくまで制服を着てきたという事実にかかっているだけであって、彼女の格好がきちんとしているかというと、決してそんなことはない。

			　相変わらず髪はボサボサで、相変わらず眼鏡は分(ぶ)厚(あつ)く、相変わらず服はしわくちゃだった。

			「心配いりません、これも仕事の一環です。異世界人さんが困ったり、余(よ)計(けい)なトラブル起こしたり、犯罪を引き起こしたり、盗んだバイクで走り出したりしないように、きちんとサポートするのが私の一番大切なお仕事ですからぁ。そのためにはやっぱり、同じ環境で一緒に働いてあげることが最適だって、上司に言われたんですぅ。なので、ここにいるのは出向扱(あつか)いですので問題ありません！」

			「ちゅーか、確かお前の部署って他にメンバーがいないんじゃなかったのか？」

			　本人がこう言っている以上（そしてわざわざ制服を着てきている以上）出向云(うん)々(ぬん)の話は本当なのだろうが、かといって本来の業務を放(ほう)棄(き)してきているとなれば、それは本末転倒である。

			「そうですよ！　でも大丈夫ですぅ！　異世界人と恋人は、いくら待ってたって普通は絶対に現れませんからぁ」

			「いや、恋人は諦(あきら)めずに探せばそのうち現れると思うんだけど……まあ、お前じゃ無理か。でもそんなこと言っても実際、俺っていう異世界人が現れたわけだろ？　だったら他にいてもおかしくないだろうが」

			「ですから、私があそこに勤めて以来、やってきたのは異世界人さんが初めてなんですぅ。上司に聞いてみたら、あの役所が建設されて以来初めてだって言ってましたぁ。なので、どうせ来ない相手を待つぐらいなら、常識のない異世界人さんのそばで健気にサポートしたり、珍(めずら)しい異世界人さんの観察記録をつけるほうが有意義だろうって上司が言ってくれましたぁ！」

			「えーっと、それってつまりただの厄(やつ)介(かい)払いなんじゃ……」

			　大人同士の会話に口をつぐんでいたルトが、遠慮がちに呟(つぶや)く。

			「そんなことはありませぇん！　なぜなら厄(やつ)介(かい)払いじゃないよってちゃんと上司が言ってくれたからです！　というわけで、私がいろいろ教えてあげますから、息をして生活してても周囲のヒトの迷惑にならないように、一緒に頑張りましょうね！　異世界人さん！」

			　にこにこと。

			　無邪気な笑みを（眼鏡の奥に）浮かべる汚(お)嬢(じよう)さんと、明らかに迷惑そうな顔を浮かべる、気品溢(あふ)れる美しい猫耳天使を見比べる。

			　結論は一つだった。悩むまでもない。幸貴は男らしくきっぱりと告げた。

			「チェンジで」

			　ざしゅっ！　と。彼の顔面が隣に立つ黒猫さんの爪研(と)ぎ板にされた。人の姿をしていても、やはりその内に秘めた獣性は失われていないらしい。さすが猫である。

			「っ痛ー。何するんすか、ルナさん？」

			「何は私のセリフです、幸貴さん。なんて失礼なことを言うんですか!?　仮にも女性に対して、言い方というものがあるでしょう！」

			「んなこと言ったって……」

			　言いたいことは分かるが、それは彼女の気にしすぎというものである。現に、そんな細やかさ繊(せん)細(さい)さなどまったくの皆無であろう駄目エルフは、特に落ち込んだ様子もなく「えー、なんでですかぁ？」などと呑(のん)気(き)に首を傾げている。幸貴は断られても悟らない駄目エルフに、一般常識を突きつけてやることにした。

			「なんでだぁ？　常識で考えてみろアホか！　いいか、ここは飲食店なんだよ。つまり、清潔が第一！　なのにいったいなんだ、お前のその格好は!?　朝起きてどころかここ何日か櫛(くし)を通してなさそうな、ぼさぼさの髪！　脂と汚れがこびりついたうっす汚ねえ眼鏡！　制服はせめて週に一回は洗濯をしろ！　シャツにはアイロンをかけろ！　ボタンなんかほつれてるじゃねーか!?　そんな清潔感という単語に真正面から喧嘩売ってるような、アンチクリーン系ダーティー女が飲食店で働こうなんざ、一万年と二千年早い！　味噌汁じゃなくて洗顔フォームできっちり油(ゆ)脂(し)を落として、風呂に入って全身さっぱりして、化粧水と保湿クリーム塗り込んで、最低限のメイクしてから出直して来い！」

			「意外に女のヒトの準備について詳しいね、幸貴さん」

			「なんでそんな細かいところまで知ってるのかしら？」

			「年の近い姉貴がいれば、こんなもん嫌でも詳しくなりますよ」

			　姉弟たちの素朴な疑問だったが、答えは特に伏(ふく)線(せん)のないものだった。

			　幸貴から口うるさい小(こ)姑(じゆうと)のような、あるいは意地悪なお局(つぼね)のような鋭い指摘を食らったエドナは痛恨の表情を浮かべた。

			「くぅっ……け、けど、髪の毛は四日前にちゃんと洗ったばっかりですよぅ」

			「四日も洗ってねぇのか、お前!?」

			　驚(きよう)愕(がく)というより、本気で引く彼の気配を察知したのだろう。エドナがあわてて弁明に走る。

			「あー！　ででででもでもでも！　エルフは種族的に垢(あか)が出ない体質なんですよぅ！　なので、もともとそんなにお風呂に入る習慣がないんですぅ！」

			「……とか言ってますが、本当ですか、ルナさん」

			「さぁ……えっと、私の周りにはあまりエルフっていないのでそんな詳しくは……少なくとも私は聞いたことありませんが……」

			「――だ、そうだ」

			「ええーっ!?　嘘じゃないです、本当ですよぅ！　それに不潔っていうわけでもないですぅ！　体だってちゃんと週に一回は洗ってますし……」

			「今すぐこの店から出て行け、そして今後俺の半径六三七八キロメートル以内に近づくな!!」

			　恐ろしい事実を平然と抜かすダーティーエルフに、幸貴は魂の底から叫んだ。ここが元の世界であれば、地球外撤去を命じられた距離である。

			　幸貴はＡＴフィールドを全開にした。そして心の障壁だけでなく、物理障壁として近くにあった椅(い)子(す)で相手をぐいぐいと扉のほうへと追いつめる。

			「ちょっ……やっ、な、何をするんですか、異世界人さん！　へ、へんなところ押さないで下さいよぅ、危ないじゃないですかぁ」

			「お前の存在のほうがよっぽど危険で危ない生物兵器だろうが。なんだ風呂が週一って、ありえねぇだろ。いったい何考えて生きてんだ、この世界のエルフは」

			　人の幻想をどこまでもどこまでもどこまでも細かく砕(くだ)いていってくれる、ある意味で期待外れの方向に期待を裏切らない奴だ。

			　そんなものに出会うためにわざわざ異世界に来たわけじゃない……！

			　そんなわけじゃないんだ……！

			「つーか、本気であったまきた。お前、今すぐ風呂に入って来い。そして最低限の清潔さを身につけてこい。さもなきゃこの先、未(み)来(らい)永(えい)劫(ごう)俺に近づくな」

			「そ、そそそそんなぁ!?　だってだって、異世界人さんのそばにいるようにっていうのは上司の命令で……もう職場のデスクも荷物もみんな片付けちゃったんですよぅ！」

			「受け入れ先の承(しよう)諾(だく)を取っていないにもかかわらず、なぜそんな思い切った真(ま)似(ね)をするのかはつくづく謎だが……それはそっちの事情だろうが。んなもん知ったこっちゃねぇよ。俺のそばにいたいというなら、せめて俺を不快にさせない程度の常識を身に付けてこい」

			「ででででも、私の家ってここからだとけっこう遠いですしぃ……それに、今月はちょっとガス料金が……」

			「だったらこの店のシャワーを使えばいいよ。ね、いいだろ姉さん？」

			「え？　ええ、そうね」

			　ぽんっと名案を思いついたようにルトが手を打つ。弟に話しかけられたルナが、少し戸惑いながら頷(うなず)いた。

			　この店は二階建て構造になっており、一階部分は店舗とキッチン、そして二階は事務所兼(けん)簡単な住居スペースとなっており、簡易ではあるが水回り設備もついている。

			「えー……でもそれはいくらなんでも申し訳ないっていうかぁ、私としても初めての場所でお風呂を借りるのは恥ずかしいっていうかぁ……」

			　なにを勘違いしたのか、ダーティーエルフが持ち合わせてもいない恥じらいを無理やり披露する。本人的には、ルナが見せた気遣いに乗っかって、女性らしさを演出しているつもりなのだろう。

			　しかし、そんな女子力マイナス五〇〇〇のダーティーエルフよりも、生まれた時から姉と幼(おさな)馴(な)染(じみ)のそばですごしてきた幸貴のほうが、はるかに女心に精通していた。彼は、この時のルナが何を懸(け)念(ねん)しているのか、はっきりと理解していた。

			「大丈夫です、ルナさん。このエルフにいきなりここのシャワー室を使わせるような真似はさせません。ちょっと表の水道借りますね。おら、ついてこいダーティーエルフ。そんな汚れきった体で、この店のシャワーを借りれると思うなよ。まずはその溜まりきった汚れを外で下洗いするところから始めるぞ。つーか、どうせお前洗い方も下手そうだから、俺が直々に洗ってやる」

			「ま、待って下さいぃ！　いくらなんでもそれは……それは！　そ、外で体を洗うとか、へ、下手すれば私が捕まっちゃうじゃないですかぁ！　それに、いくらお風呂を借りるっていっても、服とかはどうするんですかぁ!?　私、着替えなんて持ってきてませんよぅ！」

			「てことはお前、最初から役所の制服姿でこの店の手伝いするつもりだったのか……」

			　その発想に今さらながらに戦(おのの)く。店にきたお客さんとかに、公務員の副業として通報でもされたらどうするつもりなんだろう。

			　その通報が誤解によるものだったとしても、およそ話を聞く限り、こいつの上司は絶対にかばってくれなさそうなんだが。むしろ、ここぞとばかりに嬉(き)々(き)としてこいつをクビにしそうだ。

			　だが確かに、シャワー後に制服を着せるわけにはいかない。

			　せっかく風呂で汚れを落としても、それではすべてが台無しである。こんな汚物は早急に破棄するか、問答無用でクリーニング屋に押し付けるべきだ。

			「あ、じゃあ着替えは姉さんの服貸してあげればいいんじゃない？　確か、値段に釣られて買った福袋に、姉さんが絶対に着なさそうな服があったよね？　あのピンクとかミニとかヒラヒラのやつ。あれだったら新品だし、姉さんも前に鏡の前で自分に当てた時、予想以上に似合ってなくてへこんだりしてたし、あげちゃっても問題ないと思うんだけ……ぶふっ!?」

			　ナイスな提案をしていた弟が、シャラップとばかりに繰り出された姉の尻尾(しつぽ)によってどつかれた。

			　……すげーな。獣人の尻尾(しつぽ)って、ビンタもできるのか。

			　フィクションの世界だけでは決して知ることのできなかった新事実である。ちょっとどつかれてみたいな、なんて別に思ってはいない。

			「……何を考えているんですか、幸貴さん」

			「イヤイヤ何も。いやいやいや、べっつに何も。じゃあ俺は、外の水場でこいつの髪の毛だけ下洗いしてきますね。ほら行くぞ。余(よ)計(けい)なとこ触んなよ。店の中のものに、お前の菌(きん)がついたりしたら困る」

			「いたっ、ちょっ、い、痛いです、異世界人さん……！　髪の毛をひ、ひっぱらないで下さいよぅ。そんなことしなくても、自分でちゃんと洗えますから！　だって、洗ってる最中にきっと服とかも濡れちゃうし……お、男のヒトにそんなところ見られるの恥ずかしいし」

			「文句を言うな。俺としても正直、こんな貞(さだ)子(こ)並にぼさぼさした髪には触りたくないが、可能な限りお前との接触面積を減らしたいんだ。それに、安心しろ。たとえ素っ裸の姿を見られるよりも、一週間風呂に入ってない状態のまま、世の中に平然と面(つら)出すほうがよほど恥ずかしい。心配しなくても、この先たとえ何があろうと、お前からセックスアピールを感じることはない」

			「し、失礼じゃないですか、それ!?」

			　そんなことを言いながら、自前の異世界リュックから手早くシャンプーリンスを取り出した幸貴が、ずるずるとエドナを引っ張りながら店を出て行く。

			　しばらくして、

			「ざっけんな!!　なんだこの髪の毛は!?　泡立たねぇじゃねーか、何度洗っても全然ちっとも泡立たねぇじゃねーか!?」

			「ひぃーん!!」

			　そんな二人の声が、外から聞こえてきたりした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、洗い流しを三回ほど繰り返したところで、エドナの髪の毛はようやく泡立つようになった。そこにいたるまでいったいどれだけの汚れを吸着していたのか。考えるだけで身の毛がよだつ。

			　結局、本人の髪が長いこともあり、完全に洗い切るまでに元の世界から持参した携帯用のシャンプーを使い切ってしまった。

			　長い髪を丁寧に梳(す)き、トリートメント剤をしっかり髪の毛に浸透させる。

			　いざ汚れが落ちてみれば、しっとりと濡れた金色の髪は、花弁のようなしなやかさにツヤツヤと輝いていた。枝毛など一本もない。キューティクルに溢れた美しい髪である。その美しさに感嘆するというより、逆にここまでのポテンシャルを持つ髪を、よくもあそこまで放置したものだと感心してしまう。

			　ついでに蒸しタオルで顔面の毛穴を開かせ、たっぷりと泡立てた石鹸で、デコルテラインまで綺(き)麗(れい)にしてやった。

			　服が服がと騒ぐので、底の部分に丸く穴を開けて、頭からゴミ袋をかぶせてやった。よく子供が家で髪を切る時、母親にやられるアレである。本人は不満そうな顔をしていたが、もちろんシカトだ。不浄な奴に発言権などない。

			　これだけでもずいぶんとこざっぱりしたものだったが、一度始めた以上は初(しよ)志(し)貫(かん)徹(てつ)をということで、体も洗わせることにした。

			　さすがにそれは自分でやらせたが、シャワーの前にバケツの中で手足を洗い『正しい汚れの落とし方』を教えてやったので大丈夫だろう。

			　シャワーの際に眼鏡がなくても大丈夫なのかと心配してやったら「それは伊達なので平気です」と朗(ほが)らかな笑顔で言ってきたので、その場で叩き割ってやったら泣いて抗議してきた。なんでも、度は入っていないが、紫外線避(よ)けのためのものだったらしい。知るか。

			　本人に任せると髪の毛も適当に乾かしそうなので、ここまできたら毒を食らわば皿までということで、こちらも面倒をみてやった。櫛(くし)を借り、熱風で髪が傷まぬよう少し離れたところからブローしていく。それまでに蓄積されていた汚れを綺(き)麗(れい)にすべて落とした髪は、清流のように柔らかな手触りで、シャンプーの清潔な香りがした。

			　化粧ポーチなど持ち歩いていないとぬかすので、化粧水がわりにすりおろしたきゅうりと食用オリーブオイルでも塗っておけと、幸貴が非常に男らしいアドバイスをしてやったのだが、ルナが手持ちの分を貸してくれた。

			　さすがに下着を貸すのは抵抗があるらしく（そもそも幸貴の目算によると、ルナのブラではエドナには合わない。サイズが大きすぎて）、仕方ないので着てきたものをそのまま着せた。

			　別に、そのぐらいはいいだろう。

			　そして――

			　

			「うわぁ。すごく綺(き)麗(れい)だよ、エドナさん」

			「え、えへへへ……そ、そうですかぁ？」

			「うん。その服もすごくよく似合ってる。ね、姉さん！」

			「ええ、本当に。身長も同じぐらいだし、サイズもピッタリでちょうどよかったわ。エドナさん、その服よかったらもらって下さい。せっかく買ったのに全然着ないのはもったいないなと思ってたんです」

			「えええええっ！　そんないいですよぉ、申し訳ないしぃ」

			「平気平気、いいからもらっちゃいなよ、エドナさん。どうせ姉さんは着ないんだし、それだったら似合うヒトに着てもらったほうが、服も喜ぶって。ねえ、幸貴さんもそう思うでしょ？」

			　ルトが無邪気に問いかける。その問いに。

			「…………………」

			　しかし幸貴は答えなかった。

			　目の前にいるのは――生まれてこのかた見たこともないような美しい（注、ルナさんは別格）、まさに誰もが夢見る正統派清(せい)純(じゆん)エルフだった。

			　輝く黄金のような豪(ごう)奢(しや)で美しく長い髪。緩やかなウェーブを描くそれは、片側に流す形で襟(えり)足の部分で一つにまとめられ、花の飾りがついている。

			　大理石のように澄んだ肌は夢のように白く、だがそこに病的な陰(かげ)りはまるでない。もともとあったかさつきとくすみは、保湿クリームとコンシーラーによって巧妙に隠されているせいか、まるで目立たない。

			　すらりと伸びた手足は細く華(きや)奢(しや)で、人形じみた繊(せん)細(さい)さを与えていた。実際に、彼女が生き物ではなく、腕のいい職人が丹念に作り上げた芸術品だと言われても信じるだろう。

			　手足や顔のパーツ、果ては髪の毛の一本にいたるまで。構成するパーツのすべてがすべて、まるで狙いすましたかのように、計算された完璧なバランスで配置されている。

			　何よりも印象的なのは、その瞳だ。かつては無骨なレンズの奥にかくされていた新緑のそれは、日の下で照らされることにより、この精巧な活人形に生物としての魂を与えていた。

		

	
		
			[image: p143.jpg]
		

	
		
			　なんだこれ。

			　なんなんだこれ。

			　ビフォアアフターが激しすぎる。

			　別人とかいうレベルじゃない。これはもう別生物だ。

			　かつてのダーティーエルフとしての面影は、もはやそこには欠片(かけら)もない。

			　動かず喋(しやべ)らず息しなければ、どこぞの有名な海外のモデルと勘違いしてしまいそうな、どこに出しても恥ずかしくない、完全体ともいえるビューティーエルフだった。

			　幸貴からのコメントを待っているのか、エドナは期待に満ちた眼差しで、ちらちらとこちらを窺(うかが)っている。

			　とてもうざい。

			　ついでに立ちかたがモデル立ちなのが最高にうざい。

			　思わず殴りたくなるレベルでうざい。

			「幸貴さん。こういう時は、そんなに難しく考えなくても、思ったとおりのことを素直にそのまま言えばいいんですよ」

			　こちらの沈(ちん)黙(もく)をなにと勘違いしたのか、隣に立つルナが得(え)たりと言わんばかりのわけ知り顔で、耳元にアドバイスする。

			　その助言に従い、とりあえず幸貴は素直に思ったとおりのことを告げた。

			「つーか誰だよ、お前」

			　そして再度、黒猫に容(よう)赦(しや)なく顔面をひっかかれた。

			　

			　その後、エドナは無事バイトとして仮採用となった。ダーティーからビューティーに変化したエドナを見て、幸貴の心がごとりと音を立てて動いたためである。

			「このレベルだったら、まあ人前に出しても問題ないでしょう。てなわけでルナさん、彼女も一緒に雇いましょう」

			「ちょ、ちょっと待って下さい！　確かに今のエドナさんはとても素敵になりましたが、雇うなんてそんな簡単には……」

			「姉さん、そんな冷たいこと言うなよ。困ってる人がいたら、手を貸してあげるのは当然だろ」

			「私が悪いの!?」

			「そうですよ、ルナさん。義を見てせざるは勇無きなり。情けは人の為ならず、って言うでしょ」

			「確かに言うかもしれませんが、あなたにだけはそれを言われたくありません！」

			　誰よりも正しいことを言っているはずなのに、誰も味方がいないという理不尽な状況に、ルナは思わず叫んだ。

			　かつての明(あき)道(みち)が、常日頃から味わっていた苦悩である。　彼ら二人が出会ったら、お互いソウルメイトになれるかもしれない。

			　そんなわけで、無事勤務初日となった。

			　幸貴は、以前ルナに借りた黒いエプロンを再び身につけていた。この喫茶店は特に制服がないので、一応このエプロンが店員の証(あかし)らしい。

			「でも、姉弟なのに種族が違うって、ありえるんですね」

			「別にさほど珍しいことではありませんよ。隔世遺伝で親と違う種族の子が生まれるのは、よくあることですし」

			「なるほど」

			「ちなみにうちの場合、父が狐(きつね)、母が猫の獣人です」

			「ああ、両方猫科ですもんね」

			「……狐は犬科です」

			「ちなみにちなみに、エルフはなかなか子供が生まれづらいので、今度最低でも一夫婦二人っ子政策っていうのが制定されたんですよぅ」

			「それはまたずいぶんと微妙だな……」

			　ボディーガードとして雇ってくれといった幸貴だが、何も江戸時代の用心棒よろしく、普段は店の奥に引っ込んでおり、肝心な時だけ『先生ちょっと……』などと呼ばれ、立ち回りを演ずる、などというつもりはない。

			　明道は一昔前の、働いたら負け、男子厨(ちゆう)房(ぼう)に入らず的な思考の持ち主だが、幸貴はどちらかというと、料理も家事も嫌いではない。むしろ日本男児として、感恩報謝の精神を持っている。恩は必ず返すべし。

			　そんなわけなので、彼も店員として働くことになった。

			　朝の開店準備から始まり、オーダー受注からレジ打ち。洗い物やごみ捨て、トイレ掃除は言うに及ばず、床のモップがけや、飲食店においては天敵でもある黒い害虫の退治まで請け負った。

			　最後の業務を完遂した時は、普段冷たいルナの視線の温度もあがり、半泣きで感謝された。彼女のデレに遭遇したのは初めてのことだった。

			　そしてエドナは予想通りというかお約束的展開というか、ほとんど役に立たなかった。

			　オーダーを間違え、レジ打ちでミスり、洗い物では皿を割った。

			　実に王道的なドジっ子ぶりだが、二次元ならばともかく、現実として身近にドジっ子がいた場合、生まれる感情は萌えではなくただの苛(いら)立(だ)ちと殺意である。

			　諸々のミスに関しては、幸貴が絶妙なフォローをいれることでなんとかなったが、食器損壊などによる実損分は、エドナのポケットマネーから実費で弁償させることにした。本人は宝石のような瞳に涙を溜めて嘆(なげ)いていたが、そんなものは知ったことか。

			「幸貴さんって、この仕事凄(すご)く手馴れてる感じだよね。手際もいいし。ひょっとして、元の世界でも同じようなことしてた？」

			「いんや。ただ、学生時代に飯屋でバイトしてたからな。なんとなく勝手は分かる」

			「へー、凄(すご)いな。いっそのこと、もうずっとうちで働いてくれればいいのに。姉さんより料理も美味いしさ」

			「それは名案ですぅ。異世界人さんがずっとここで働くなら、もちろん私もここでずっとずっと一緒に働きますからね！」

			「……オーナーの私を無視して、勝手に話を進めないで下さい」

			　キラキラとした眼差しでこちらを見つめるルトと（おまけにエドナと）雑談をしていたら、ルナにじろりと睨(にら)まれた。

			　幸貴の知らない、でもどこか懐かしさを覚える、馴染みない音楽が流れる店内は、客の数もまばらである。

			　もとより、さほど流行(はやり)の店というわけでもないらしく、多くの客が訪れるわけでもない。

			　懸念していた獣人排(はい)斥(せき)についても、それほど激しいものではなかった。

			　ただ、人族や他種族の客が来た時は、なるべく幸貴やエドナが接客にあたり、時折いちゃもんをつけてくる輩(やから)がいれば、やはり幸貴が物理的に対処した。

			　明らかに自身の倍以上の体(たい)躯(く)を持つ男を、腕一本で伸(の)す幸貴に、ルトは怯(おび)えるでもなく尊敬の眼差しを向けていた。

			　しかしその横で、ルナは相変わらず全力で引いていた。どこまでも対象的な姉弟である。

			　訪れる客に様々な種族が混じっていることを除けば、異世界の雰囲気はまるでない。ごく普通の喫茶店である。まあ飲食店なんてどこの世界もそう変わらないのかもしれない。

			　そんな生活をすごし、いつの間にかこの世界に馴染むうちに、いつしか幸貴は忘れていた。

			　いかに似ているとはいえ、この世界は異世界であることを。

			　道で偶然逢(あ)っただけの、なんの因縁もない赤の他人を、平気で迫害できる人種が暮らす場所なのだと。

			　彼はそんなことすら忘れて、異世界ライフをすっかり謳(おう)歌(か)していた。

			　だから罰(ばち)が当たったのかもしれない。

			　元の世界で彼を心配している幼(おさな)馴(な)染(じみ)たちに、呪いでもかけられたのかもしれない。

			　それは、なんだかんだで幸貴が、その状況適応能力をフルに発揮し、もはや古株の店員面をしても分からない程度に、この異世界に馴染んできたある日のことだった。

			　

			　ルナが誘(ゆう)拐(かい)された。

		

	
		
			第五章　幸貴さんの鬼退治

			　

			　在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)の一日は、パン作りから始まる。

			　喫茶店、ヘキセンハウス。それが彼の異世界での職場の名前だ。

			　店名でお菓子の家を名乗っているにもかかわらず、メニューにはなぜかスイーツが少ない。少ないというより、一種類しかなかった。アップルパイ、一ピース五〇〇イェンなり。

			「姉さんて、コーヒー淹(い)れるのは確かにうまいけど、料理のほうはそれほどでもないんだよね。でもアップルパイだけは、なぜか昔から得意なんだ」

			　納得。

			　なんというか、確かに。店のまかないで彼女が作った食事は、まあ食べられないことはないが、別に進んで食べたい味でもなかった。

			　いや、もちろん不満があるわけじゃないけどね！　べ、別に残さないのは食材がもったいないだけなんだからね！　というレベルだった。

			　自身もそれなりに料理が得意で、そこそこ舌の肥(こ)えている幸貴としては、及(きゆう)第(だい)点(てん)はあげられないかな、という感じである。　

			　朝からパンを焼くとはいっても、生地の発(はつ)酵(こう)には最低でも一時間はかかる。一から作るとなると、五時起きでもしなければ間に合わない。

			　なので、生地自体は前日に捏(こ)ねておいて、冷蔵庫で低温熟成発(はつ)酵(こう)させたものだ。

			　長時間かけてじっくり発(はつ)酵(こう)させれば、ドライイーストでもそれなりの仕上がりになるし、なにより一定の温度で生地を管理するため、発(はつ)酵(こう)時間の調節が容易だ。

			　美(み)春(はる)に教わった裏技だが、朝一に焼きたてパンを食べる時、重宝している。店のキッチンは、アップルパイを焼くためか、ちゃんとしたオーブンがついていた。電子レンジ兼(けん)のタイプではなく、壁に直接埋め込まれた本格的なガスオーブンだ。余熱がいらないのですぐ焼ける。

			　まずはモーニング用のパンを焼こうとしたところで、幸貴は妙な音に気づいた。

			「ん？　なんだ？」

			　店の外が騒がしい。聞こえてきたのは足音だった。なにやら凄まじい速度で近づいてくる。

			　足音というより、騒音というより、もはや爆音、音だけで推測がつくぐらい、どうにも尋常じゃない事態に、思わず目を丸くした。

			　何があったのかと外を覗(のぞ)こうとしたところで――

			「幸貴さんっ!!」

			　ばたんっ！　

			　重厚な木製のドアを派手に蹴(け)り破り（比(ひ)喩(ゆ)ではなく本当に蹴(け)り破った。獣人は腕力だけでなく脚力も凄いらしい）、顔面からおびただしい汗を流して、鬼気迫る形(ぎよう)相(そう)で店に飛び込んできたのは、予想通りというか、見覚えのある少年だった。

			「ルト？　どうしたんだ？」

			　どうしたんだは、二重の意味で、だ。

			　月光のごとき美しき髪には、カラス避(よ)けのネットが張り付いていた。

			　どこぞの地面でも踏み抜いてしまったのか、片足は泥まみれだ。

			　ぜえぜえと派手に息を切らしたルトは、呼吸が整うのも待たず、大声で叫んだ。

			「幸貴さんっ!!　実は、今、大変なことがっ！」

			「みりゃ分かる。どした？」

			「どどどどどどどどどど――」

			「落ち着け。ド音だけでお前と意思疎(そ)通(つう)できるほど、俺は上級者じゃないぞ」

			「どどどどどどど、どうしたもこうしたもわりしたもないよ!!　とにかく一大事が緊急に大変でつまりその――」

			「わーったわーった。大変なのは分かったから、とりあえず本当に落ち着けって。文法おかしいぞ、お前。んで？　なにが一大事だって？」

			「姉さんが――」

			　それを告げようとする瞳が、薄く揺らぐ。不安か――あるいはその事実を、自分でも信じたくはないのか。

			「姉さんが、誘(ゆう)拐(かい)されたんだっ!!」

			「……はぁ？」

			　日常で聞くにはあまりに穏やかでないワードに、思わず幸貴が怪(け)訝(げん)な声をあげた。しかし、目の前の少年のうなだれ具合を見ると、どうにも冗談ではないらしい。

			　悲しみを浮かべたその姿は、まるで天に帰れないと嘆(なげ)く天使のようだ。カラス避(よ)けネットがなければなおいいのに。

			「ルナさんが誘(ゆう)拐(かい)されたって？　それってマジなのか？」

			「うん。昨夜、ちょっと買い物に行って来るって出て行ってから、帰ってこないんだ。僕は先に寝ちゃったんだけど、朝になってもまだ帰ってきてなくて。そしたら、郵便受けにこんなものが……」

			　はい、と封筒が差しだされる。そこには宛名も差し出し人の名前もない。あったのは中に紙が一枚きり。内容は短かった。

			「……なんて書いてあるんだ？　これ」

			「え？」

			「いや、俺こっちの字は読めないんだよ。言葉は分かるけど」

			　素直に告げると、ルトは一瞬怪(け)訝(げん)な顔をしたが、すぐに文章を読み上げた。

			「『女は預かった。返してほしければ、下記の場所まで一人で来い。追伸・通報したら女は殺す』」　

			「ほほぅ……」

			　ストレートな脅迫状だった。まあ読むまでもなく、なんとなく展開は想像がついていたことではあったが。

			「ずいぶん直球な脅迫だな。それにしても、なんでルナさんがさらわれたりするんだ？　あれか？　例の獣人排(はい)斥(せき)の一環とかか？」

			「違うよ。この手紙、鬼族の匂いがついてる。きっと、奴らが姉さんを――」

			　赤い唇を噛(か)み締(し)めて、悔しげに呻(うめ)くルトに、幸貴は再度首を傾げた。

			「なんで鬼族の奴らがルナさんをさらうんだ？」

			「えっ？」

			　今度の『え？』は、先ほどと比べて驚(きよう)愕(がく)度の割合がかなり高かった。それを証明するように、彼の綺(き)麗(れい)な顔には『何こいつマジで言ってんの？』と書かれていた。

			「……いや、だって、鬼族だよ？　ほら、前に姉さんが道で絡(から)まれた時、幸貴さんが英雄(ヒーロー)のごとく颯(さつ)爽(そう)と鬼族をぼこぼこに倒して、あげく側(そつ)溝(こう)に埋め込んだって話をしてくれたじゃん」

			「ああ、言われてみりゃ確かにそんなこともあったな」

			「何でうろ覚えなのさ！　とにかく、きっとそのことを恨んだ奴らが、復(ふく)讐(しゆう)に姉さんをさらったんだよ。姉さん個人が狙われる理由なんか、他に思いつかないよ」

			「でも、あれはもう解決しただろ？」

			「えっ!?」

			　今回の『え？』は驚(きよう)愕(がく)度が一番高かった。副音声をつけるなら『何言ってんだ馬鹿かコイツ!?』だろうか。

			「殴って気絶させた奴らを、下水の流れるドブに埋め込んだあげく、そのまま帰ってきちゃったんでしょ？　間違いなく根に持ってるでしょ」

			「………………」

			　幸貴はしばしはてなと、きっかり首を九〇度傾げ――

			「マジで？」

			「当たり前だろっ!?」

			「いやだって、言ってもそれってあっちの自業自得だろ？　俺だってちゃんと気遣って窒息しないように、仰向けに埋めてやったわけだしさ。そんな恨(うら)まれるほどひどいことしてないと思うんだけど。喧嘩両成敗っていうか」

			「両成敗っていうか、かなり一方的な制裁劇だと思うんだけど。幸貴さん、ロクに被害あってないし」

			「二回殴られたぞ」

			「それを対価に等価交換を言い張るのは、さすがに無理だと僕でも分かるよ……」

			「ていうか、なんで連中、ルナさんの居場所が分かったんだ？　誓って言うが、現場に身元が特定できるような物的証拠は残してないぞ」

			「うーん、獣人(ぼくたち)ほどではないけど、鬼族もそれなりに鼻が効くからなぁ。姉さんの匂いを追跡するのも不可能じゃないと思うよ」

			「ストーカー予備軍みたいな奴らだなぁ」

			　感心したような幸貴の言葉に、ルトは嫌そうな顔をした。自分にも同じことができるので、けなされたように感じたらしい。そんな少年の心情など気にも留めず、幸貴はうーんと唸(うな)って考え込んだ。

			「そっか。まあとりあえず、今日は店、お休みかな。オーナーがいないのに、勝手に開けるわけにもいかんし」

			「気にするところ、そこっ!?」

			「一日店を開けないことで、売り上げに多少影響が出るが、緊急事態なので仕方ない。ところでルト、そこに書いてある場所分かるか？」

			「うん。まあ、一応分かるけど……」

			「俺一人でも行けるところかな？」

			「そんなに遠くはないからって……まさか、一人で行く気なの!?」

			「だって、そうしないとルナさんに危害を加えるって書いてあるんだろ？　だったら、俺一人で行かないと」

			「そんな……無茶だよ!!　いくら幸貴さんが普通の人族より強いからって、こんなあからさまな状況で、相手が何も仕(し)掛(か)けてこないはずないじゃないか！　絶対何か罠があるよ！」

			「みなまで言うなルト。俺だってもちろん、そのぐらいは分かってるさ」

			　ルトからの制止の声に、幸貴はふっと笑みを浮かべた。その様子を見てルトがはっと気づかされたように口を噤(つぐ)む。

			　そうだ。

			　少し――というか、かなり妙なところはあるが、彼はそもそも馬鹿ではない。これがどれほど危険な事態かは、自分のような子供よりもよほど理解しているだろう。それでもなお、彼は行くと言ってくれるのだ。他ならぬ、姉のために。

			　人族の青年は決意するように、ぐっと拳を握り締(し)めた。

			「邪悪にして悪(あく)辣(らつ)なる鬼族。そいつらに拉致された猫耳美人。届けられた挑戦状。そして、その難関に挑むのは、どこからともなく現れたミステリアスな異世界人、すなわち俺！　これはつまり……フラグが立ったということだな!?」

			「――え？」

			「となると当然、このフラグを回収し終えた後に待つのは、嬉し恥ずかし憧れの恋愛イベント！　卑怯な鬼族に、果敢に立ち向かう俺！　ルナさんの中に生まれるほのかな恋心！　そしてその先に待つハッピーエンド！　となればこのフラグ、回収せずしてなんとする！　むしろ折(お)ってたまるものか！　任せておけルト！　たとえどんな難関が待ち構えていようと、ルナさんは俺が必ず助け――ぶっほ！」

			「ヒトの姉のピンチだってのに、何ふざけたこと言ってんだ、アンタ!!」

			　アバンチュールへの情熱に燃える独身男のダダ漏れな妄想に、ルトが本気でキレた。怒尻尾が天をついたケモミミ少年に、素でどつかれた。

			　厚さ一〇センチ以上ある木製の扉を、一撃で粉々にする腕力を秘めた獣人の力である。

			　あ、危ねぇ……

			　打点の瞬間にインパクトずらしてなかったら、本気でやばかった……

			　まったくひどい奴である。いったい何を考えてんだ、こいつは。

			　それはどう考えても、まるきり今の幸貴にこそ当てはまるセリフだったが、あいにくとこの場にそれを指摘する人物はいなかった。いや、属性はツッコミ役でこそないが、正確にはこの店にはあと一人――

			「なるほど……話はすべて聞かせてもらいましたぁ」

			　本人的には一応シリアスを気取りつつ、しかし語尾を間抜けに伸ばしながら現れたのは、エドナだった。

			　ちなみにどこから現れたのかというと、店の奥にあるトイレからである両手にゴム手袋を装備したダーティーエルフは、端整な顔に神妙な表情を浮かべてみせた。

			「私もルナさんには常日頃からお世話になっている身。何より、無力な女性を誘(ゆう)拐(かい)し、人質にする卑怯者なんて許せませぇん。かくなる上は、及ばずながら私もお手伝いさせていただきますぅ！」

			「いや、いいからすっこんでろよ。本気でちっとも及ばないんだから」

			　何やららしくもなく熱い決意に満ちたエルフのセリフを、幸貴が容(よう)赦(しや)なく一刀両断した。呆(あつ)気(け)なく切り捨てられたエドナが、途端にぶわわっと涙目になる。

			「ひ、ひどいですぉ！　わ、私だって、私だってルナさんのことが心配なのに！　本気で心配なのに！　なんで異世界人さんはいつもそうやって私に対して冷たいんですかぁ。ちょっと冷たすぎませんかぁ？　ででででも、あ、諦(あきら)めませんぉっ！　私だって、絶対、ルナさんを助けるために力になってみせるんですおぉっ!!」

			「……いや落ち着けって。お前なんか、語尾の伸ばしかたが基本設定とズレてないか？」

			　興奮のあまりか、キャラ設定にブレが生じているようだった。

			「こ、これが落ち着いていられますかぁ。だ、だって……女の子の友達って、私、ルナさんが初めてなんですぅ。今まではずっと、なぜか女の子に避(さ)けられちゃってて……」

			　現在の彼女ならばともかく、ダーティーエルフ時代の彼女をみれば、男女の性別関係なく、近くのものは皆軒(のき)並(な)み離れていくだろう。まったく疑問の余地のない、納得のいく理由である。

			「だからっ……だからせめて、生まれて初めて私と仲良くしてくれたルナさんだけは……家族以外で生まれて初めて、私とまともに目を合わせて話してくれたルナさんだけは、なんとしてでも助け出したいんですぅ！　そのためなら私、なんだってしてみせますぅ!!」

			　固く強く。華(きや)奢(しや)な拳を握り締(し)め、しかしこれ以上なく揺るぎない決意に満ちた表情で、彼女は強く断言する。

			　その予想以上に固い決意に驚くというよりも、予想以上に痛すぎる過去に慄(おのの)いた。避けられるだけならまだしも、目も合わせてもらえなかったってどんだけだ、こいつ。

			　しかしぼっちという背景のもと、あまり頼り甲斐のなさそうな決意に燃えるエルフに、ルトが感極まったように瞳を潤(うる)ませる。

			「ありがとう、エドナさん……そこまで、姉さんのことをっ！」

			「はいぃっ！　もちろんですぉ！　ルナさんは私のたった一人の大事な大事な大事な大事なお友達なんですぉ！　あんなに素敵で優しいヒトが、ひどい目にあうなんてゆるせませぇん！　みんなでっ！　力を合わせて！　今すぐルナさんを助けにいきましゅお!!」

			「まあ待て」

			　勢い勇んで、今にも店を飛び出しそうなダーティーエルフの、ダーティーじゃなくなったからこそ触れる金髪をむんずと掴(つか)んで、幸貴が引き止める。

			「焦る気持ちは分からなくもないが、とりあえず落ち着けって二人とも。いくらルナさんを助けるためとはいえ、無(む)謀(ぼう)無(む)策(さく)に突っ込んだところでどうにかなるもんでもないだろう。相手はご丁寧にもこうして挑戦状まで送りつけ、準備万端で待ち構(かま)えてるんだぞ？　敵の状況も分からないまま駆けつけたところで、それこそミイラ取りがミイラになるだけだ」

			「で、でもっ！　それは分かるけどそんな悠長なこと言ってる場合じゃないだろ？　こうしてる間にも姉さんが――」

			「だからこそ、だよ。俺の世界には、敵を知り己(おのれ)を知れば百戦危うからずって言葉があってだな。いいか、ルト。これは戦争だ。本気で敵を殲(せん)滅(めつ)し、大切なものを取り戻すために戦う気なら――絶対に負けることは許されない。負けが許されないなら勝つしかない。どうせやるなら徹底的にだ。二度と奴らがこんなふざけた真(ま)似(ね)をしないよう、この世に生まれたことをあの世で後悔するまで、完全無欠に滅ぼしてやろう。そのためには準備が必要だ。焦る気持ちは分かるが、俺を信じてくれ。俺の身内に手を出したことを、奴らに後悔させてやる」

			　そうして彼は、特に緊張も不安もなく、ごく気楽な様子で続けた。

			「んじゃま、いっちょ鬼退治といきますか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　このワールドにおいて『人外』という言葉は決してひとでなし、という意味ではない。

			　一部の心無い者たちは別として、たいていの場合、この言葉は文字通りの意味しか持たない。つまり『人間』と『それ以外の種族』という意味だ。

			　分類上の基準が『人間種』となっていることに関しても、単に人数比の問題でしかない。あえて付け加えるとするならば、一般的に特別な種族特性を持たないので、多種族との比較基準として使いやすい、ということぐらいだろうか。

			　侮(あなど)り、見下せる存在ではないが、同時に危険なわけではない。

			　このワールドにおける人族に対する認識は、当の本人たちも含めて、おおむねそんなものであった。

			　生物としてのスペックに劣(おと)る人族が、他の人外に対(たい)峙(じ)できるわけがない。

			　普通であれば。きっと誰しもがそう思うことだろう。無論のこと、ルナをさらった鬼たちも。

			　だから、奴らはきっと舐(な)めている。在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)という男の、馬鹿さ加減を舐(な)めている。

			　幸貴は叶う見込みなどほとんどないような夢物語を生涯の目標とし、幼少期どころか、その青春も含め――二五年の、その決して短いとはいえない人生のすべてを捧げてきたのだ。馬鹿は馬鹿でも、並大抵の馬鹿にできることではない。

			　本気になった馬鹿がどれほど恐ろしい存在なのかを、その脅威と凄まじさを、きっと彼らは知らない。

			　在澤幸貴は異世界人である。ただし、チートではない。

			　魔力もないし、異能もない。勇者でもないし魔王でもない。

			　彼自身はただの平凡な、よくも悪くも特筆すべきところのない、普通の人間にすぎない。

			　だが、あえて、そんな彼の、他人との違いをあえてあげるとするならば、それは執念と集中力だろう。

			　たった一つの目標を――夢を、幼い頃から延々と永遠と追い求めた、飽くなき執念。叶(かな)う保証もない『Ｉｆ』、『異世界転移』などという途方もない目的に、彼は己の人生のすべてを捧げてきた。あらゆる不測の事態に備えるため、子供の頃からあらゆる研(けん)鑽(さん)を積んできた。

			　想像してみてほしい。

			　仮にあなたが、幼い頃に何か『夢』を、それこそサッカー選手から宇宙飛行士まで、様々な夢を描いていたところで、はたしてその後、どこまで努力できただろうか。

			　夢に抱くぐらいだ。最初のうちは興味を持って、取り組めるかもしれない。しかし、人は苦労には対価があると信じる生き物だ。

			　努力は報われなければ徒労になる。

			　目に見える結果がなければ、集中はいつまでも続かない。

			　だが、幸貴にはそれがなかった。

			　興味、好奇心、娯楽、遊び、付き合い。

			　そういった様々な方向性の中から、特出した集中力と異常な執念で、自分に必要なものだけを選びぬき、一〇〇％のパフォーマンスを発揮する。その集中力と執念は、もはや妄(もう)執(しゆう)とも呼べるだろう。

			　固定された観念。

			　揺らぐことない信念。

			　そうして築き上げた、二〇年来の想い。

			　もう一度言う。在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)に、特別な能力は何もない。

			　得意といえる料理や運動の分野に限ってさえ、彼には一流と呼べるほどの腕はない。

			　多才であっても天才ではない。そのことは、他でもない彼自身が誰より一番分かっている。

			　だが、なんの才能もない凡夫であれど、その人生における時間をすべて、一分一秒も休むことなく一つの目標に費やし、その努力を続けられたとしたら。

			　常識では考えられないほどの執念を持って、ある一点をつき伸ばすことができたなら。

			　あらゆるものを投げ捨て、没頭することができたなら。

			　それはいったい、どれほどの熱量を生み出すのだろうか。

			　彼の持つスペックのすべては、そうして自ら手に入れたものだった。

			　誰とも知らぬ神に、気まぐれで託(たく)されたものではないし、いつとも知らぬ間に、自然と手に入れたものではない。

			　確固たる目的と意思の下、努力によって培(つちか)われたものだ。単なる幸運や生まれ持った才能の上に胡坐(あぐら)を掻(か)いている者たちが、おいそれと敵うものではない。

			　加えて、この世界には『彼ら』がいない。

			　涼(すず)夏(か)が、美(み)春(はる)が。そしてなにより明(あき)道(みち)が。

			　幸貴の暴走を常に諌(いさ)めてきた、『ブレーキ』となるべき者たちがいない。

			　そう、だから。

			　限度をなくした凡人、見境も手加減もない馬鹿の本気がいったいどこまで『危険』なのか。

			　ただの愚(ぐ)直(ちよく)な努力によって、才能の壁を凌(りよう)駕(が)してみせた凡人が、はたしてどこまで辿り着いてしまったのか。

			　それはきっと、幸貴自身にも分からない。今はきっと、まだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　準備の前に、確かめておきたいことがある、と幸貴は言った。

			「現在の時刻が○(マル)七(ナナ)：○(マル)○(マル)。誘(ゆう)拐(かい)された時間が真夜中頃だったと仮定しても、あまりのんびりしてられる状況じゃないな。さっさと準備に取り掛からないと」

			　場所について。建物について。周囲の環境は、主要道路との距離は、一番近い警察の詰め所からどのぐらいかかるのか、周りに民家はあるのか、住人はどんなヒトか、入り口はいくつだ、図面は手に入るのか、周囲に高い建物はあるのか――

			　質問の嵐に、ルトはそれでも精一杯に答えていた。

			　だが、それでもやはり疑問が拭(ぬぐ)いきれないのか、困惑顔で尋(たず)ねる。

			「こんな質問、何のためにするのさ」

			「なんのためっつーか、念のためかな。格上に地力で劣るもんが挑むなら、相応の努力はせんと。ま、策はいくつあっても邪魔になるもんじゃなし、備えあれば憂いなしっていうだろ？　ご利用は計画的に」

			　にやりと笑うその姿は、囚われた身内を助け出そうと必死に知恵を絞っているというより、悪戯(いたずら)を企む悪童のようだった。

			　それも一歩間違えれば警察沙汰になり、さらに悪ければ重軽傷者まで出るような悪戯を、平然としかける類の悪童(クソガキ)だ。

			　しかし地元民のルトとしても、幸貴の質問は一から十まですべて答えられるものではなかった。

			「呼び出し先の場所ぐらいなら分かるけど、さすがに周囲の建物の高さや距離なんて知らないよ、幸貴さん……」

			「しかし俺の作戦上ではここは絶対に外せないポイントなんだ。せめて地図とかないか？　できれば高低線の入った一〇〇分の一スケールの地図！」

			「どこの家庭にそんな地図があるんだよ……」

			「ありますよぉ」

			　げんなりとうなだれるルトを差し置いて、平然と答えたのはダーティーエルフだった。

			「役所に行けば、この街のミニチュア立体模型がありますぅ。毎年作り直してるから、けっこう正確ですよぉ。そこまでしなくても、航空地図でよかったら、すぐにデータで取り寄せることができますぅ！」

			「でかしたっ!!」

			　エドナの言葉に、幸貴は歓声をあげた。この女をそばに置いて、初めてよかったと思えた。

			　エドナが鞄(かばん)からタブレットらしき謎の機器を取り出すと、意外にも素早い仕草で画面を操作する。

			　冷蔵庫や自販機があるのだから、タブレットやスマホがあったってなんの問題もないじゃないか。そんな異世界があったって別にいいじゃないか。

			　使用している機器についての疑問と議論はこの際置いておくとして、タブレットはとても便利だった。

			　エドナがセレクトした役所内データバンクの地図が予想以上に細かく的確だったので（しかしファイル名に『関係者以外閲(えつ)覧(らん)禁止』と記載されていたのは気のせいだったのだろうか）知りたいことはおおよそ知れた。これでだいたいの目(め)処(ど)がついた。

			「……よしっ！　これなら、俺の考えた手が問題なく使えそうだ！　よくやったぞ、ダーティーエルフ」

			「わぁい、ありがとうございますぅ。褒められましたぁ」

			　得たりとばかりに満足げに頷(うなず)く幸貴の横で、エドナは珍しく褒(ほ)められて喜んでいた。チョロい女である。

			「……うしっ！　それじゃ早速準備にかかるぞ。作戦はこんな感じでいくから、とりあえずルトはガンガン作業に取り掛かってくれ。やり方は説明したとおりだ。分からないことがあったらすぐに聞いてくれ。そうだな――『弾数』は最低でも二〇発は欲しい。その間、俺は『砲台』を作製するから」

			「ちょ、ちょっと待ってよ、幸貴さん」

			「ん？　なんだよ。早くしないとその分ルナさんを助けにいくのが――」

			「いや、そのことだよ。確かに、幸貴さんの作戦なら鬼族が何十人いても殲(せん)滅(めつ)できるだろうけどさ、やっぱりちょっと準備に時間がかかりすぎだと思うんだ。こんなことをしてる間に、姉さんがどんな目に遭(あ)わされるか……」

			「あのなー、それについてはさっきもう話したろ？　結論が出たことを蒸し返すな。時間がないっつーなら、こうして議論してる暇さえもったいないと思わないか？」

			「それはそうだけど――」

			「でもルト君の気持ちだって分かりますぅ！　私だって、ルナさんのことがすごくすごーく心配ですからぁ……だったらどうでしょう！　ここは二手に分かれませんかぁ？」

			「なんだと？」

			　突然のエドナの発言に、幸貴が怪(け)訝(げん)に眉根を寄せる。

			「ですからぁ、お二人はここでこのまま作戦実行のための準備をしていて下さいぃ！　その間、私が呼び出しの場所に行って、なんとか時間を稼いできますぅ！」

			「そんな……駄目だそんなの、危ないよ！」

			　彼女の申し出にルトが悲鳴をあげる――あげたものの、彼の瞳は惑(まど)うように揺れていた。

			　実際、悩ましいのだろう。確かに、幸貴の作戦は間違いない。彼の考えたプランでいけば、この戦は確実に勝てるだろう。

			　だが、弟の立場としては、助けに行くまでのタイムラグは決して無視できるものではない。姉の性別を思えば――そして身(み)贔(びい)屓(き)かもしれないが、姉の容姿を思えば――単純な身の安全以上に懸念すべきことがある。

			　幸貴は言葉にこそ直接出しはしないが、どうもそのあたりのことは別にどうでもいい――いや、それはさすがに言い過ぎかもしれないが――それでも多少の被害は仕方ないとすら思っている節(ふし)がある。

			　怖くてとても直接聞くことはできないが、彼の淡白な反応を見ていると、幸貴はヒトが傷つくとかヒトを傷つけるという行為に、異常なまでに抵抗が少ないように思えた。

			　感情よりも理性が優先される、というか。どこか、思考が怪物じみている、というか。

			　ひょっとすると今だって『無事ですむならそれに越したことはないが、多少傷つく程度のことは仕方ない』とさえ思ってはいないだろうか。

			　それを思うと――弟として、姉の身柄を最優先するならば、確かにエドナの提案は渡りに船だった。

			　むしろ、諸(もろ)手(て)をあげて歓迎できる、こちらからお願いしたいぐらいの名案だ。しかし、そのプランでは、彼女自身の安全がまったく保証されない。

			　ダーティーエルフ時代の彼女であればともかく、アフター状態の彼女では、その容姿を思えば姉と同じ危険がある。

			　姉を助けたい。だが、そのために他の誰かを犠牲にしてもいいのか。理性(アタマ)はそれが合理的だといい、しかし感情(ココロ)がその邪魔をする。

			　少年の葛(かつ)藤(とう)を見抜いたのか、エドナがそっと微笑(ほほえ)んだ。

			「大丈夫ですぅ、ルトくん。ルナさんを助けるというのは、私が自分で決めたことなんですから、あなたが気に病む必要はありませぇん。それに、この場に私が残っていても、あまり役に立ちそうにはありませんしぃ……」

			「それは……」

			　思わず言い淀(よど)む。確かに彼女のこれまでの不器用レベルを鑑(かんが)みるに、この場での戦力にはなりそうにない。むしろ邪魔にしかならない。

			「それに、私はこう見えて長き時を生きる者(エルフ)です。単純な肉体強度やスペックでいうなら、鬼族なんかにひけはとりませぇん」

			「確かに」

			　幸貴も納得して頷(うなず)く。

			　仕事でミスするたびに、どつかれ張り飛ばされ蹴り飛ばされてなお、壊れなかった彼女の潜在スペックを思えば、時間稼ぎのための壁役ぐらいは充分に務まるだろう。

			「エドナ……ルナさんのために自らの危険さえかえりみないというお前のその覚悟、俺がしかと見届けた。よってここに、お前が戦い抜くための一助として、俺から餞(せん)別(べつ)の品を進(しん)呈(てい)しよう」

			　と、幸貴が神妙な顔で自分の世界から持ってきた巨大なザックをごそごそ漁(あさ)り、中から『あるもの』を取り出す。それを見たルトが、ぎょっと目を見張った。

			「ゆ、幸貴さん……？　それって……」

			「ん？　ああ、心配すんなって。ちゃんと安全装置はかかってるから。別に暴発したりはしないよ。――エドナ、使い方は分かるな？」

			「え？　えええええっと、はははははい。あのこれ――」

			「もしもの時は遠慮なく使え。１ジュール協定なんぞガン無視した、俺のとっておきの力作だ。俺の可憐な猫耳天使をさらった馬鹿どもに、目にものみせてやれ」

			「は、はははは、はいぃ！」

			「ちなみにコレ、実はここで声紋認識して、ここをこうするとこうなる仕組みになってるんだ。これなら安心してお前も使えるだろ？」

			「うわぁ、こ、これ凄(すご)いですぅっ！　これなら私でも大丈夫ですぅ！」

			「いやいやいやいやいや！　大丈夫じゃないでしょ大丈夫じゃ！　いくらなんでもさすがにマズいでしょそれは！　そんなの使ったりしちゃ、逆にこっちが犯罪だよ！」

			「なんだよ、そう心配すんなって。これただのレプリカだから。たんなるオモチャだってオモチャ。ほら、本物は危ないしさー」

			「ほ、本当？　じゃ、じゃあ別にヒトは撃てないんだよね？」

			「いや撃てるけど」

			「レプリカじゃないの!?」

			「だから本体はレプリカなんだって。本物と同じ材料と構造で作ったレプリカ。それを俺がさらに魔改造して、本来の数倍の威力と効果を持たせただけの、ただのレプリカ。少なくとも、購入の際にはなんのライセンスも必要ない、安全なレプリカだって」

			「今魔改造って言った！　本来の数倍の威力って言った！　ていうか、材質構造が同じな時点で、それもう本物と変わらないじゃないか！」

			「まあ、俺のいた世界じゃ、対人に使用したりしたら、間違いなくお縄になるぐらい威力があるのは確かだ。けど状況を考えれば、別に今回エドナが使っても過剰防衛にはならんだろ。だいじょぶだいじょぶ」

			「全然ちっとも大丈夫じゃないよ！　このワールドでもそんなもの使ったら、間違いなく捕まるから！　ていうか、所持してるだけで犯罪なんだけど！」

			「最近いろいろ厳しいからなー。実は俺も、実戦投入するのは初めてなんだ。いやあ、元の世界じゃとうていできない役得だぜ」

			「だから、この世界でもそんなもの使うのは犯罪なんだって！」

			　大事なことなので二回言った。でも聞いていなかった。

			「そんなもの使うのは、犯罪なんだってば。幸貴さん……」

			　嬉(き)々(き)として凶器の手入れをする相手が、聞く耳持たないのを承知の上で、もう一度呟(つぶや)く。

			　頼る相手を間違えたかもしれない。ルトは少しだけ、素直にそう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――こんなことをして、ただで済(す)むと思ってるの!?」　

			　後ろ手に縄で縛られたルナは、軋(きし)むような声をあげた。その問いかけに、意味がないと分かっていても。

			　実際、その問いには一切返事がなかった。傍に佇(たたず)む男たち。その誰もが皆、自分をいないものとして扱っている。

			　手足を縛られ、身動きのとれない彼女を、嘲(あざけ)るでも陵(りよう)辱(じよく)するでもなく。ただ空気のように、そこに転がすだけ。

			（別に、いいんだけど）

			　彼女とて女性である。こんな状況に、危機感の一つも抱かないわけではない。

			　空気扱いというのは実に業(ごう)腹(はら)ではあるが、それでも不本意な行為を強いられることに比べれば、はるかにマシだった。

			（まったく……服が汚れるじゃない）

			　どこかの廃施設なのだろうか。床を含め、お世辞にも綺(き)麗(れい)な施設とは言いがたかった。馬鹿どもの巣(そう)窟(くつ)になる前に、さっさと取り壊してしまえばいいのに、こんなもの。

			（本当に、鬼族にはロクな奴がいない）

			　仮にも店舗を経営するものとして、ルナ自身は今まで種族差別をしたことはなかったが（種族別による入店拒否などは禁止されている）さすがにこんなことがあっては、今後鬼族に対する目線は厳しくならざるをえない。

			　たとえ理性では、種族すべてが悪いわけではないと分かっていても。

			「――でもよぉ、この雌(めす)攫(さら)ってきたのはいいけど、本当にこんなのが役に立つわけ？　その人族の男？　そいつがどんなもんかは知らんけど、俺らがここまで手ェかけるほどでもないだろ」

			「一応だよ、一応。あの野郎、わけの分からんへんなトリックみたいなの使いやがるからな。じゃなきゃ俺がただの人族ごときに、あんな簡単にやられるわけねぇし。それに人族のくせに、変な趣味があるみたいだからな。まあ、役に立たなかったら、後で適当に輪姦(まわ)すなりなんなりすればいいべ？」

			「ていうか別にそれ、今でもいんじゃね？　待ってるのも暇だし、面だけ見りゃ、そんなに悪くないしさー」

			「ヤりたいってなら好きにしろよ。俺はそんなケモノ臭いの、興味ねーし。それに、その程度の面の女なんて、いくらでも引っ掛けられるしな」

			「違えねえ」

			　ギャハハッと牙をむき出して哂(わら)う。汚い言葉。耳にする価値のない雑音が、否が応にも聞こえてくる。

			　瞳を閉じれば視界を遮ることができるが、手足を縛られたままでは、耳を塞ぐことはできない。彼女は声に出さず、胸中で毒づいた。

			（やれるもんならやってみなさい）

			　紡ぐ思念が呪(じゆ)詛(そ)となり、視線とともにそれを飛ばす。

			（私はこう見えて――怒らせると怖いんだから！）

			　いざとなったら喉笛でも噛み千切ってやる。数の力には勝てないにしても、せめて一矢は報いたい。そして、ある意味この事態を招いた最大の原因である男を、思い浮かべた。

			（幸(ゆき)貴(たか)さん――）

			　彼女としては別に彼を恨む気にはなれない。結果としては悪手に転んだとはいえ、あの時点で誰がこんなことを予想できるだろう。

			　少なくともルナを助けた時点で、彼自身にはなんの悪意もなかった。多少（けっこう）やりすぎな感はあったが、現状の鬼族どもの所業を思えば、いっそぬるすぎるぐらいの処置であったといえる。

			　むしろ彼女は、幸貴のことを案じていた。

			　あの男のことだ、ルナの状況を聞かされたら、必ず助けに来るだろう。たとえそれが、あきらかな罠だと分かっていても、彼はやってくるだろう。自分を助けるために迷いなく。

			　幸貴が強いのは知っている。

			　短い間だが一緒に働く中で、その実力は充分すぎるほど分かった。

			　普通の人間は鬼族相手にやりあったりしないし（実力云(うん)々(ぬん)の前にまず常識として）あまつさえ三対一で圧勝したりしない。だが反面、傍で見ていて分かったことがある。

			　幸貴の強さは『卓(たく)越(えつ)した技術による』強さだ。別に肉体強度や身体能力が、他の人族と比べて特別優れているわけではない。単純な力対決になったら、おそらくルトにすら勝てないだろう。それが分かっていたからこそ、彼女は幸貴が心配だった。

			　本気になった鬼族を相手にすれば、所(しよ)詮(せん)『人間』にすぎない彼は本当に殺されかねない。

			（だからあなたは来ないで、幸貴さん。お願いだから、どうか判断を間違えないで――）

			　獣人排(はい)斥(せき)は激化しているとはいえ、人権が剥(はく)奪(だつ)されたわけではない。

			　これは明らかな犯罪行為だ。素人がでしゃばったりせず、警察に通報すればいい。それが一番冴(さ)えた解決法だ。

			「けどさー、ラギ。その人族の男がこの雌(めす)を気に入ってるからって、素直に来るとは限らないだろ？　逃げ出しちゃったりしたらどーすんの？」

			　ラギ、と呼ばれたのは先日、幸貴にやられた二本角の男だ。見目だけは整った顔に、視界に入れるだけで虫(むし)唾(ず)が走るような、欲望むき出しの笑みが浮かんでいる。なまじ容(よう)貌(ぼう)が整っている分、その顔はひどく醜悪だった。まさしく、鬼の名に相応しい。

			「ああ、その可能性もなくはねーか。なんせ相手はひ弱な人間種族様だからな、ひゃははっ！　ま、そん時はこの『ご主人様』とやらの体に、あの野郎の居場所でも聞いて、ぶっ殺しにいけばいいだけだろ。なーぁ、雌(めす)？」

			　優位から見下す視線が、ルナの体に絡みつく。

			　ただただ不快なソレを、意思の力で断ち切るように、彼女は相手を睨(にら)みつけた。

			　こんな男の問いになぞ、答えてやる価値もない。その視線が、気に障ったらしい。

			　ラギという男の手がルナの髪を鷲(わし)掴(づか)みにして持ち上げる。苦痛を感じるが、極力表情は変えなかった。悲鳴も呻(うめ)きも堪(こら)えたまま、ただ沈(ちん)黙(もく)を貫きとおす。

			「……なぁんだ？　反抗的な目つきだな。お前、自分の立場分かってんの？　それとも、気持ちいいことしてほしくてわざとやってんの？　言っとくけど、あの男が来たからってテメーが無事にすむと思うなよ。俺は畜生なんぞに興味ねぇけど、俺らの中には悪趣味な奴もいるからな。少なくとも、おうちに返してもらえるのは、ここにいる奴全員の気がすんでからだぜ？」

			「彼が怖いの？」

			「――は？」

			「あの人が来るまで私に手をださないのは――彼のことが怖いからなんでしょう？　だったら別に、恐れる必要なんてないわ。一度起こったことだもの。繰り返しても、同じ結果になるだけよ。幸(ゆき)貴(たか)さんはね――幸(ゆき)貴(たか)さんは」

			　大人しく。

			　黙っているのが正しい判断なのは、分かっていた。正しくあるべきならば、ここでは相手の機嫌を損ねるような真似をするのは極力控え、警察の救助を待つ。

			　来るか分からないがとにかく待つ。

			　それが最善であり、挑発なんてもってのほかだ。だけど。

			　だけどそれでも、彼女はその方法を選べなかった。

			　このまま黙っていることはできなかった。

			「幸貴さんは確かに、趣味も頭も中身もおかしいし、一見人のよさそうな顔をしているくせにやることはいちいちえげつないわ。人を傷つけることに欠片(かけら)も躊(ちゆう)躇(ちよ)がないし、正当防衛の体裁を保ちながら、どこまでも過剰防衛で、時々引くぐらい物騒なところがあるけど。でも――」

			　でも、それでも彼は。

			「それでもあの人は、無抵抗の女を人質にとって脅迫するような、卑怯な真似は絶対にしないわ！　たとえ何人でかかろうと、同じことよ。一度起こったことですもの、もう一度同じことが起こるだけ。あなたたちみたいな下(げ)衆(す)な卑怯者に、幸貴さんが負けるはずないわ！」

			　――パァンッ。

			　怯(ひる)むことなく、怯(おび)えることなく、堂々と言いきったルナの頬(ほお)を、男の手が張り倒す。

			　鬼の腕力に抗(こう)しきれなかった彼女の体は、驚くほど軽く吹っ飛んだ。

			　怒り狂った――というわけでもない。男の横顔には、なんの感情の色も窺(うかが)えない。

			　ただ、路(ろ)傍(ぼう)に転がったゴミを踏み潰そうとするように、さらなる追撃をかけようとしたところで――

			「――やめなさいっ!!」

			　闇に刷(は)かれた閃(せん)光(こう)のように、廃屋の扉が勢いよく開かれた。その声には聞き覚えがあった。思わず視線を向ける。その先にいたのは。

			「エドナ、さん……？」

			「そこまでよ。今すぐ彼女から離れなさい」

			「……なんだ、てめぇは？」

			　現れたのが予想外の人物だったからだろう。鬼が怪(け)訝(げん)な顔を浮かべる。

			　人形じみた白貌、豪(ごう)奢(しや)な金の髪と鮮やかな緑色の瞳――そして鋭く尖(とが)った耳。エルフとして最もスタンダードな特徴を持つエドナの姿を見て、鬼が訝(いぶか)しげな声をあげた。

			「なんでエルフがここにいる？　なにもんだてめぇは」

			「彼女の友人です」

			　エドナが言葉少なめにきっぱりと答える。ちなみに言葉が少なめなのは、あまり喋(しやべ)るとボロが出るから、お前は可能な限り口を開くな、開くにしても最小限にしておけ、とここに来る前、幸貴から念入りに言い含められたからであった。

			　だがその端的な物言いと人形じみた容姿があいまって、今の彼女は普段の姿から想像できないほど、どこかしら高貴な威(い)厳(げん)のようなものを醸(かも)し出していた。

			　しかし、獣人であるルナの優れた聴覚は、ちゃんと聞き取っていた。「友人です」と言い切った際に、小さく「ですぅ」と語尾を伸ばしていたことを。

			　ルナの豊かな胸は不安でいっぱいになった。

			　もし仮に誰かが助けに来るとしても、てっきり警察か幸貴の二択だと思っていた。

			　まさかここでエドナが来るとは、完全に予想外である。なぜここに彼女がいるのかは分からないが、一つだけ確実に言い切れることがある。

			　助けに来てくれたことに関しては素直に嬉しいが、少なくともこの救援で事態が好転することだけは絶対にない、と

			「エ、エドナさん。あなたなんで……」

			　その問いに、彼女はルナを安(あん)堵(ど)させるように「ルトくんから事情を聞きました」と、にこりと笑い、そしてすぐに表情を引き締(し)めた。

			「彼女のことを助けにきました。あなたたちがやっていることは犯罪です。今すぐ彼女を解放しなさい」

			「偉そうに正義ごっこ気取るのは勝手だがな。およびじゃねンだよ、エルフのねーちゃん。俺らが呼んだのはてめぇじゃなくて、あのクソふざけた人族の野郎だ。ついでに、その条件に従わなかったら、この雌(めす)をぶっ殺すとも伝えてあったはずだぜ？」

			　言いながら、ラギが床に倒れたルナの体を爪先で蹴り上げる。

			「――ッゲホ！」

			「なんてことをするんですか!?　やめなさい!!」

			「って、言われてやめる馬鹿がどこにいンだよ。先に約束破ったのはそっち。このぐらいのペナルティは当然だろ」

			「手紙の内容には一人で来いって書いてあっただけでしょう？　私だって一人で来ました！　ルール違反はしていません！」

			「んなもん知るかよ。野郎はどうした？」

			「そんなこと、今はどうだっていいでしょう！　すぐに彼女を解放するんです！　さもないと、これ以上やったら私も本気を出しますよ！」

			　語尾が変わるだけでここまで人が変わってみえるのか。

			　普段のドジっ子ぶりからは考えられない、頼もしくも威(い)厳(げん)に満ちた彼女の制止に、一瞬鬼が気(け)圧(お)されたように黙り込む。

			　だが、それもほんの一瞬だった。

			「黙ってねぇだあ？　はっ、だったらどうだっつーんだよ。この人数相手に何をしようってんだ？」

			　ラギが馬鹿にするように鼻で笑う。しかし後ろに控えていた鬼の一人が、恐る恐るといった様子で告げた。

			「……なぁラギ。確かに女一人じゃ何もできないだろうけどよ。噂でしか聞いたことがないんだが、なんでも一部のエルフの連中は、今でも魔法が使えるって……」

			「魔法？」

			「ああ、あの女の余裕そうな態度を見ろよ。隠し技でもなけりゃ、この人数目の前にしてあんな堂々としてられるわけもねぇ」

			　言われてラギを含めた鬼族たちが、緊張の眼差しをエドナに向ける。

			　向けられたところで、エドナの態度には一切変化はなかった。涼やかに整った顔には複数の鬼族を敵に回したというのに焦りの色など欠片(かけら)もなく、多勢に無勢の状況であっても平然としている。

			　なるほど、その様子を見れば魔法などという胡(う)散(さん)臭(くさ)げな隠し技を持っていると言われても、充分に納得できるものだった。ことに――相手がエルフともなれば。

			　魔法――マギとは、今では失われてしまった秘技だ。科学の台頭とともに隠者はこの世での居場所を失い、魔術秘技の伝統も失われた。

			　魔力という使用者自身の資質に縛(しば)られ、個人を超人に変えてしまう技よりも、万人が平等に使える科学技術のほうがはるかに安定性と需要があったからだ。

			　だが、人外の中には不死族のように、その名のとおり不死の者やエルフのように永い寿命を持つ種族がおり、そういった者たちの間では、過去に失われた魔術知識が今でも受け継がれていた。

			　それを思えば――そして目の前の女の妙に堂々とした態度を思えば――このエルフが魔法なんぞというカビの生えた伝統芸能を身につけているという可能性も確かにある。

			　しかし――

			「ビビってんじゃねぇよ。魔法なんつーもんは、呪文が必要で――ようは、その前に取り押さえちまえばいいだけだろ？　みたとこ、そう力があるわけでもなさそうだし、そもそも腕力で鬼族(おれら)に敵う奴なんてそうそういねーよ。そうだ！　せっかくだから、一番最初にあのエルフ捕まえた奴が、懸賞として好きにできる権利を貰(もら)うってのはどうだ？」

			　いかにも名案を思いついたと言わんばかりのラギのセリフに、先ほどまで恐怖に怯(おび)えていたはずの鬼族たちの間から、途端に下(げ)卑(び)た歓声があがった。

			「おおー、そりゃいいな！　ラギ、ナイス！」

			「おっしゃー、んじゃ俺いただきー。実は俺、前からいっぺんエルフで試してみたいって思ってたんだよねー」

			「おいおい、待てよ。抜け駆けはズリーぞ。俺だってエルフとヤッてみたい」

			「はぁ？　お前さっき猫でいいっつってたじゃん」

			「猫でもいいけど猫よりもエルフがいいんだよ。んなもん当然だろ」

			「じゃあさー、ジャンケンにしようぜ。負けた奴が猫！」

			（勝手なことを……！）

			　口々に好き勝手なことを抜かす鬼たちに、ルナは内心で歯(は)軋(ぎし)りした。エドナに対する鬼たちの反応は、ある意味予想通りの展開であった。

			　このままでは自分だけではなく、無関係のエドナまでもが巻き添えになってしまう。それだけは、なんとしても避(さ)けなければ。

			（でも、いったいどうすれば――）

			　自分は動けない。先ほどから何度も、隙(すき)を見ては縄から抜け出そうとしているのだが、拘(こう)束(そく)は思った以上にキツく、容易には解けなかった。このままでは――

			「――へ？」

			　その様子に。真っ先に気づいたのはルナだった。

			　彼女の焦(しよう)燥(そう)にも気づかずに、鬼たちの様子にも構(かま)わず、エドナは慌てず騒がず懐(ふところ)に手を入れ、ホルスターの中から無骨なフォルムをした黒い鉄の塊を取り出し落ち着いた様子で照準を合わせて――

			「――ロック！」

			　その言葉は。

			　魔法の呪文――ではなかった。

			「ちょっ!?」

			　一拍遅れて鬼たちが事態に気づく。

			　一番近い距離に立っていた鬼が、咄(とつ)嗟(さ)にエドナに襲いかかるが。その時にはもうすでに――彼女の準備はすんでいた。

			　声紋認識プログラムにセットされた命令に従い、拳銃にセットされたカメラと射撃コンピュータが標的を認証し、対象物との距離、角度その他諸々を自動計算。

			　そして標的がクロスヘアと重なった時点で、トリガーコントロールシステムで引き金が引かれる。

			　タンっ――とその重みに反してやけに軽い、乾いた音が廃屋内に響く。

			　そして、同時に響いた、どさりっという重い水袋のようなものが倒れる音。

			　あとに続いたのはそれだけだった。悲鳴も、罵(ば)声(せい)も、何も生まれない。

			　耳が痛いほどの沈(ちん)黙(もく)が廃屋を支配する。その中でただ一人、その沈(ちん)黙(もく)を生み出した犯人であるダーティーなエルフだけが、得意げに胸を張った。

			「どうです、見ましたか？　これが私の本気です！　さあ、この私の秘められた力の威力を思い知ったのなら、素直にルナさんを解放して――」

			「何が真の力だ、拳銃じゃねえかああああああああっ!!」

			　エルフが握りしめる本気の正体に、思わずラギが絶叫をあげた。

			「オイふざけんな！　ふざっけんな、なんだその拳銃は！　いったいどこで手に入れたんだよ、そんなもん。つーかお前の本気って、魔法のことじゃなかったのかよ！」

			「しっ、失礼な！　誘(ゆう)拐(かい)犯にそんなこと言われたくありません！」

			「そっちこそ銃(じゆう)刀(とう)法(ほう)違(い)反(はん)だろうが！」

			「これはモデルガンです！　射出だって炭酸ガス直結で火薬は一切使ってないって、これを貸してくれたヒトが言ってました！」

			　ただし、モデルガンなのは外側だけで中身に関しては、購入ルートがバレたらそれだけで犯罪になる輸入品だ。まるごと改造してあるため、威力は火薬と変わらない。

			　まあつまりは、きちんと殺傷能力をもった非合法エアガンである。

			「モデルガンだろうがなんだろうが、ヒトを射殺しといてほざいてんじゃねえええええええええええっ!!」

			「しゃ、射殺なんてするわけないじゃないですか！　あのヒトはただ、頭を撃たれて脳(のう)震(しん)盪(とう)で倒れてるだけですよ！　この構造で鉛玉打ち出すと、本気で相手が死んじゃうからって、弾丸はプラスチック弾に替えてありますから！」

			　ちなみに念のため言っておくと、そもそもモデルガンの場合はプラスチック弾の方が正で、鉛玉なんてものはそれこそ外道の極みである。

			　第一、普通は売っていない。

			「だけど当たったら痛いです！　なので、降参して下さい！　ホラ、下がって！　こんな馬鹿な真似はやめて、怪我をしたくないヒトは大人しく下がって！」

			「ど、どうするよ……ラギ……」

			　さすがに魔改造エアガンを持ったエルフの乱入という事態は想定していなかったのだろう。鬼たちの中から、不安げな声があがる。

			「どうするもこうするもねぇだろ！　相手は女一人だ、拳銃だって一丁だけ！　そもそも、威力だけならともかく、射撃訓練もしたことがないような奴の弾なんぞ、そうそう狙って当たるもんじゃねぇ！　さっきのだって、どうせまぐれに決まってる！　囲んでぶん殴っちまえば、それで――」

			「ちなみにこれ、銃身の上に取り付けられた顔認証機能つきカメラが標的を捕(ほ)捉(そく)して、照準があった瞬間に自動で引き金がひかれる仕組みになってるそうなので、私の射撃の腕は関係ありません。むしろ、さっきだってまったく相手の顔を見ないで撃ってました」

			「いったいどこのイカれた狂人が開発しやがった！　そんな殺人兵器！」

			　床に倒れ伏したままのルナが冷や汗交じりにそんな二人の会話を聞いている。彼女にはその武器を開発した狂人にものすごく心当たりがあった。

			「欠点としては、標的の捕(ほ)捉(そく)に顔認証システムを使っているので、威(い)嚇(かく)射(しや)撃(げき)とかができない点だそうです。自動で顔面に照準あわせちゃうので、常に一撃必殺しかできないんだとか」

			「殺人以外のいったい何が目的で造ったんだ。そんな物騒なオモチャ!?」

			「分かりましたか？　分かったら大人しくしてて下さい。私が引き金を引かなくても、勝手に機械の方で引き金引いちゃうんですからね？　嘘じゃないですよ。さあ、ルナさん。今のうちです早くこちらへ――」

			「――エドナさん、危ない!!」

			「え？」

			　ラギとエドナが怒鳴りあう合間に、気配を殺してこっそり忍び寄っていたのだろう。彼女の後ろに迫って来た鬼が、エドナに襲いかかろうとした瞬間、いち早くそれに気づいたルナが、鋭い警告の声を上げる。

			　エドナは咄(とつ)嗟(さ)に背後の敵へと銃口を向けるが、それより速く振り上げられた拳が、容(よう)赦(しや)なくエルフの顔面をとらえた。

			　先ほど頬(ほほ)を張り飛ばされたルナの時よりもより容(よう)赦(しや)なく。華(きや)奢(しや)な体が朽(くち)木(き)のように憐れに転がる。

			「エドナさん!?」

			「うっ……」

			　エドナが呻(うめ)き声を上げながら、なんとか体を起こそうとする。少なくとも意識はあるらしい。そのことにほっとする反面、倒れた彼女に近寄る影にギクリとする。

			「よーラギ。さっき、早いもの勝ちだっていったよな？　んじゃ、このエルフのねーちゃんは、俺が一番乗りってことでいいんだよな？」

			　エドナを殴り飛ばした張本人が、下(げ)卑(び)た笑みを浮かべ、尋ねられたラギが仕方なさそうに肩をすくめた。

			「そういう約束だったしな。好きにしろよ。餌(えさ)は一匹で充分だろ。あー、どうせ待ってるだけじゃ暇だから、他にも興味ある奴いたら譲ってやれば？　エルフってけっこうレアいし。もち、一番はレンでいいから」

			「おっけー。んじゃエルフとヤりたい奴、手ェあげてー」

			「はーい、オレオレー」

			「あー、んじゃ俺もー」

			「じゃあ、お前らの中で順番決めとけよー。で、まずは俺とイイコトしよーぜ。だーいじょぶだって、あんま痛くはしないから」

			「オイオイ、マジでやりすぎんなよー。後がつかえてんだから」

			「エルフちゃんガンバレー。俺の時まで無事でいてくれよー」

			　鬼たちの間から無責任な野次が飛ぶ。

			「や、やだ……」

			　エドナが初めて恐怖と嫌悪に身を震わせる。

			　いや、正確に言うならば、彼女はずっと怯(おび)えていた。なけなしの勇気を振り絞って、ルナを助けるために鬼の巣(そう)窟(くつ)に単身飛び込んできたその時から、ずっと。

			　それを必死に抑えつけていたのだ。ただルナを助けたいがために。

			　違法改造拳銃で武装して、まぬけな語尾を無理やり矯正して。隙(すき)を見せず油断せず、彼女なりに最善を尽くしていた。彼女なりに必死に戦っていた。だけど。

			　張り詰めていた糸が、殴り飛ばされた恐怖によって、プツンと切れてしまった。

			「やだ、やだ……やめて……」

			　緑の瞳に涙を浮かべたエドナが、しりもちをつきながらじりじりと後ずさる。恐怖で腰が抜けたのか――あるいは、吹き飛ばされた拍子にどこか痛めたのか。

			　しかしその速度は泣きたくなるほど遅く、にじり寄る鬼の一歩にも満たない。

			　怒りに駆られたルナが叫ぶが、黙れと言わんばかりに、再び鬼が蹴りつける。苦痛に喘(あえ)ぐ。鬼の伸ばした汚らわしい手が、か細い足首を掴み、エドナの顔が恐怖に引きつる。そんな中、その音に、最初に気づいたのはルナだった。

			　獣人である彼女は、鬼やエルフと比較してもなお五感に優れている。

			　頭頂部にピンと生えた耳が捉(とら)えたのは、エンジンの排気音。それもひどく近い。ひどく速い。一向に減速の気配などみせぬまま、徐々に確実に近づいてくる。

			　そして、開け放たれたままの廃屋の扉。そこから、激しいエンジン音とともに、バイクに乗った青年が、弾丸のように勢いよく飛び込んできた。

			　オフロードバイク。

			　突如として現れた、仮面じゃなくヘルメットをかぶったライダーは、まったく減速することなく、むしろさらに加速をつけジャンプし、エドナを捉(とら)えようとする鬼の顔面に、ものの見事に着地した。

			　――ごしゃり。

			　人体――というか、生体からは絶対に聞こえてきてはいけない、とってもデンジャラスでクリティカルな音とともに、バイクに跳ね飛ばされた大柄な鬼の体が、冗談のように壁際まですっ飛んでいく。

			「レエエエェエエン――――――っ!!」

			　ラギが絶叫をあげ呼び掛けるが返事がない。ただの屍(しかばね)のようだ。

			　実際にはギリギリのところで着点をズラしてやったので、多分まだ死んでないだろうが。

			　人轢(ひ)きライダーはそのまますり抜けざまに腰を抜かしたエドナをかっさらい、ついでに床に放置されたままのエアガンを拾いにいく。いきなり首根っこをひっつかまれたエドナが「ぐぎえ」と悲鳴をあげた。

			　ぎゃりぎゃりぎゃりぎゃりっ――と派手な音をたてバイクが止まる。

			「でかしたぞ、ダーティーエルフ。よくぞここまで時間を稼いだ。もう大丈夫だぞ」

			　頭に被った防護用のタクティカルヘルメット。肩に下げた大き目のバッグには、なにか武器でも入っているのだろうか。顔面に装着した透明のゴーグルの奥で、日本人らしい真っ黒な瞳がにやりと笑う。

			「――俺、見参」

			「出やがったな、クソ野郎――」

			　仲間をバイクで轢(ひ)かれたラギが、剣(けん)呑(のん)な唸(うな)り声をあげる。それと同時に、背後に張り付いたエドナも泣き声を漏らした。

			「い、い、い、異世界人さん、私、わたしぃ――」

			　とっくに限界を迎えていたのだろう。語尾も元に戻っていた。

			「おーぅよくやった。予想外の大健闘だ。あとは俺が引き受けるから、お前は後方部隊としての任務に務めろ。場所は分かるな？」

			「は、はいぃっ!!」

			「行かせるか――」

			「そりゃ俺のセリフだっつの。行けっ、駄(だ)目(め)エルフ！」

			　幸貴の指示と同時に走り出したエドナを捕まえようと、咄(とつ)嗟(さ)に飛び出す鬼たちを、幸貴がこれ幸いとばかりに再び轢(ひ)きにいく。

			「おら、もういっちょ！」

			　遅れて出てきた真打は、改造エアガンで武装したエルフ以上の脅威だった。オフロード車の機動性をいいことに、曲芸のような器用さで巧みに車体を操りながら、前輪で跳ね、後輪で殴り、ボディの部分で体当たりをしかけ、逃げ惑う鬼族を容(よう)赦(しや)なく蹂(じゆう)躙(りん)していく。「あらよっと！」とかいう軽快な掛け声のわりに、やっていることは実にえげつない。

			　直列四気筒エンジンを搭載した機体を軽快に操る様は、さながら羊を追いまわす猟犬、あるいは闘牛士をなぶる闘牛のようだった。

			　追加で三人ほど跳ね飛ばした幸貴が、ついでとばかりにエンジンをフルスロットルさせ、一際体格のいい鬼――ラギを目指して突っ込んでいく。しかし、勢いよくウィリーした前輪が高々と持ち上げられ――

			「調子にのんなよ、人族風情が」

			　そのまま停止した。

			　空中に高く掲(かか)げられた前輪を、ラギが片手一本でわし掴(づか)みにする。

			　やはり、鬼族としての力は伊達ではない。

			　幸貴は咄(とつ)嗟(さ)にハンドルから手を離すと、バイクを蹴りつけてくるりと回転しながら後方に飛びのいた。同時に、今まで彼が乗り回していたバイクと言う名の凶器が、壁に向かって勢いよく叩きつけられた。

			「くそったれが……よっくもまぁ、好き放題にやってくれやがって……」

			　ラギが激しく唸(うな)るが、対する幸貴の態度は、怯(おび)えや反省の欠片(かけら)もなく、あくまでしれっとしたものだった。

			「知るか。先に手ぇ出してきたのはそっちだろ。うちの猫耳天使を誘(ゆう)拐(かい)しといて、無傷ですまそうなんて図々しいんだよ。ルナさーん！　もう大丈夫です、安心して下さい！　俺が迎えにきましたよ！」

			「ゆ、幸貴さん……」

			　鬼に対する態度をガラリと変えて、幸貴がぶんぶんと彼女に手を振る。現在の状況がまるで分かっていないような緊張感のないその様子に、思わず脱力しかけた。

			　しかし、あいにくとそこで和んだのは彼女だけだったらしい。鬼たちの殺気が高まった。馬鹿にされたとでも感じたのだろうか。

			「迎えに来た――とは、ずいぶんと余裕な態度だなぁ、クソ野郎」

			　ラギの歪(ゆが)んだ口の端から、鋭い牙がのぞく。

			「こんな雌(めす)のためなんかに、よく来たもんだぜ。やっぱアレか？　従順なペット君は、ご主人様のピンチには駆けつけるもんってか？」

			「当然。俺の現在の生活は、彼女に恵んでもらえる金銭を頼りに成り立ってんだ！　その人のピンチと聞いて、駆けつけないわけないだろう！」

			「誤解を招く言い方はやめて下さい！」

			　手足を縛られ、床に転がされてなお、彼女の羞恥心は健在だった。律儀に突っ込む。

			「まーぁ、その辺の事情はいいとして。こうして来たからには、それなりに覚悟はできてんだろ？　前回みてぇな不意打ちはもう食わねーぞ。そもそもこれだけの人数相手じゃ、手も足も出ないだろうしな」

			「手も足も出ないっていうか、すでにだいぶ減ってるみたいですけど」

			「うるせぇな！　減ってるったって、たかが人族一匹程度の相手ならこの人数でも充分だ！　それにこっちには人質もいるんだぜ？　下手に歯向かったりしたら、この雌(めす)がどうなるか分かってんだろ？」

			「あいっかわらず言動が小物な上に悪役だなぁ。ちなみに一つ聞いておきたいんだけどさ。俺の覚悟はともかくとして――そっちの覚悟は決まってるわけ？」

			「……なんだと？」

			「だーかーら、お前らの覚悟。前みたいに道端でちょっと絡んできた程度ならともかく、こうして罪もない女性を誘(ゆう)拐(かい)した以上、さすがに冗談でしたじゃすまないぜ？　そのへんの覚悟はできてんだろうなってこと」

			「覚悟だぁ？」

			「そ。汝(なんじ)深(しん)淵(えん)を覗(のぞ)くならば深(しん)淵(えん)もまた等しく汝(なんじ)を見返すものなり。これだけのことをしでかしておいて、まさか無傷で元の生活に戻れるだなんて、甘ったれたこと考えてんじゃねーぞ。言っとくけど、今回の俺はそこそこマジでキレてるからな」

			「だからなんだっていうんだよ」

			　ラギが鼻で笑う。

			「テメェ一匹がキレたところで何ができる。そうやってグダグダと説教するだけか？　そんな口先だけで、俺らを言いくるめられると本気で思ってるのか？」

			「いんや。これはただの時間稼ぎ」

			「は？」

			　呆気に取られるラギに、しかし幸貴は構(かま)わずに続けた。

			「覚悟があるかとさっき聞いたな。もちろんあるさ。そんなもの、今さら改めるまでもない。とっくの昔に終わってる。『ここ』に来ることを決めた時からずっとな。あいにく、今回覚悟を決めたのは俺じゃないよ。お前らのせいで、大切な家族を奪われた子供だ」

			　その言葉の意味が『本当に』分かったのは、ルナだけだったに違いない。はっと何かに気づいたように、彼女が顔を上げる。

			「だから『これから起こること』に関しては、全部お前ら自身の責任だ。お前らのやったくだらない悪事の結果が招いたできごとだ。反省と懺(ざん)悔(げ)をするなら今のうちだぞ。ま、どっちにしろもう手遅れだけどな。悪いがもう俺にすら止められない」

			「てめェ、さっきから何を言って――」

			「ロクな覚悟もねぇくせに、人の身内に手ぇ出したツケはきっちり払えっつってんだよボケ。ちょうどいいんでルナさん、そのまま床に伏せといて下さい。危ないですから」

			「え？　危ないってなにが――」

			「すぐに分かりますよ……３(スリー)・２(ツー)・１(ワン)！」

			　幸貴がカウントしながら指を折る。まさにその一拍後。

			　遠くで、何かが弾けるような音がした。遅れてわずかに香る、慣れない匂い。

			　―――火薬の匂い？

			　そしてさらに、その一拍後。

			　爆撃音とともに飛来してきたそれは、廃屋の窓ガラスを勢いよく突き破り、彼らの頭上に降り注(そそ)いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時はいったん遡(さかのぼ)る。

			「ねえ、幸(ゆき)貴(たか)さん。これいったい何の意味があるの？」

			「いーからやれ。口より先に手を動かせ。時は金なり。時間は有限なの。実の姉にピンチが迫ってるんだ。サボってる暇はねえぞ」

			「うん。姉さんが今、危険な状況にいるのは分かってる。なのに、僕らはなんでこんなことしてるんだろう」

			「悩むなルト。確かに一見小さな努力に見えるかもしれない。しかしこれはルナさんを助け出すための大きな一歩だ」

			「こんなのが？」

			「いーからやれ。口と一緒に手を動かせ。早くしないとあのダーティーエルフに持たせたエアガンが火を吹くぞ。あれけっこうマジに威力がシャレにならんから、ヒトに向かって撃つ前にさっさと援護に向かわないと、下手すりゃあいつが捕まる」

			「なんで被害者より加害者の身の心配をしなきゃいけないのか分からないんだけど……さっきの武器といい、この準備といい、幸貴さんがやる気になればなるほど、なんかどんどん不安が募っていくよ……あのさ。本当にコレ死人が出たりしないよね？」

			「大丈夫だろ！　……多分」

			「多分っ!?」

			「多分が駄目なら気分」

			「意味が分からないよ!?」

			「そう怒鳴るなって、少しは落ち着けよ、ルト」

			　興奮して声を張り上げる少年を、どうどうとなだめる。それでも作業の手は止めない。実際、時間に余裕があるわけではなかった。他にも、準備しなければならないことは山ほどある。彼を説得しようと、幸貴は口を開いた。

			「俺はな、元の世界では経済学部に通ってたんだ」

			「へぇ」

			「ちなみに、幼(おさな)馴(な)染(じみ)は法学部。奴の教材を読みながら、俺はある一つの真理を見つけた」

			「真理？」

			「ああ。いくら法律が絶対ったって、所(しよ)詮(せん)は作ったのが人間だ。完璧なものなんか存在しない、本気で探せばどんな犯罪であれ、抜け道は必ずある。だから、安心しろ」

			「その説明で、いったい何をどうやって安心しろっていうの!?」

			「まあ、最悪の場合、俺は元の世界に帰ればいいだけの話だから」

			「本当に最悪だよ！　僕はどうすんのさ、それ！」

			「一緒に来る？」

			「行くわけないでしょ!?　何言ってんの!?」

			　綺(き)麗(れい)な顔を真っ赤にして怒(ど)鳴(な)るルトを、まあまあと落ち着かせる。

			「そうならないように、今こうして頑張ってんだろ。大丈夫だって。こうみえて俺、元の世界でも前科は一個もなかったから」

			　鼻歌まじりに告げられる、まったく自慢にならない自慢に、ルトは軽い眩暈(めまい)を覚えた。

			　

			　そんなことを回想しながら――

			　現在、ルトは一人屋上に佇(たたず)んでいた。

			　こちらの布陣は、廃屋の向かい。

			　場所が場所だけに人気はないが、一応現在も立派に使われている四階建てビルの屋上である。屋上への扉にはロックがかかっていたので、装備一式背(せ)負(お)ってこっそりクライミングするハメになった。まったくもって、人使いの荒い異世界人である。

			　だがその苦労の甲斐もあって、準備はすでに万全だ。

			　狙撃などしたことがないので不安だが、弾道計算は幸貴がやってくれた。時間がないので試射はできなかったが、もとよりあれだけでかい的だ。多少ずれても問題ない。

			　都合のよいことに、ルナも地面に伏せている。

			　問題は、覚悟だった。　

			　こんなもの、打つのも触れるのも初めてだ。しかも、人気がないとはいえ、ここは街中。警察にでもバレたら、間違いなく捕まってしまう。

			『お前、この期(ご)に及んでまだそんなこと言ってんの？　ルナさん助けるのに必要なことだろ。実の姉貴のピンチだってのに、常識とかつまらないことに拘(こだわ)ってんじゃねえよ』

			　呆れ顔でそんなことを言ったのは、常識と良識を真っ向から覆(くつがえ)す男。ルトの知る限り最高の馬鹿であり、こんな非常識を当たり前のように、彼に押し付けてきたミスター厄(やつ)介(かい)。

			（――ええい、くそっ！）

			　幸貴と約束した発射時刻まで、あとわずか。悩んでいる暇はない。

			　距離・方角ともに問題なし。

			　彼は覚悟を決め、照準を合わせた。

			　

			　まず最初に。

			　用意するものは、大量のロケット花火とエタノール。そしてミニペットボトル。さらには大量の一円玉。

			　ミニペットボトルにエタノールを入れ、外側にアルミニウム粉（元一円玉）を大量にまぶす。

			　そこまで準備が整ったら、それでＯＫ。あとは、用意したロケット花火にミニボトルをくくりつけ、ついでに牛乳パックで作った羽でもつけてやればでき上がり。

			　誰でもどこでも簡単に。身近なアイテムですぐに作れる、在澤印の飛行式火(か)炎(えん)瓶(びん)の完成だ。

			　難点としては、精密射撃には向かないこと。

			　手で投(とう)擲(てき)するのではなく、砲台を作り導火線で一斉発射させればある程度の軌道は確保できるが、さすがにクロスヘアを合わせるというレベルにまではいかない。

			　だが、今回のように的がこれだけ巨大な建物であれば、そうそう誤射の心配もない。また建築物自体の敷地も広いため、多少軌道がズレてもご近所さんに迷惑がかかる危険性もないだろう。

			　もちろん、運悪く建物の中にいる者たちに当たってしまう可能性はあるのだが――

			　それならそれで、別に構(かま)わない。

			　火炎瓶は手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)と比べて殺傷力に劣り、爆薬に比べると破壊力もないが、専門知識もなく簡単に作れる兵器の類としては、その攻撃力は群を抜いている。日本の法律では所持しているだけで犯罪者扱いされる危険物である。危ないので、絶対に人に向けてはならない。

			　

			　だが、相手が『人』でなかったら？

			　

			　これが、彼の戦い方だった。

			　特別な才能がなくとも、

			　チートがなくとも、

			　魔力がなくとも、

			　神様に力を授(さず)けられなくとも、

			　魔王や勇者ではなくとも、

			　努力と工夫で、その差異はまかなえる。

			　凡人であっても戦える。

			　降り注ぐ砲弾――在澤印のお手製火炎弾は、思った以上によく燃えた。

			　

			『砲弾』が窓(まど)硝子(がらす)を突き破ると同時、視界がぱっと赤く染まる。砕けた硝子(がらす)の破片を浴びた男が悲鳴を上げる。また別の男は、砲弾が掠(かす)めでもしたのか、燃え移った服の火を消そうと、必死に床を転がった。直撃はしなかったか。残念。

			「な、ななななな……」

			　呆然としたラギが、馬鹿みたいに一つの音を繰り返す。

			　その背後で、燃え広がる炎をなんとか防ごうと、鬼たちが脱いだ服を使い必死に消火作業をする。

			　そこまで必死にならずとも、どうせ中の燃料はただのエタノールなので、さして燃え広がりはしないが。

			　バイクで轢(ひ)いたのが四人で、最初からぶっ倒れてたのが一人。ついでにさっきの砲撃で、恐怖に泣きじゃくってるのが一人。残りは七人。

			　一人で対処するには微妙なところだった。

			　まさかの火炎瓶の砲撃に、ルナも含めた全員に派手に動揺が走る。というより、怯(おび)えが走る。

			　そもそも砲撃自体で全滅させようとは思っていなかったが、どうやら想像以上の効果を発揮してくれたようだ。誘(ゆう)拐(かい)犯改め砲撃被害者たちは、慣れぬ事態に完全に浮き足だっている。ついでにルナもドン引きしていたが、大事の前の小事だ、ということにしよう。

			　皆の注意が炎に向けられているこの隙(すき)に、幸貴にはやらなければならないことがあった。

			　彼は持ってきた鞄(かばん)から『異世界からの輸入物』を取り出す。

			　そしていまだ動揺している男たちに照準をあわせると、容(よう)赦(しや)なくトリガーを引いた。

			　打ち出された『弾』が、肉に着弾する鈍い音が響く。同時に、撃たれた男たちが、苦(く)悶(もん)の声をあげ膝(ひざ)をついた。

			「お、おい……なんだよそれ……」

			「見て分かるだろ。スリングショットだよ」

			　子供の頃に、誰しも一度は遊んだことがあるだろう。スリングショット、言ってしまえばタダの巨大パチンコなのだが、幸貴のそれは市販品ではなく、完全特注のハンドメイドだった。

			　免許も所持許可も一切不要。より照準の合わせやすいライフル型。平和大国、日本の法律に照らし合わせても完全合法の品だが、飛距離は軽く三〇メートルはあり、空きじゃない缶を連続で三つも貫通する威力を持つ。

			「そんな子供のおもちゃが――」

			「充分効いてるみたいだけど。いやあ、頑張って金と手間かけた甲斐があったわ。これ」

			　度が過ぎた子供のおもちゃで撃たれた男たちは、腕と脚、それぞれ撃ち抜かれた箇所を押さえながら、脂汗を流している。どう見ても尋常な様子ではない。押さえた箇所から血が流れていた。

			「て、てめぇ……何を……」

			「くっくっく、俺の人脈を舐めんなよ。言っとくけどこのスリングショットは、そんじょそこらで売ってる市販品とは一味違うオーダーメイドの特別製だ。その気になりゃ、ヒトの指や耳ぐらい簡単に吹っ飛ばせる威力があるぞ」

			　囚われのヒロインを救出に来た我らが主人公は、そう言って邪悪そうに嗤(わら)った。

			　絶対に正義サイドが浮かべてはいけない笑みに、鬼族が混乱したように悲鳴をあげる。

			「くそっ……くそっ、なんなんだ!?　なんなんだよ、お前は!!」

			「なんなんだって言われてもな……ご存知のとおり、無力でごく平凡なただの人族ですがなにか」

			「なにが普通だ！　こんな物騒で頭のおかしい人族がいてたまるか！　いや、そうじゃねぇよ!!　それもそうだけど……そんなことより、さっきの砲撃！　あれはいったいなんなんだ!?　なんであんなもんが飛んでくるんだよ!?　お前いったいなに考えてんだ!!」

			「俺お手製のロケット火炎弾だ。すごいだろ。導火線を長くすることによって、既存の火炎瓶とは違い、狙撃手に延焼の危険性がないことがポイントです」

			「そんなことは聞いてねぇ!!　んなもん、下手すりゃてめぇだって巻き込まれる可能性があるじゃねぇか!!　それを分かってんのか!?」

			「うん、分かってるよ」

			「……は？」

			　あくまで平然と頷(うなず)く幸貴に、鬼たちのほうがぽかんと絶句する。

			「だから言っただろ？　覚悟はとっくにできてるって。数の不利に加えて、地力で勝る奴を相手にしようってんだ。生半可な手段じゃ通じないだろ。確かにお前の言うとおり、火炎瓶はある意味無差別攻撃だからリスクもあるが、それ以上にリターンも高い。もし当たったらその時はその時だ。俺に運がなかったってだけ。そうなったらまぁ、仕方ないさ。覚悟するって、そういうことだろ？」

			　そう、その程度の覚悟ならとっくの昔に承知ずみだ。来るべきいつかに備え、元の世界から旅立つことを決めたその時に、とっくの昔に固めてる。

			「ふ……ふざけ、やがって……」

			「ふざけてんのはそっちだろうが。逆恨みで無実のヒトを誘(ゆう)拐(かい)するような下(げ)種(す)どもに恩人が捕まってんだぞ？　手段なんか選んでられるか！　俺の身内に手出ししやがって！　さっきも言ったろ、俺だってこれでもけっこうブチキレてんだよ。やるからにはこっちも徹底抗戦だ！　倍返しだ！」

			「ざけんなぁっ！」

			　鬼族が幸貴に飛びかかる。

			　間合いが一瞬で詰まった。前回とは違い、予想以上に速い。幸貴の本気を感じ取り、あちらも本気を出したらしい。

			　だが、その程度の本気では、まだまだ及ばない。

			　二五年を費やした幸貴の本気には――まるで及ばない。

			　瞬時に間合いを詰める男に、幸貴は慌てず焦らず、予備携行(サブウエポン)を取り出した。

		

	
		
			[image: p205.jpg]
		

	
		
			　非致死兵器第二弾、唐辛子スプレー。

			　鬼の顔面に思い切り吹きかける。効果は劇的だった。

			「ぎゃあああああああああっ!?」

			　目と鼻を押さえながら、断末魔じみた悲鳴をあげて男が倒れる。

			　当たり前だ。唐辛子ときくとなんとも間抜けな気がするが、抽出されたカプサイシンは、実のところ熊をも倒す威力がある。

			　匂いだけで人の居場所を特定できるほど鼻の効く連中には、まさに死ぬほど効くだろう。幸貴がゴーグルをつけていたのは、時限式火炎瓶からの被害ともう一つ、スプレー攻撃の際に自爆を防ぐためだった。

			　どこまでも徹底し、計算しつくされた装備。

			　鼻を押さえて涙を流し、床でのたうちまわるがら空きの背中に、隠し持っていた特殊警棒を全力で振り下ろす。

			　神経の通り道である急所の一つ――延(えん)髄(ずい)を一撃された男は、呆(あつ)気(け)なくうち崩れた。　

			　これで、残りは三人。

			　ここまでは勢いと不意をつき、圧倒的有利で進めてきたが、依然として数の不利は変わっていない。

			　地力でこちらが劣るのは承知の上だが、この人数差で状況をコントロールしきれるかは微妙なところだ。

			　ここまで派手にやらかした以上、もう不意打ちは望めないだろう。

			　幸貴は慎重に口を開いた。

			「……もういっぺん言ってやるが、諦(あきら)めろ。すでに半分やられてるんだから、分かってると思うが、お前らに勝ち目はない。仮にここで俺を倒しても、さっきの狙撃手はここを狙い続ける。弾薬はまだ在庫があるぞ。やろうと思えば、この建物ごとお前らを燃やし尽くすこともできる。俺と本気でやりあうには、お前らには狂気が足りねぇよ」

			　それは、ある意味で彼からの最(さい)後(ご)通(つう)牒(ちよう)だった。しかし、

			「――っ調子乗ってんじゃねぇ！　人族風情がっ！　こっちを見ろ！　この女がどうなってもいいのかぁ！」

			　激(げつ)昂(こう)した二本角のとった行動は、あきれるほど典型だった。床に伏(ふ)すルナを片手でつりあげ、盾にするように幸貴へ掲げる。

			　首を絞められたルナが、苦(く)悶(もん)の声を漏らした。

			「っぐ……あっ……」

			「女を助けたきゃ大人しくいうことを聞け！　まずは、今持ってる妙な武器を捨てろ!!」

			　牙の生えた口から唾(つば)を飛ばし、大声でがなる。了承の証に、幸貴はため息を一つつき、そしてスリングショットと警棒を床に投げ捨てた。

			「……これでいいのか？」

			「まだだ！　どうせお前のことだから、まだ変なもん隠し持ってんだろ!?　それも含めて全部だ！」

			「えー……」

			「なんで微妙に不満そうなんだよ⁉　文句なんざ言える立場か！　さっさとしねぇと女の首へし折るぞ！」

			「……分かったよ。んじゃ、ちょっと待ってろ」

			　不承不承頷(うなず)く。仕方ない。男の要求に、彼は素直に従った。

			　シャツをめくり、内側に仕込んでおいたホルスターにセットしてある魔改造銃からマガジンを抜き、本体ごと投げ捨てる。他にも、スタンガンに始まり、ブラックジャック、マイオトロン、グレネード、ボーラやクロスボウにトンファーなど、お手製武器の数々が出てくる出てくる。

			　四次元ポケットのごときその有様に、鬼族が素で驚いていた。もう少し正確に言うと、素でドン引いていた。

			「一応これで、武器は全部だけど。あと他になんか要求あるか？」

			　やや茫(ぼう)然(ぜん)としている男に、埒(らち)が明かないのでこちらから声をかけると、相手はハッとした顔で慌てて付け足してきた。

			「そのまま、頭に手を当てて鞄(かばん)から離れろ！　どうせ中に、まだ何か隠し持ってるんだろ？　そしたらそのままこっちへ歩け！」

			　言われたとおりに手を組み、完全に降伏のポーズで男たちへと歩いていく。

			　傍までいくと、ようやく満足したのか男は無造作にルナを投げ捨てた。彼女の身体は呆気なく転がり、床の上を滑っていく。

			「っ!!」

			「――オイッ!?」

			「ひひひ、ひゃはははっ！　こうなった以上、てめェの負けだよ！　せっかくいろいろ準備したみたいだけど、残念だったな人族！　それにしても馬鹿な奴だぜ、そんな雌(めす)ごときのために、そこまでするなんてな。さっさと見捨ててれば、ひょっとして勝てたかもしれないのによ！」

			　ルナの扱いに思わず目を剥(む)く幸貴を、二本角が嘲(あざ)笑(わら)う。的外れな言い分に、思わずウンザリとため息をついた。

			「馬鹿はどっちだよ。俺はあくまで彼女を助けるためにここに来てるんだ。お前らとの勝負なんざ、正直どうだっていいんだよ。ルナさんの安全を最優先にしなくてどうする」

			「ゆ、幸貴さん……」

			　感動したのか、あるいは捕まってしまった自らの不甲斐無さを恥じているのか。ルナが瞳を潤(うる)ませる――どころか、目を真っ赤にしてぼろぼろと涙をこぼしていた。

			　ついでにいえば、鼻も真っ赤である。

			　どうやら、さっきの唐辛子スプレーの巻き添えを食らったらしい。そういえば、獣人は鬼族よりも嗅覚が鋭かったのか。

			　全部片がついたら、あとで土下座で謝ろう。そんな彼の心情など知る由もなく、ようやく余裕を取り戻した二本角が満足気に言った。

			「ああ、そうか。せいぜい格好つけてろよ。それとも、こっからまーだ何か逆転する手でも隠し持ってるっていうのかァ？　自爆するぐらいしか、方法なんて残ってねぇだろ」

			　――まあ、確かに。

			「幸貴さん、すみません……」

			「大丈夫。すぐに助けるから、心配しないでルナさん」

			　少しでも慰めようと、努めて明るく笑いかける。あくまでも、穏やかに。

			「あとついでに、先に謝っときます。ごめんなさい、あとで汚れた分はちゃんと弁償しますから」

			「は？」

			　妙な物言いに首を傾げる。その場の全員が違和感を持った。なんというか、強烈な既視感。というより、強烈な悪(お)寒(かん)。

			　武器のすべてを奪われても、彼にはまだ策があった。頭の後ろに添えられた手。その中に握り締められた、手の平サイズの小さな決意。

			　切り札は、最後まで取っておくものだ。　

			　幸貴は躊躇(ためら)わずに、隠し持っていたスイッチを押した。

			　その瞬間。

			　赤い閃(せん)光(こう)と爆音を巻き上げ、彼の持ってきた鞄(かばん)が、勢いよく爆発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クレイモア。

			　アメリカ軍によって使用された、指(し)向(こう)性(せい)対人型地雷。おそらく、戦時中に開発された対人地雷の中でも、断トツにえげつない地雷の一つだ。だが、その殺傷力に反して、その構造はさほど複雑ではない。

			　基本的な造りは至極単純。密閉された容器の中に、扇(おうぎ)状に発射されるように鉄球と爆薬を入れるだけ。

			　爆発により、散弾銃のごとく打ち出される鉄球。線ではなく面による、避(さ)けえない攻撃。

			　起爆はワイヤートラップにしてもいいし、時限式にしてもいい。あるいは今回、幸貴が使ったようなリモコン操作でもかまわない。

			　スイッチ一つで作動する、小さな箱に込められた破壊の意志。そして、その覚悟。

			　

			「……っげほ。あー、あっち！　くっそ、だいぶ減らしたつもりだったけど、まだ火薬の量が多すぎたのかなぁ……」

			　ルナの上に覆いかぶさるように伏(ふ)せた幸貴が、シャツに飛び火した火の粉(こ)を慌ててぱたぱた消火する。

			　その下で、ルナが呆気にとられたように目を白黒させていた。

			「な、な、な、何が……？」

			「ルナさん大丈夫でした？　痛いところある？　どっか怪我とかしてない？　あっそう、うん、ならよかった」

			　矢継ぎ早に次々と質問しながら、拘(こう)束(そく)をとき、傷の有無を確認する。結果合格だったのか、安(あん)堵(ど)するようににぱっと笑った。

			「最終兵器まで使っちゃったんで、コレで倒せなかったらどうしようかとも思ったけど……うん。大丈夫だったみたいだな。よかったよかった」

			　鬼族の様子を見て、満足そうに頷(うなず)く。

			　ありていに言って、ひどい状況だった。

			　鬼たちの火傷(やけど)はそこまでひどくない。もとより、自分たちと同空間内で炸裂させることを想定していたため、火力に頼るつもりはなかった。

			　鬼族を傷つけたのは、幸貴が用意したお手製お手軽兵器シリーズの『特殊弾丸』だった。

			　それこそ散弾銃でもくらったかのように、身体のあちこちに被弾の跡が見受けられる。ところどころ皮膚には焼け爛(ただ)れたような跡まであった。

			　一言で言って、ほぼ死に体である。

			　だが、肉体構造に関して、鬼族よりはるかに軟弱な人間にすぎない幸貴はなぜこの程度の被害ですんでいるのか。

			「ば、爆弾？　だったの、あの爆発――」

			「正確には、指向性の対人型地雷クレイモア。密(みつ)閉(ぺい)容器に火薬と鉛玉を詰めて、爆発の威力で四方に打ち出し敵を倒すという、あまり人に優しくない兵器です。ただそれだと本当に危ないし、ていうか俺たちまで死んじゃうので、安全面を考慮し、今回は『対鬼族用特殊弾丸』を詰め込みました！」

			「安全……？」

			　世界の境界を越えることで、はたして安全という言葉の意味は、いったいどこまで変化してしまったのか。

			「詰め込んだ……？」

			「はい。節分用の豆と桃をつめこんだんです。ほら、『桃(とう)弧(こ)棘(きよく)矢(し)をもって禍(わざわい)を祓(はら)う』っていうでしょ？　それに鬼は外、福はうち――ってね。これなら自分たちは喰らっても痛いだけで、鬼にダメージが与えられる。まあ、思った以上に効果があったみたいですけど」

			　びっくりだ、とおどける目の前の馬鹿を、全力で殴りたい衝動に駆られつつ、とりあえずルナは疑問を解決することにした。

			「……あの、幸貴さん、さっき作ったって言いました？」

			「ええ、そりゃもちろん。だってこんなもん売ってないでしょ。節分の時期じゃないんで、豆探すほうが大変でした」

			　桃は果物屋で手に入ったから楽だったんですけどねー、とほがらかに笑う。いや、そんな苦労話は聞いていない。

			　と、同時に納得する。道理で鬼族だけが倒れているわけだ。

			　確かに多少は爆発の煽(あお)りを受けたが、幸いルナは幸貴がかばってくれたおかげもあって、ほとんど無傷だった。

			　もちろん豆と桃は鉛玉のように硬いものではないので、ほとんどは射出の際の衝撃で粉々に砕かれてしまったことだろう。だが幸貴にとっては破片でも構わなかった。身体能力において、はるかに自分を上回る相手に、確実に攻撃を当てる手段。すなわち。

			　――自爆覚悟の全方位無差別攻撃。

			　予告なく自爆に巻き込まれたルナは、それに怒るでもなくぼんやりと尋ねた。

			「幸貴さん、なんでそんなもの作れるんですか……？」

			「え？　そりゃ未知の異世界に旅立つ覚悟を決めた以上、このぐらいの知識は仕入れておかなきゃ。それに、爆弾・火薬・銃火器のミリタリートリビアは、好奇心溢(あふ)れる男の子なら、誰もが一度は通る道ですよ。このぐらい常識常識」

			　本当に常識のような口調であっさりと断言された。そんな当然そうに言われると、逆に知らないこっちが非常識みたいで腹がたつ。実際、常識のわけがない。

			「幸貴さんてひょっとして、軍の関係者とか？」

			「ええー。なんでですか。ないない、フツーの営業職」

			「じゃあ、勤めてる会社が武器関係のところとか？」　

			「いや、ごく一般的な国際貿易業の会社ですけど……なんでです？」

			「なんでもありません……」

			　ルナは何かひどい頭痛を堪(こら)えるような顔で、沈(ちん)痛(つう)そうに呻(うめ)いた。

			　ひょっとしてものすごく危ない機密材を密輸している会社なのでは、と密かに邪(じや)推(すい)もしたが、多分本当にごく普通のまっとうな会社なのだろう。

			　その経歴と彼自身の非常識さのギャップに、思わず眩暈(めまい)がした。なんでそんな普通の人生を送ってて、こんなふざけた人間に仕上がるのだろうか。

			　異世界人の思考はつくづく謎だ。

			　異世界だからではなく、幸貴だから謎なのかもしれないが。

			　しかし当の本人は鬼族を全滅させて安心したのか、無駄に落ち着いた様子である。

			　武器と卑怯のオンパレードだったとはいえ、一応勝利が嬉しいらしい。そこはかとないドヤ顔だった。

			「ルトから聞いた話だと、鬼族は人間より頑(がん)丈(じよう)って話だったから、俺もない知恵振り絞って頑張ったんですよ。他にもいろいろ準備してたんですけどね。ま、最終的に倒せてよかった。勝てば官軍」

			「よかった、じゃないですよ！　他に被害が出なかったからいいものの……助けてもらった立場で、こんなこと言えた義理じゃありませんが、街中で爆弾だの火炎瓶だの使って、他に被害が出たらどうするつもりだったんですか!?　警察が来たら、逆にこっちが捕まるじゃないですか！」

			「大丈夫、ここは警察の巡回ルート外で、一番近い交番からも離れてます。そもそもあいつら、普段からここにたむろってたみたいだから、多少騒いでも近隣の皆さんも完全シカトモードです。ちゃんと事前に調査済みです！」

			「そういう問題じゃないでしょう！　なんですか、あの砲撃！　それにさっきの爆発も！　火事になったらどうするんです!?」

			「プライベートで映画撮影をするという名目で、ご近所に通達済みです」

			「気の回し方が激しく間違ってる……」

			　ルナは本気で頭痛を覚えた。自分を助けるためとはいえ、やらかした所業を聞くたび、どちらかというと目の前の青年のほうが真の敵に思えてくる。

			「それに、あのバイクも……幸貴さん、乗り物なんて持ってなかったはずですよね？　いったいどこであんなもの入手したんですか？」

			「あ、あれはレンタル品ですよ。こっちのワールドの免許はないんで、街のバイク屋さんでダーティーエルフに借りさせました」

			「あなた借り物でヒトを轢(ひ)いてたんですか!?」

			　ちなみにその借り物であるバイクは、先ほど鬼によってけっこうな勢いで壁に叩きつけられたため、すでに大破状態だった。もしこのまま返却しても、弁償は免(まぬが)れられそうにない。しかし幸貴はあっけらかんとした口調で、

			「あ、大丈夫です。こんなこともあろうかと、借りる時にちゃんと一番高い保険に入ってきましたから。とりあえずエンジンさえかかる状態なら、弁償の必要もなく受け取ってくれるはずです」

			「なんで最初から壊す前提で借りてるんですか!?」

			　何も知らずに貸してくれたバイク屋さんが気の毒すぎる。

			「だいたい勝てば官軍って……単独で鬼族と戦うなんて、何考えてるんですか。吸血鬼のような不死族ならともかく。あなたは普通の人族なんですよ。もう少し、自覚して下さい」

			「種族がなんだろうが、あんな下種ども、何人いようと俺の敵じゃありませんよ。ていうか、このワールドって吸血鬼までいるんですね。まあ、結果としては無事助かったんだから、いーじゃないですか」

			　それを言われると、言い返せない。

			　言葉に詰まったのを隙(すき)ととったのか、幸貴がルナに手を差し出した。

			　起きろ、という意味ではなく、エスコートをするように。

			「ほら。こんなところに長居は無用だし、さっさと帰りましょう」

			　その仕草に、不自然なところはない。

			　なんの裏も下心もなく、幸貴としては単純に親切心で、差し出しただけだった。だが、ルナは。

			　半(なか)ば反射的に、その手を振り払った。

			　ビクリと、身をすくませて、怯(おび)えるように。

			「あ……」

			　そんな自分自身の反応に驚いたようにルナが呆ける。

			　彼女の怯え方は、無茶と無法の限りを尽くした幸貴の非常識っぷりに対する怯えではない。

			　この一件のせいで心理に植えつけられた、『男性』という存在に対する恐怖だった。

			「す、すいません。幸貴さん。私、そんなつもりじゃ……」

			「……いや、いいんですよ。ちょっと俺の配慮が足りませんでした。ルナさんは、何も悪くありません。あー……やっべぇな、まったく」

			　笑顔を消して、ぼそりと一言。

			「――本気で怒り狂いそうだわ」

			　そう言って。

			　完全に気を失い目覚める気配のない鬼族のところへすたすたと歩み寄ると、その身体を容(よう)赦(しや)なく蹴り上げた。

			「ゆ――幸貴さん!?」

			　ルナの悲鳴にも止まりもしない。何度となく何度となくボロボロになった鬼を壊し蹴りつけ踏みつける。

			「もういいです……私は大丈夫ですから、もうやめて下さい、幸貴さん!!」

			「すいません、ルナさん。俺ちょっとツメが甘かったみたいです。やっぱこういう奴らには、お灸(きゆう)をすえるだけじゃなく、今後のことも含めてきっちりカタに嵌(は)めてやらないと駄目ですよね」

			　決意を固める彼の手には、いつの間にやらカメラがあった。

			　なんとなく。

			　ルナはこの後何が起こるか想像がついた。

			「というわけでルナさん。ちょっと向こうを向いてて下さい。それなりに見苦しい画像になる予定なので」

			　にっと幸貴が、爽やかに朗らかに邪悪な笑みを浮かべた。刹(せつ)那(な)――

			　光が、生まれた。

			「――っえ？」

			「なんだっ――!?」　

			　光源もないのに突如として空間に発生した光は、細い線となって空中に複雑な紋(もん)様(よう)を生み出していく。

			　わけの分からない事態に、咄(とつ)嗟(さ)にルナを庇(かば)うように押し倒した。しかし幸貴は混乱しながらも反面、この状況に激しい既視感を抱いていた。

			（なんだ？　この感じ。見覚えがある？　なんなんだ？　あれは――あっ……）　

			　不意に思い当たる。見覚えがあるはずだ。自分はあれを知っている。なぜならば、アレは。

			　彼の脳裏が回答に辿り着くと同時。

			　描き出された紋(もん)様(よう)の中心に――幸貴がこのワールドに転移するきっかけになった魔法陣に、人影が浮かび上がった。

			　それは、幸貴にとって昔から見知った相手。

			　いや、むしろ誰よりも馴染み深いといってもいい――

			「――幸(ゆき)っ!!」

			　こちらに手を伸ばし、自分の名を呼ぶ幼(おさな)馴(な)染(じみ)の姿に、幸貴は驚(きよう)愕(がく)の声を上げた。

			「明(あき)っ――!?」

		

	
		
			第六章　縁があったらまた会いましょう

			　

			　望(もち)月(づき)美(み)春(はる)はその日も、明(あき)道(みち)の家に向かっていた。

			　両親が仲良く旅行中で、実質一人暮らしの男の家に、幼(おさな)馴(な)染(じみ)とはいえ一人で訪れることに抵抗はないのかと言われれば、実のところまったくない。強がりや冗談などではなく、その手の不安は掛け値なしに一切なかった。

			　それは、信頼というよりも確信。

			　自分が興味のない相手が、同等に自分にも興味がないと知っているからこその、確信。

			　異性同士の幼(おさな)馴(な)染(じみ)が、成長後に結ばれる――なんてのは、所(しよ)詮(せん)フィクションの世界だけの話だ。

			　子供の頃からお互いを――美春に到ってはそれこそ生まれる前から――知っている相手に、欲情するなんてありえない。それは彼女だけでなく、幸(ゆき)貴(たか)も明道も同じだと思う。

			　明道ほどではないとはいえ、幸貴もそれなりに容姿(ビジユアル)は悪くないほうだし、美春も美春で、若(じやつ)干(かん)ロリィなみかけとはいえ、顔の造りは悪くない。

			　だが今までお互いのことを『そのように』意識したことはなかったし、きっとこれからもそうだろう。

			　特に明道は昔からあの外見なので、彼と幼(おさな)馴(な)染(じみ)だと知られると、周りが大変だった。彼に想いをよせる女の子から、紹介や仲立ちを頼まれたのも一度や二度ではない。

			　それでも、ただの一度も嫉(しつ)妬(と)など覚えたことはなかった。

			　強がりでも何でもなく。ただの事実として、この感情は変わらないだろう（ちなみに、同様に幸貴の幼(おさな)馴(な)染(じみ)だとしれた時は、周りから生暖かい目で見られた。見知らぬ少女に『頑張ってね』とプレゼントまで渡された。いや、なんなのかは凄くよく分かったが）。

			　だが、周囲にはこの感覚が理解できないらしい。

			　仮に自分が彼らに興味がなかったとしても、相手がそうとは限らない。

			　年頃の男が考えることなんて、一つしかないんだから。

			　美春は顔も可愛いんだし、ちょっとは気をつけなよ！

			　と言われて、彼らにも聞いてみたことがある。

			　ねえ、私と付き合ってみようとか、思う？

			　幸貴はきょとんと目を見張り、何で？　といい、それでも答えを求めると、うーんと真剣な顔で腕組みして唸(うな)った。

			『いやまぁ確かに、信じがたいことではあるが、お前も一応成人女性である以上、そういう行為自体は可能なんだろうが……正直な話、お前からセックスアピールを感じたことが一度もない』

			　と、至極真面目にそんなことを言われた。

			　さらにフォローのつもりなのか『でも金出すから抱けって言われたら、多分抱けると思う。生理的嫌悪感とはそういうのはまったくないし。うん。具体的には一〇万ぐらい？』などとふざけたことを抜かしたので、鍋で殴っておいた。鉄製の中華鍋だ。

			　ちなみに明道は『俺はそこまで飢えてない』と言い切り、あげく鼻で笑ってきやがった。

			　ものすごく高慢かつ見下した感の溢(あふ)れる笑いかただった。腹が立ったので、奴の愛用のＰＣの内部に砂糖をぶちまけてやった。すると明道は『Ｏｈ!!』と最愛の恋人を目の前で失ったロミオのような顔で嘆(なげ)いていた。

			　閑(かん)話(わ)休題。

			　要するに。

			　自分たちの関係は、家族のようなものなのだと思う。

			　幼(おさな)馴(な)染(じみ)、という他人同士の繋がりよりも、もう少しだけ近しい関係。

			　身内。

			　そんな言葉が相応(ふさわ)しい。

			　だから今日も、美春は躊躇(ためら)いなく明道の家の扉を開けた。

			　幸貴が『転移』してから早三日。それを相談できる相手なんて、あいつ一人しかいない。お互いに。

			　まあ、どうせあの不器用男のことだ。あれから掃除や洗濯もしていないだろう。ついでだからやってやるか――などと考えながら、勝手知ったる足取りでリビングに入った。

			　しかし、足を踏み入れたリビングは、いつもと少し様子が違っていた。

			　部屋の中央に置かれた、室内でもかなりの面積を占めるソファとローテーブルが端に寄せられ、代わりにできたスペースに布が敷(し)かれている。

			　そしてその敷(しき)布(ぬの)の上には、手足を手錠で拘(こう)束(そく)され床に転がされた美女と、魔王のように佇(たたず)む明道の姿があった。

			『………………………』

			　美春と明道、互いの視線がぶつかり合い、同時に固まる。

			　硬直。

			　死後硬直。

			　時よ止まれ、されどお前は罪深い。

			「あ、はるちゃーん。ひさしぶりー」

			　完全に凍りついた時空間の封印をぶち破り、床に芋虫のように転がされたその女性――涼(すず)夏(か)が、己の境遇など何も気にせず、平然とした様子でほえほえ挨拶をする。

			「あ、涼姉久しぶり。ゴメン、ちょっと待っててね」

		

	
		
			[image: p229.jpg]
		

	
		
			　返事をし、そのまま足を止めずにすたすたとキッチンに向かう。と、同じく死後硬直の呪いから解放された明道が、先ほどまでのできごとをなんとかキャンセルしようと、わたわたと腕を振った。

			「ま、待て、美春！　違うんだ！　まずは話を聞け！」

			　なにやら非常に焦った明道の声が聞こえてきたが無視。目当てのものを探す。というより、探すまでもなく見つかった。

			　そして、それが当然の流れであるように、彼女は明道にそれをつきつけた。

			　きらりと光る、牛刀を。

			「さ、覚悟はいいわね、明」

			「いいわけねぇだろ。何ナチュラルに刃物突きつけてんだ、お前」

			　口で反論しながらも、向けられた切っ先には恐怖を感じているのか、両手をあげた降伏のポーズだ。氷のような美(び)貌(ぼう)が、凍りついたように固まっている。

			　美春はゆるゆると首を振った。

			「まったく嘆(なげ)かわしい……幸(ゆき)が留守だからって、その隙に涼姉に手を出そうなんて、最低ね。幼(おさな)馴(な)染(じみ)のよしみでかばってあげたいところだけど、いくら私でもこのプレイは本気で引くわ。というわけで厳正な審判の結果、死刑！」

			「停戦を申し入れる！　和平交渉をさせろ。ちゃんと説明するから」

			「命乞いは聞きたくないわ！」

			「そこは聞けよ！　いや、頼むから聞いて下さい！　せめて自己弁護をさせてくれ」

			「うーん、仕方ないわね。まあ、いいわ」

			　いったんは悩むそぶりをみせたものの、その程度の慈悲は与えるべきと思ったのか、美春が多少、譲歩の姿勢を見せる。

			　とはいえ、完全に和解したわけではない。

			　狂気という名の凶器の切っ先は、相変わらず彼に突きつけられたままだ。

			　依然として、危険なことには変わりない。

			　本人もそれを自覚しているのか、必死の形相だった。

			「だ、だから、幸を呼び戻すための準備をしてたんだよ！　涼(すず)にはそれに協力してもらってたんだ」

			「協力？」

			「ああ。幸が転移に使った魔法陣はそのまま残ってる。再利用することは可能なんだが、ただ使うだけだと転移先での奴の居場所を特定することができない。だから、涼(すず)を『マーカー』に使うんだ」

			「マーカーって何よ。ていうかアンタ、いったいいつからそんな専門用語使うようになっちゃったわけ？　アンタって顔と人脈以外はわりとまともだと思ってたのに、実はもう手遅れだったの？　幸と同じく死に至る病を発動させてしまったの？」

			　突然解説を始める明道に、美春が首を傾げる。前回はネットで怪情報に振り回されていた分際で、いったいどういうことなのだろうか。

			「おい、失礼なことをいうな。あの馬鹿と同列視だなんて、侮(ぶ)辱(じよく)罪で訴えるぞ。俺だっていつまでもパニクってるだけじゃないんだよ。マーカーってのは、簡単に言えば目印みたいなものだ。幸との関係性が近ければ近いほど、発見の確率も高まる」

			「だからってなんでそれが涼(すず)姉(ねえ)なのよ。アンタじゃ駄目なの」

			「駄目なんだよ。あいつとなんの繋がりもない俺じゃ。『縁』があっても『因』がない。同じ世界で巡り会う程度ならともかく、世界を隔てての『跳(ちよう)躍(やく)』で結びつきを保てるほど、俺たちの『縁』は深くない。その点、涼(すず)夏(か)は実の姉だ。同じ両親から生まれた姉弟である以上、肉体条件はこれ以上なく酷似してるし、因果の縁も深い。呼び水として、これ以上に最適な人物はいないんだ」

			「そうそう。なんかうちのゆき君がいなくなっちゃったんでしょー。あき君に、お姉ちゃんのお手伝いがどうしても必要だって頼まれちゃって。だからはるちゃんもそんなに怒らないであげて」

			　ねっと床に転がったままの涼(すず)夏(か)本人に言われてしまえば、それ以上怒ることもできない。美春は仕方なく包丁を降ろした。と、明道を引き寄せる。

			「ねぇちょっと」

			「なんだよ？　もう納得しただろ？」

			「それはいいんだけど、アンタ涼(すず)姉(ねえ)に幸のこと話しちゃったわけ？」

			　以前の話では、危険度(リスク)があまりに高いのでやめようということだったはずだ。

			　涼(すず)夏(か)はそこそこハイレベルなブラコンなので、愛する弟が失(しつ)踪(そう)なんてことが知れたら、どんな暴走をするか分からない。

			　幸貴はしてはならないことを平然とするから怖いが、涼夏は何をするか分からないから怖い。

			　どちらにしろ厄(やつ)介(かい)な姉弟である。

			「仕方ないだろ。協力してもらう以上、黙ったままでいるわけにもいかないし」

			「そりゃそうだけど……大丈夫だったわけ？」

			「憧れの異世界に失(しつ)踪(そう)した弟を、お前の愛の力で呼び戻してくれと言ったら、あっさり了承した」

			「ああ、なるほど」

			　弟は異世界馬鹿だが、姉は愛の戦士なのである。

			　そして彼女の大いなる愛は、おおむね実の弟に注がれている。実家が近いのに、幸貴が早々に一人暮らしを決意した理由の一つがこれだった。

			　ご両親はいたってまともな普通の人なのに、どうしてこんな二人が生まれてしまったのだろう。非常に悔やまれてならない。　

			「それにしてもあんた、なんでそんなにいろいろ詳しいのよ。やっぱり幸と同じ病気にかかってるんじゃないの？」

			「おい！　何度も失礼なことを言うな。本気で侮(ぶ)辱(じよく)罪で訴えるぞ。幸が残していった例の本に書いてあったんだよ。その辺の説明とか、その他諸々」

			「あー、あれね」

			　美春も思い出して頷(うなず)いた。

			「アンタ、あれわざわざ読んだんだ。それはそれで凄(すご)いわねー。あんなくどくて鬱(うつ)陶(とう)しくて悪趣味な本、まともに読むのなんてこの世で幸ぐらいだと思ったのに」

			　そんな美春のしごくもっともな感想に、なぜか明道が落ち込んだ。

			　なにやら小声でブツブツと「あの表紙は俺の趣味じゃない。それに、原文は日本語じゃないのに……」などと言っていたが、よく聞き取れなかったので無視しておく。

			「それで涼(すず)姉(ねえ)が床に転がってるってわけね。――ねえ、でも涼(すず)姉(ねえ)はそれでいいの？　弟のためとはいえ、ちょっと一女性として、ありえない侮(ぶ)辱(じよく)的(てき)な扱いを受けてると思うんだけど」

			　しかし涼(すず)夏(か)は弟に似た穏やかな顔立ちに、ほんわりとした笑顔を浮かべ、

			「あら。心配しなくても大丈夫よ、はるちゃん。だって私はお姉ちゃんだもの。大事なゆきくんを助けるために、お姉ちゃんの力が必要だっていうなら、私はどんなことでもするわ。ついでにあきくんの要求するどんなプレイにも、ちゃんと付き合ってあげるわよ」

			「プレイ？」

			　セリフの一部を聞きとがめて、首を傾げる。そのまま隣を見やると、明道は光速で目を背けた。

			「……ねぇ明。幸を迎えにいくのに涼姉の協力が必要なのは分かったけど、なんで手錠はめられてたの？　しかも足にまで」

			　質問に対しても頑(かたく)なに顔を逸らした彼の横顔には、不自然なぐらい冷や汗が滲(にじ)んでいた。あくまで視線を合わせぬまま、ぼそぼそと呟(つぶや)く。

			「し、仕方ないだろ!!　ちゃんと手順としてこの本に書いてあるんだよ！　図解入りで！　ほら！　イラスト付きで強要までされてる以上、無視するわけにもいかないだろうがっ！　やめろ、そんな目で見るな！　誤解だ春！　俺はＳＭプレイなんぞに興味はない!!」

			　正直なところ、原作者である明道にはそんなものを書いた記憶はないが、実際にこの本にはそう書き込まれている以上、仕方がない。

			　いや、本当に本当は必要ないのかもしれないが、仮にこの怪しい魔法書を今後誰かに見られて、記述通りに儀式を遂行しなかった理由を問われてしまうと答えられない。

			　しかしざっと見てみるに、内容もちょこちょこアレンジされているようだし、実は本当にこの過程が必要なのかもしれない。

			　ただ、今ここで大切なことは、周りに不審感を抱かれないよう、なるべくこの本に忠実に儀式を行うこと。そして自分はあくまでノーマルだということ。

			　特に後半はものすごく大切だ。

			　よしんば興味があったとしても、こいつらだけは絶対対象に選ばない。俺にだって選ぶ権利ぐらいあるんだ。

			　そんな明道の言い分を。

			　美春はゆっくりと咀(そ)嚼(しやく)し、じっくりと噛み砕き、反(はん)芻(すう)し、飲み込んでから、一つの結論を出した。

			　にっこりと笑い、一度封じたはずの包丁を、再びすちゃっと構(かま)える。

			「やっぱ死になさい、アンタ」

			「やめろおおおおおおおおっ!!」

			　切実な悲鳴が逆木家のリビングに響きわたった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　転移に特別な呪文は、実は必要ない。

			　手元になんの準備も道具もないのなら、それに頼らざるを得ないが、今回のように、魔法陣があるならば、それで充分だ。呪文は所(しよ)詮(せん)、代用にすぎない。

			　陣の上に綺(き)麗(れい)に正座した涼夏――いや、さすがにあれから手足の手錠は外したのだが――の前に立ち、明道はすっと目を閉じた。

			　背後では美春が包丁を突きつけているが、今は気にしない。いや、先端が少し皮膚にめり込んでいるので、やっぱり若(じやつ)干(かん)気になる。ていうか素直にやめてほしい。集中が殺(そ)がれる。けっこう大事な作業なのに。

			　無理やり意識を切り替える。

			　記された記号――描かれた術式に添って、構成を組み立てる。

			　イメージは建設作業だ。まずは足場を組み立て、それを元に本体を建築する。　

			　簡単な公式と複雑な計算式。両者を織り交ぜ、分解と構成を重ねながら、既存の式の上にマーカーの因子を書き込んでいく。

			　――繋がった。

			　広げられた敷布の上――そこに描かれた魔法陣の線をなぞるように、細い光の筋が走る。どこか幾何学模様を思わせる、その陣の上を正確に辿(たど)りながら、空間が揺らぎ、陣に座る涼夏の頭上に、異界への道が開いていく――

			「………………っ！」

			　浮かび上がった光景に。美春が息を飲む。

			　マーカーとなる涼夏の存在を呼び水として開いた、異界への扉。その不安定で不可思議な空間の中に――

			　

			　在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)が倒れていた。

			　

			　何かの爆発にでも巻き込まれたのか。着ている服のあちこちが焼け焦げ、黒っぽい液体で汚れている。

			　そしてその下には、頭から猫の耳を生やした、黒髪の見覚えのない美しい女性がいた。

			　獣人族。あちらのワールドでは珍しくもない種族。

			　顔を真っ赤にしてぼろぼろ涙を流しているが、目立った外傷はない。

			　服すらもさして汚れていないようだった――あるいは、幸貴が庇(かば)ったのか。

			　見慣れた幼(おさな)馴(な)染(じみ)の変わり果てた姿に、明道は手を伸ばし、思わず叫んでいた。

			「――幸(ゆき)っ!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同じ世界にいた時は、数週間会わないこともザラなのだが、今こうして境界を隔てて見る友人の姿は、なんとなく久しぶりな感じがした。

			　またぞろ無茶でもやらかしたのか、格好自体はひどいものだったが、よく見れば外見の薄汚れ具合に対し、意外と怪我は少ないらしい。まあ、そこは自業自得なので気にしない。むしろ反省すればいい。

			　明道は馴染み深い幼(おさな)馴(な)染(じみ)を、慣れた口調で怒鳴りつけた。

			「オイコラ幸！　テメェ、このドアホウがっ!!　そんなとこでいい歳こいて爆弾遊びなんざしてないで、さっさと帰って来い！　お前、今日で会社の欠勤三日目だぞ！」

			「あ、大丈夫だいじょうぶ。こんなこともあろうかと、今やってる仕事は全部引き継ぎ書作ってあるから、何か言われたらそれを見るように言っておいてくれ」

			「それは確かに立派だけどな！」

			　失(しつ)踪(そう)後のアフターケアとしては完璧だったが、アフターケアにだけ気を使われても、という話だった。

			　どちらかというと、ある日突然失(しつ)踪(そう)する前提ではなく、今後も真面目に働く方向で頑張ってほしい。

			「そもそも会社の同僚を気遣うより、身近な俺の胃の心配をしてくれよ！　いろいろごまかすのもそろそろ限界なんだって！　早くこっちに戻って来い！」

			「えー、俺今取り込み中なんだよ。見りゃ分かんだろ。ていうかよく見るとお前、半分体透けてるよ？　どしたの。ひょっとして幽霊とかになっちゃった？　俺の知らないところで成仏できない事態、発生しちゃった？」

			「お前みたいな馬鹿がいる限り、確かに心安らかに成仏はできそうにないな！」

			「お経でも唱えてやろうか？」

			「いらねーよ、超よけいなお世話だよ！　ていうかまだ死んでねーよ！　お前の残した魔法陣と涼(すず)を媒(ばい)介(かい)にして、そっちのワールドとこっちのワールドを限定的に接続してるんだよ」

			「はぁーい。ゆきくーん」

			　明道の説明を肯定するように、姉の声が聞こえてくる。まるで立体ホログラムのように空中に浮く明道の近くに、ひらひら手を振る手首がひょっこりと現れた。

			　カメラからフレームアウトしているような図ではあるが、ぱっと見、空中に手首が浮いているみたいで気持ち悪い。

			　どことなく、某有名ホラー一家の手首君を連想させる光景である。

			　幸貴がげんなりと呻(うめ)いた。

			「明……お前、なんで姉貴にまで話してんだよ」

			「しょうがないだろ。そっちのワールドでお前の居場所を見つけるのに、血縁者の存在が不可欠だったんだから」

			「そんなの、お前でいーじゃん！」

			「俺とお前に血の繋がりはねえだろ！」

			「何言ってんだよ！　俺らソウルのブラザーだろ！」

			「勝手に人を変なカテゴリに分類するな！」

			　激しく名誉を傷つけられた明道が、本気で激(げつ)昂(こう)する。

			　宙空で怒鳴る美男子というけったいな図を眺めながら、ルナはなんとなく、ああ、この人は私の同類なんだわ、と思った。

			　突っ込み役としての共感が、境界を越え相互理解を生んだ瞬間だった。

			「とにかく阿(あ)呆(ほ)なこと言ってないで、いいからさっさとこっちこい！　この回路だっていつまで持つか分からないんだぞ!?」

			　事実、宙に浮く明道の姿は、時折ノイズが走ったようにブレている。その間隔が徐々に短くなっていた。長くはもたない、明道がそういった意味は、傍(はた)目(め)にも充分窺えた。

			　だから、幸貴は首を横に振った。

			「ゴメン。無理」

			「はぁっ!?」　

			　まさかの拒絶に、明道の秀麗な顔に青筋が浮かぶ。彼の口から出た、たった二文字のセリフの中に『馬鹿じゃねぇの目ぇ開けたまま寝言ほざいてんじゃねぇよ何考えてんだこのボケ！』という罵倒の言葉が、それはそれは綺(き)麗(れい)に収められていた。

			　しかし幸貴の態度は断固として揺るがない。

			　明道を見つめ返す彼の眼差しは、どこまでも真っ黒に真っ直ぐに澄んでいた。

			　迷いなど、何もないというように。

			「せっかく迎えに来てもらって悪いけど、まだカタついてないことがちょっと残ってるんだ。勝手に来て、勝手に引っ掻(か)き回して、散々好きなようにして、ハイさよならはさすがにできねえよ。だから――まだ帰れない」

			　ゴメンな、と頭を下げる幸貴に、明道はわがままな子供を叱るように、口調を荒らげる。

			「そんな悠長なこと言ってる場合か！　今回は成功したが、次回もこうやって上手く迎えに来れるかどうか、俺だって分からないんだぞ!?」

			　世界を跳躍するっていうのは、それだけ難しいんだ、と激(げつ)昂(こう)する友人に、しかし幸貴の態度は変わらなかった。あっさりと告げる。

			「そっか。だったらいいよ。自分でなんとかするから」

			「できるか馬鹿！　簡単に言うな！　どうやってなんとかするって言うんだ!?」

			「分かんねえけど。でも今このタイミングでは帰れない。後始末が終わったらちゃんと帰るから」

			「カラオケの延長みたく気軽に言うな！　会社はどうするつもりだ!?」

			「転職する」

			「家族は!?」

			「大丈夫。前に雪山で一週間遭(そう)難(なん)した時も、俺のこと探してなかったから」

			「だったら美春は！」

			　そこで初めて。よどみない幸貴の言葉が止まった。そこに、たたみ掛けるように明道が続ける。

			「アイツだってお前のこと心配してるぞ！　もちろん、涼(すず)も！　それに俺はどうするんだよ!?　いつもお前の尻(しり)拭(ぬぐ)いして、あげくお前は好きに消えて好きに帰ってくるって言うのか!?　冗談じゃねえよ！　俺たちに対してのほうが、よっぽど不義理で無責任じゃねぇか、お前！」

			「……ゴメン」

			　この叱責には逆らえず、さすがに素直に頭を下げた。

			「ゴメン、でも俺やっぱり――」

			「――まったく。見苦しいですよ。幸貴さん」

			　その声は、すぐ真後ろから聞こえた。

			　そして。

			「――え？」

			　振り返る間もなく。どんっ、と強く背中を押される。一瞬だけ触れる、暖かい手。

			　たたらを踏み、呆(あつ)気(け)なくバランスを崩した幸貴は、そのまま展開する魔法陣の上に飛び込んだ。

			　誰が背中を押したのか。確認するまでもない。

			　背後から涼やかな声が聞こえた。

			「あなたが店に居(い)候(そうろう)していいのは、仕事が見つかるまで。元の世界だろうがちゃんと職があるなら、約束は終わりです。もう面倒をみる義理はありません」

			「ルナさん――」

			「『カタ』と『後始末』は私がしっかりやっておくので、ご心配なく」

			　そして彼女は。

			　ルナは、黒くでもなく冷たくでもなく、友達に別れを告げるように微笑(ほほえ)んだ。

			　ごく普通に、にっこりと。

			「さようなら、幸貴さん。縁があれば――いつかどこかで、また会いましょう」

			「ルナさん、俺は――」

			　伸ばした指先はわずかに届かず、言いかけた言葉は空中に砕け散る。

			　

			　光は、生まれた時と同じく、唐突に消えた。

			　後に、何も残さずに。

		

	
		
			[image: p245.jpg]
		

	
		
			◆　◆　◆

			　

			　双眼鏡で廃(はい)屋(おく)を見つめていると、光が三度瞬いた。

			（三回……？）

			　疑問が浮かぶ。一度目は火炎瓶。二度目は幸貴が用意した『最終兵器』の爆発だとしても、三度目は何だ？

			（閃光弾(グレネード)を作るのは間に合わなかったはずだし……僕に内緒で、まだ何か持ってた？）

			「いったいなんの光でしょうねぇ」

			「うわぁっ！」

			　口に出したはずのない呟(つぶや)きに、突然背後から相(あい)槌(づち)がかえってきた。

			　バクバクと激しく振動する心臓を、肺の上から押さえつけて、ルトは自分を落ち着かせるため大きく深呼吸をする。

			「び、びっくりしたぁ……エドナさんか。ど、どうしたの突然」

			「いいえぇ、実は異世界人さんに囮(おとり)はもういいから、こっちでルト君のお仕事を手伝うようにって言われたんですけどぉ……」

			　ぐるりとあたりを見回すが、周囲には撃ちつくされたロケットの残(ざん)骸(がい)しかない。

			「お仕事、残ってないみたいですねぇ……」

			「え、あ、うん。いや、発射時間は打合せで事前に決めてあったし――あ、あー、でも片付けがまだ残ってるかな！　うん！　僕はちょっと様子を見に行ってくるから、エドナさんはここの片付けをやっておいてもらえると嬉しいな！」

			「分かりましたぁ。それなら任せておいて下さいぃ！」

			　ドンと胸を叩くエドナからは、正直下手なフラグしか感じなかったが、それよりも今は姉たちのほうが気になる。

			　ルトは急ぎその場所を後にして、廃屋に向かった。

			　本当は何があっても自分だけは来るなと――むしろ、異常を感じたら迷わず警察に駆け込めといわれていたが、この期(ご)に及んでそんな言いつけを守るほど、彼も律儀ではない。

			　何より、捕まっているのは他でもない自分の姉なのだ。ここで駆けつけずなんとする。

			（それに……あの光の色はどこか変だった）

			　燃えさかる深(しん)紅(く)の炎ではなく、奇妙な青白い光。

			（……まさかナパーム弾なんて作っちゃいないよな、あの人）

			　なまじ可能性があるだけに、どこまでも不安だった。

			　獣人の足にかかれば、廃屋までの距離など一瞬である。妙に静まり返った気配に疑問を感じつつも、ルトは勢い勇んで飛び込んだ。

			「姉さんっ!!」

			「あら、ルト」

			　こちらに気づいた姉が、驚きの色を浮かべる。

			　振り返ったその姿に――少なくとも、彼女がしっかりと自分で立っていられる程度にはダメージがなかったことに――彼はとりあえず安(あん)堵(ど)した。

			「良かった、姉さん！　無事だったんだね」

			「無傷とは言わないけど、おかげ様でね。それより、駄目じゃないルト。あなたまでこんな場所に来るなんて」

			「姉が鬼族に捕まってるっていうのに、呑(のん)気(き)に家で待ってられるわけないだろ。だから幸貴さんに協力して――って、あれ？　そういや、幸貴さんは？」

			　きょろきょろと見回し、彼の姿を探す。しかし青年はどこにもいなかった。

			「帰ったわよ、元の世界に。別に不思議なことはないでしょ？　あの人は異世界人なんだから」

			「へ？」

			　唐突なセリフに目を見張る弟に、そっと優しく笑いかける。

			「いろいろありすぎて、私もなんだか疲れちゃったわ。詳しい話はまた今度してあげる。今日はもう早く帰りましょう――私たちの家に」

		

	
		
			エピローグ　縁があったのでまた会いました

			　

			　いなくなってみれば、日常はあっけないほど普通に戻ってきた。

			　別にそれまでと何も変わらない。もとより、幸(ゆき)貴(たか)がいたこと自体がイレギュラーのようなものだったし、店もそこまで人手が必要だったわけではない。

			　滞在していたのだって、ふたを開けてみればほんの少しの期間だ。

			　ただ、極めて物騒で問題のある人族の噂でも流れていたのか、以前はあった獣人排(はい)斥(せき)の影響はナリを潜め、常連客もそれなりに戻ってきた。

			　異世界人である幸貴が元の世界に帰ってしまったので、出向扱いで店に来ていたエドナも元の職場に帰って行った。

			　いや、当初は役所側でも受け入れるつもりはなかったのだろうが、劇的ビフォーアフターを遂げた彼女の姿を見るなり、あっさりと帰還を受け入れた。幸貴がこちらのワールドで成した、ただ一つの成果と言えるかもしれない。

			（ま、別にこんなものよね）

			　以前と何が変わったわけでもない。それでもなぜか、店内が微妙に広く感じるようになった気がする。

			　そんなことを考えながら、ルナは店までの道を一人で歩いていた。

			（それまでと、何が変わったってわけじゃないんだもの）

			　あれ以来、幸いなことに例の鬼族たちからもちょっかいはかけられていない。

			　ついでに警察からの取り調べもなかった。ありえないとは思うが、万一あの鬼族が国家権力に泣きついた場合、下手すると後ろに手が回るのはこちらの可能性もあったので、素直に助かった。

			（日常と非日常。そうね。刺激としては悪くなかったけど）

			　それでも少し物足りなくもある。胸中に感じるのは一抹の寂(せき)寥(りよう)感(かん)。

			「一人で破天荒だったからかしら。なんだかルトも最近、寂しそうにしてるし。うーん、今日は久しぶりに、どこか外へご飯でもつれてってあげようかな」

			　そう決めれば、気分も晴れてくる。

			　がらんがらん。つい最近、新品になったばかりの木製のドアを、ドアベルの音とともにゆっくりと開く――そこで、

			　

			　店の中で悠然と寛(くつろ)ぐ、在(あり)澤(さわ)幸(ゆき)貴(たか)と目があった。

			　

			「………………え？」

			「あ、おはようルナさん。今から仕込み？　よかったら手伝いますよ」

			　それまでの不在など、まるきりなかったかのように。

			　見事な完璧さで塵(ちり)ほどの違和感も滲(にじ)ませず、あたかもそれが至極当然の常識であるかのように、平然と店にいる彼に、ルナは動揺して目を白黒させた。

			「え、は？　幸貴さん？　え、何これどういうこと？」

			「はい、幸貴です。久しぶり。約一ヶ月ぶりぐらいかな？」

			「いや、久しぶりって……あなた、元の世界に帰ったんじゃなかったんですか!?」

			「うん。帰りましたよ。で、また戻ってきました」

			「何で!?」

			「何でって言われても……やっぱ、異世界転移が俺の目標だし。てかぶっちゃけ、転移自体を目的としてきたんで、帰れても別になーって感じだったし。せっかく本物の転移陣見つけたのに、使わないのももったいないんで、こうしてまた転移してきたんですけど」

			「そんな簡単にできるんですか!?　確か、あの眼鏡の人は目印がなければ簡単にいかないって、言ってたような――」

			　混乱しながらも確かめるルナに、幸貴はああ、と軽く頷(うなず)いた。

			「いや、目印ならちゃんとあるじゃないですか。これこれ。ここに置きっ放しにしていった俺の異世界グッズのザック。まあ、世界にただ一つのオーダーメイドってわけじゃないけど、少なくともこっちのワールドにはたった一つしかないはずですよね。俺しか持ち込む奴がいないんだから。大量生産品とはいえ、このぐらいの量が一箇所に固まってれば、立派なマーカーがわりになりました」

			　そう言って無責任に笑う青年に、ルナは思わず眩暈(めまい)を覚えた。

			「……お仕事は、どうしたんです？」

			「あ、それ？　キャリアアップにちょうどいい機会だったんで、退職しました」

			「ええっ!?」

			「大丈夫。ちゃんと転職したから。今度は外資系。正式な採用は来月からだから、しばらくお休み。だもんで、半月は暇になりました」

			「はぁ……」

			　あっけらかんとした口調で言われてしまえば頷(うなず)くしかない。

			「まあ、前の結果も気になったし、俺の荷物もおきっぱだったしっていうのもあって、ここに来たんですけど。ついでなんで、この世界にいる間、また俺を雇って下さい。前みたいに無給でいいんで、店で寝泊りさえさせてくれれば」

			「はぁ？」

			　さらりと言う幸貴。よく見てみると、すでにこの店の制服である黒エプロンをつけている。自前か、勝手に持ち出したのかはしらないが。

			　エプロン姿で店に立つ幸貴の姿は、それなりに様になっていた。

			　この店にいて、なにも違和感がないほどに。

			「つーか、よく言われるんですけど、日本人って働きすぎなんですよね。そもそも、海外の会社とかスゲーですよ、一緒に仕事してると、お前らいったいいつ働いてるんだって言いたくなるし。バカンスとか一ヶ月平気で取りやがるし。一年十二ヶ月のうち十ヶ月ぐらいしか仕事してないんじゃないかって感じ。その換算でいくと、日本人は一年十四ヶ月は働いてますね。まあ、今度の仕事先は外資なんで、俺も長期休暇がたっぷり取れるようになったわけですけど」

			　こうやって、ちょくちょく異世界に来られるぐらいにはね、と言い、さらに一言。

			「そんなわけで、これからもよろしくお願いしますね？　ルナさん！」

			　どうやら。

			　彼との縁は、まだまだ当分切れないらしい。

			　

			　

			〈『サラリーマン中二病』②へ続く〉

		

	
		
			あとがき

			　

			　はじめましての方は、はじめまして！　サイト上でお目にかかったことのある方はこんにちは。山南と申します。このたびは『サラリーマン中二病』をお手にとって下さり、誠にありがとうございます。

			　この作品は、日本最大級の無料ウェブ小説投稿サイト『小説家になろう』さんで開催された『第二回　エリュシオンライトノベルコンテスト』――通称、『なろうコン』をありがたいことに受賞し、このたびモンスター文庫から出版していただきました。

			　このなろうコンはウェブ小説専門のコンテストということもあり、規定頁(ページ)数なし、ジャンル指定なし、原稿用紙変換も一枚の行数や文字数の指定も一切なしという、正直、そんなフリーダム規定にしたら、審査員のハードルが上がるだけじゃないかという大変太っ腹なコンテストなのですが、もちろん応募当初は、まさか自分が受かるなんて欠片(かけら)も思っていませんでした。

			　というのも実はこの小説、他の受賞作に比べて、サイト内ではぶっちぎりの無名なのです。サイト上でも有名な作品が受賞している中で、なぜか一つだけ仲間はずれのように、誰も知らないような無名作品が、場違いな迷子のごとくこっそり紛れ込んでいるわけです。なぜに。

			　ですので、最初に受賞のお話をいただいた時は本当にビックリしました。受賞作の発表時、きっと誰もが『山南？　誰だよこいつ？』と思われたに違いありませんが、他ならぬ作者自身が一番ビックリしてました。いまだに発表ページを見ると、アウェー感にドキドキです。

			　ですが、どんな奇跡の結果とはいえ、昔からずっと目指していた小説家という夢を、叶える機会を与えていただけたのです。いけるところまで突っ走って行こうと思ってます。

			　最後に。こんな誰も知らないような無名作品を見つけてくださった担当様。あなたに拾っていただかなければ、この作品が世に出ることはなかったと思います。いたらぬところばかりの作品に、いつも的確なアドバイスをくださり、ありがとうございます。

			　素敵なイラストを描いてくださった冬空様。うちの奴らをあんな素敵なビジュアルにしてくださり、ありがとうございます。ラフも全て家宝にいたします。

			　そして、作家になることを応援してくれて、協力してくれた家族。ウェブで投稿するたびに、いつも感想をくださったフォドラ様。火炎瓶アイデアをくれた義妹とご友人。コンテストに携わっておられる全ての皆様。書籍が発行されるまでにお世話になった関係者の方々。なにより、この本を読んでくださる全ての皆様に！

			　最大の感謝と御礼を申し上げます。この作品が無事出版できたのは、皆様のおかげです。本当にありがとうございました！　引き続き、二巻もよろしくおねがいします（ぼそっ）。

			　

			山南　葉

		

	
		
			山南　葉（やまなみ よう）

			都内在住の自称江戸っ子。仕事の友はiPadmini＋ロジクール。山手線は第二の職場。電車の中が実は一番集中出来る。（二〇一四年十月現在）

			　

			イラストレーション

			冬空　実（ふゆぞら　みのり）

			愛知県出身。イラストレーター・デザイナー。主にソーシャルゲームのイラストなどをお手伝いしています。趣味はゲーム制作です。（二〇一四年十月現在）

		

	
		
			サラリーマン中(ちゆう)二(に)病(びよう)①

			発行日：２０１４年10月31日

			著　者：山(やま)南(なみ)葉(よう)

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)You Yamanami 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『サラリーマン中二病①』（２０１４年10月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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